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第１章




「……！　い、いやッ、やめ、あァッ……！」

「黙れ」

　エメラルドグリーンの瞳を見張り、フランチェスカが必死にあげた声を、アシュラフはこの上なくきっぱりと拒絶した。

　一糸まとわぬ全裸の彼女は、今、絹のシーツが敷かれた広大なベッドに横たえさせられていた。長い金色の巻き毛が、腿の辺りまでとき流されている。そのほっそりとした両手首は、緑の絹に金糸を施した優雅な細身の飾り帯で縛られ、さらに、繊細に彫刻を施されたベッドボードに繋がれていた。

　そうして拘束されているため、無防備にさらけ出された彼女の身体の上に跨がる形で、アシュラフがのしかかっていた。アラブの大国、タルスクの若き国王、アシュラフ・アルド・タルスクである。彼もまた、身にまとっていた黒の民族衣装を脱ぎ捨て、全裸だった。

　フランチェスカは震えながら、彼の顔を見つめた。少し長めの流した漆黒の黒髪。こちらを凝視している切れ長の瞳も同じ漆黒。高い鼻び梁りょうに、引き締まった、微かに笑みを浮かべた唇。端整な、見とれてしまうような顔立ちだった。十七歳のフランチェスカより五歳上のはずだから、二十二歳のはずだが、それよりも年上に見える。

　──まさか、こんなことになるなんて……──

　けれど今、震えながら彼を見つめるフランチェスカの心は、ただ恐怖で一杯になっていた。

　彼女は今、性奴隷として、アシュラフに献上された身なのだ。まだ乙女の、そしてローマ建国以来の古い王国イリリアの侯爵家の子女として育てられた彼女にとって、それは耐えがたいどころか、考えてもいなかったことだった。

　タルスクの王宮の中でも、最奥に位置するアシュラフの寝室のベッドに、フランチェスカは拘束されていた。ベッドサイドに置かれた大きなランプが、二人の姿をほの明るく照らし出している。金髪に白く透き通るような肌、ほっそりとした身体をなすすべもなくさらしているフランチェスカと、その上にのしかかる、長身で日焼けした強靱な筋肉に覆われたアシュラフは、恐ろしいほどに対照的だった。まるで、どう猛な黒豹が、獲物の美しい白い牝鹿を食らおうとしているかのようだ。

　そして今、フランチェスカはまさに獲物の牝鹿も同然だった。

「──っ……！」

　アシュラフの両手が、むき出しにされたフランチェスカの胸の膨らみを捕らえている。アシュラフはフランチェスカの淡い薔薇色の突起を、指の間に挟み、わしづかみにしたかたちで、そのまま、円を描くようにゆっくりと揉みしだいていった。その指先が、フランチェスカの乳房に食い込み、指の節が胸の突起を両側から擦って刺激する。

「あぅ、ンッ、……！」

　フランチェスカの唇から、思わず声がこぼれた。

　これまで感じたことのない、信じられないような心地よい感触と、自身の唇から漏れた声の甘さ、淫らさに呆然とする。それだけでなく、彼に触れられている全ての部分から強い快感が沸き起こってくる。それは一旦、下半身の、背骨の付け根の辺りに集中し、それから全身に行き渡っていく。

　特に下腹部の辺りが疼き、強く反応した。秘部の、花びらに包まれた花芯がひくつき、じわりと蜜をにじませるのがわかる。

　──そんな、私……！──

　濡れた感触に、思わずエメラルドグリーンの瞳を見開く。こんな経験は初めてだった。

　何故、このような淫らなことをされて、自分はこれほどに感じてしまっているのか。先ほど口移しに飲まされた、薬入りの酒のためだろうか。

「本当に、思った以上に反応がいいな。薬の効きがいいのか、それとも……」

　さらに唇を歪めて胸から手を離すと、無造作に、フランチェスカの両手首を拘束している布を掴み、引いた。ギシリと布が軋み、手首が締め付けられて、彼女はびくんと身を震わせた。

「あぅッ、……！」

　けれど次の瞬間、さらに息を呑んだ。アシュラフは、今度は彼女の身体の下へと身をずらし、軽くその足を片手で広げたのだ。そして両足の間に手を滑り込ませてきた。

「……！　な、何、を……」

「濡れているな……」

　びくりとし、思わず顎を引くようにしてそちらを見たフランチェスカに、アシュラフは笑い、さらに続けた。

「しかも今、新たに、それもたっぷりと蜜が溢れ出してきている。お前はこんな風に拘束されると、さらに感じてしまう体質のようだ」

　囁きかけ、フランチェスカに視線を注いだまま、両足の間の花びらをゆっくりとかき分ける。恥ずかしさのあまりフランチェスカは耳を塞ぎ、何とかして足を閉じたくなった。だが両手首を拘束されているこの状態では、そのどちらもままならなかった。身をよじり、悶えるが、あっけなく足を押さえられて抵抗を封じられてしまう。

「ひァッ……！」

　──とたん、露わにされた花芯に、ゆっくりとアシュラフが指先で触れてきた。フランチェスカはびくん、と、激しく身をしならせた。腕を拘束している布が、両手首で軋み、ピンと張る。彼女のそこは、今までの行為でもう既にぐっしょりと濡れそぼち、特に花芯は切なげにひくひくと震えていた。

「やめ、あ、ぁンッ……」

「じっとしていろ」

　自分でもあまり触れたことのないその部分に、男の指が撫でるように這う。指先で花芯をつつき、円を描くようにして蜜を絡める。そして花芯を包む花びらを、指で挟み、内側を撫で上げる。それは意外な程優しく、そして繊細な仕草だった。

　──え、ぇッ……？──

「あ、あァッ……」

　最も感じやすい部分をアシュラフの指先で直に嬲なぶられる。そうされるたびに、じゅん、じゅん、と淫らな、熱く濡れたような心地よい感覚がそこから沸き起こってくる。その感覚は全身を駆け巡り、フランチェスカの身体をかっと熱くした。胸の脈打ちが早くなり、胸の突起が、今は触れられていないのにピンと固く尖るのが感じられた。

　けれどアシュラフは嬲る手を止めようとはせず、さらに執拗に攻めてきた。視線は変わらず、こちらに注がれている。いや、先ほどよりも強くフランチェスカの顔に視線を向けている。唇の笑みは消えて、ひどく真剣な眼差しになっていた。

　そうしながら、指先が先ほどより強く花芯を擦る。花芯はさらに大きく震え、ひくつき、蜜を止めどなく溢れさせている。くちゅくちゅと、淫らな音がそこから聞こえてきた。

「あ、ァッ……」

　その音が耳に届き、恥ずかしさのあまり全身がさらに熱くなった。頬が火照り、胸の鼓動が早くなる。そうすると、その脈打ちとともに全身を快感が駆け巡り、身体中が炎に包まれたかのようになって、一層感じやすくなるのがわかった。

「あ、ッ……！」

　その時、花芯にアシュラフの指が強く押し当てられた。そして次の瞬間、フランチェスカの花芯は淫らに開いて、彼の指を震えながら呑み込んだのだった。

「い、いやッ、……！　あ、ンッ……」

　思わず声を上げるが、新たに与えられた感触に呆然とする。そして、唇からは、またしても淫らな声が漏れ始めた。

「いい反応だな。その声も、ここも」

　アシュラフは再び微かに笑みを浮かべ、ゆっくりと中に指を差し入れてくる。視線は変わらず、フランチェスカに注がれたままだ。花芯に繋がる細い茎が、押し広げられるのがわかった。内部の、しっとりと濡れた肉襞を擦られ、ぞくぞくと新たな、そしてこれまでに無く強い快感がこみ上げてきた。

「あッ、あ、ひッ……」

　フランチェスカは弾かれたように身を竦めた。布がまた軋み、身体が波打って、白い足の指がひくりとのけぞる。彼の長い指で奥まで探られ、蜜は溢れて、その為に淫らな音はさらに大きくなった。くちゅり、くちゅりと粘液質の音が響く。

　指先が動くごとに翻弄され、身悶え震えながら、フランチェスカはアシュラフを見やった。

　アシュラフは、そんな彼女をずっと視線を逸らさずに見つめ続けている。指だけが、まるで別の生き物であるかのように、フランチェスカを執拗に攻め続けていた。







[image: ]









　こんな淫らなことをされて、身悶えて感じてしまう自分を見られるのが恥ずかしくてならなかった。それに何故か、その漆黒の、黒曜石のような瞳で見つめられると、一層身体が感じてしまうような気がする。

「……！」

　思わず目を逸らそうとした時、フランチェスカは、また、彼が微かに笑みを浮かべるのに気付いた。羞恥に頬を染めながら、彼女は唇を噛んだ。

　──どうせ、こんな恥ずかしい姿を見られてしまったのなら……──

　せめて言うべきことを言わなくては、と、彼女は懸命に心を奮い立たせ、アシュラフを見つめ返した。その視線を受けると、彼は笑みを消し、やや驚いたように目を見張った。

「お願い、です。アシュラフ陛下。私は、どうなっても構いませんから……。どうか、イリリアをお救い下さい……！」

　喘ぎながら、潤んだエメラルドグリーンの瞳で、懸命にアシュラフを見つめる。その瞳の中には小さく彼の姿が映り込んでいた。

　そう、このことだけはきちんと告げなければ。私はその為にここに送り込まれたのだから……。

「──ふん」

　その時、また、アシュラフが笑った。唇を歪めた、皮肉な、そしてどこか面白がっているような笑みだった。

「そうして欲しいなら、お前は私に、相応の対価を払うがいい」

　そして彼は、ゆっくりと彼女の足を開かせ、その身体に覆い被さってきた。

「ひッ……！」

　フランチェスカは、思わず小さく声を上げた。足の間の、柔らかな膨らみや、内股の辺りに、彼の雄根の感触が、はっきりと伝わってきたからだ。

　それは、アシュラフのこれまでの冷笑的な態度とは裏腹に、恐ろしく固く、精悍に、そして熱く脈打って怒張していた。

　──そんな！──

　経験のなかったフランチェスカでも、この後何が起こるかは見当がついた。恐怖で身体が凍り付く。

　だがそんな彼女を見ても、アシュラフは全くためらう様子が無かった。彼の手がその太腿にかかり、有無を言わせぬ仕草で、大きく開かれる。フランチェスカは自身の身体が震え、瞳に涙がにじむのを感じた。

　この、わずか二週間ほどの間で、彼女は、今がこれまでの人生の最悪の時だ、と何度も思うような目にあっていたのだ。しかも回を重ねる度に、その悪さが酷いものになっていくような気がする。

　──一体、どうしてこんなことになってしまったの？　私や父様が、どんなに悪いことをしたというの……？──

　かぶりを振り、思わず目を閉じる。悪夢のような記憶が、脳裏に一気によみがえってきた。





　　　　◇◇◇






　異国の王宮の、大広間の扉が目の前で大きく開かれている。謁見の間である。

「そら、歩け」

　ぴったりと後ろについているジャコモ・ゴッダート公爵に背を乱暴に押され、フランチェスカはびくりと身を竦ませた。光沢のある濃紺のビロードのマントを通し、男の脂ぎった手の感触が感じられてぞっとする。

　今、彼女が身にまとうのを許された衣服は、ただ一つ、そのマントだけだった。その下は、全裸である。下着どころか靴まで奪われ、裸足に大理石の床がひんやりと冷たい。

　こんな姿で、フランチェスカはこれから、母国イリリアの隣国、強大な異教徒の国、タルスクの国王に引き渡されることになっている。それも、大勢の臣下たちの見ている前で。

「お前はこれから、隣国タルスクの、アシュラフ国王の奴隷になるのだ」

　監禁されていた一室から引き出され、ジャコモにそう告げられたのはほんの二日前のことだった。そのまま船に乗せられ、彼女はタルスクに連行されたのだ。欧州でも南西、それも異教徒の国と国境を接する位置にある小国イリリアから、タルスクの首都サイファへは、陸路で馬を使えば二日、海路では風を上手く使えば一日足らずで行ける。サイファは海に面した都なのだ。

「……！」

　恐怖と、それ以上の恥ずかしさで、フランチェスカはマントの下で小刻みに震えていた。無駄なことと知りつつ、フードを出来るだけ深く被り、懸命に、胸元に布を引き寄せた。だがそれでも、足や、首の下の肌が覗くのを防ぐことは出来なかった。ジャコモは、わざと小さいサイズのマントを用意させたからだ。

「おい、さっさと歩けと言っているのだ、反逆者の娘のくせに何をぐずぐずしている！」

　とたんに嘲あざけるような、そしてひどく得意げなジャコモの声が上から響いた。フランチェスカのマントとは対照的に、彼は鮮やかな赤の地に金糸の刺繍をびっしりと施し、雪豹の毛皮で縁取りをした、随分と豪奢なガウンをまとっていた。でっぷり太った身体にそれは、全く似合っていない。フランチェスカは思わず顔を上げ、きっ、と肉の詰まった彼の顔を睨んだ。一瞬だが恐怖も恥ずかしさも忘れていた。

「お父様は反逆者などではありません、ゴッダート公爵……！」

　──ほんの、一週間ほど前の出来事が思い出された。

　フランチェスカの父は、ヨハネス・ドマーニャ侯爵といい、イリリアではジャコモに次ぐ地位の貴族だった。だがその父が、イリリアの王宮で老いた先王パウロ八世を刺殺し、自分も自害した、という事件が起こったのだ。

　ドマーニャ家の領地で、その知らせを聞かされたフランチェスカは、呆然とする間もなく、すぐに祖母や乳母のホアナ、侍女たちと引き離され、ただ一人イリリアの王宮に連行された。知らせをもたらしたのは、ジャコモが寄越した、イリリアの軍隊だったからだ。

　イリリアの王宮の謁見室で会ったジャコモは、でっぷり太った身体で王の椅子に堂々と座り、既にこの国の新しい支配者気取りだった。急遽即位することになったイリリアの新国王がまだ未成年な上、異国に留学中のため、ジャコモはその摂政をつとめると勝手に宣言したのだ。そのため、新国王の姿はそこにはなかった。

　フランチェスカはそんな彼の前に引き出され、跪ひざまずかされた。思いも寄らなかった事態に狼ろう狽ばいしながらも、彼女は必死で父の無罪を訴え、新国王が帰国し、彼に会うまで処置は待ってくれと哀願したが、一切聞き入れられなかった。

「お前の父の侯爵は、ことあるごとにパウロ国王陛下を批判し、偉そうな口ばかりきいていただろう。陛下はそんな侯爵が大嫌いだった。だからとうとうお前の父は、陛下に刃を向け、そのお命を奪った。国王を殺すという、最悪の反逆罪を犯したのだ、馬鹿な奴だ」

　それを聞いてフランチェスカは怒りに震えた。父は、このジャコモと国政のことで、よく対立していたけれど……。

「違います、そんな！　父は確かに、陛下に耳痛いことをよく申しておりましたが、それは宰相という職にあったからです。父はいつも、陛下に忠誠を尽くしておりました……！」

　貴方と違って、という言葉を、かろうじてフランチェスカは呑み込んだ。ジャコモは対照的に、いつも老いた国王におもねり、影では馬鹿にしていたからだ。けれど彼女の必死の言葉を、ジャコモは鼻で笑った。

「だったら何故、お前の父は、血まみれの剣を握りしめて陛下の寝室で死んでいたのだ？　陛下はその剣で、胸を一突きされて亡くなられたのだぞ！」

「それは……父は陥れられたのです！　父がそんなことをするはずが、……！」

　懸命に言葉を継ごうとしたフランチェスカの言葉は、横から突きつけられた剣で遮さえぎられてしまった。ジャコモが彼女を見張る兵士に命じたのだ。

「──それ以上言うと、命は無いぞ、小娘」

　息を呑む彼女に、ジャコモはそう言い、にやりと笑った。

「お前の父は国王を殺すという大罪を犯した。この国の法律では、その罪人は一切の身分を剥奪された上で処刑される。奴は既に死んでいるが、血縁であるお前たちも同罪になるのだ。そう、お前の祖母も、だな。そんなお前たちに仕えていた使用人も、どんな酷いことになるやら……」

　聞いたとたん、血が凍った。自分が捕らえられた時よりも、遙かに強い恐怖がこみ上げた。

　脳裏に祖母や乳母の顔が浮かんだ。早世した母や、国務で忙しい父の代わりに、フランチェスカを育ててくれた二人の顔が。

「やめて下さい！　お祖母様やホアナを傷つけないで……!!」

　思わず身を起こしかけ、蒼白な顔で叫ぶ。ジャコモはその顎に手をかけ、無理矢理自分に近づけさせた。

「自分の置かれている立場が、やっとわかったようだな。大人しくしていれば、悪いようにはしない……」

　言いながら間近でこちらをのぞき込む。その目が何故か、ひどく好色な、舐めるような視線でこちらを見ていたので、フランチェスカは新たな恐怖に震えた。自分がとんでもない罠に落ちてしまった気がした。

　その後、フランチェスカは王宮の一室に監禁された。自分は一体どうなるのか、それ以上に、祖母や乳母たちはどうなったのかと、不安で押しつぶされそうな日が続いた。

　そして数日後、そこから出された際に告げられたのは、自分が、隣国の異教の強大国、タルスクの若き新国王に奴隷として差し出されるという事実だった。

「そんな……！　どうしてそんなところに私が!?」

「タルスクの国王が、半年ほど前に即位されたのはお前も知っているだろう。年老いた前の国王を追い込んで引退させ、自分が国王になった。その新国王アシュラフからの使者がやってきて、イリリアとの交易を見直す、必要とあらば切る、と宣言した。だが我々は、どうしてもそれをさせるわけにはいかぬ」

　ジャコモは如何にも忌々しそうに、簡素な白の囚人用の服を着せられたフランチェスカの全身に視線を這わせ、それからにやりと笑った。

「だから、お前を奴隷として差し出すことにしたのだ。我々はアシュラフ国王の機嫌を損ねるわけにはいかないからな。幸い、アシュラフは若い男だ。お前を差し出せば考えが変わるだろう」

　それは、フランチェスカの父、ドマーニャ侯爵が随分以前から案じていたことだった。

　イリリアは、古代ローマから続く長い歴史を持つ国だったが、近年はフローリアンやイングレア、ゼーラントなど周辺の新興国が台頭してきたために弱体化し、領土も奪われ縮小、経済的にも軍事的にも小国になっていた。そして今は、かろうじてタルスクとの貿易で経済を保っている。

　そもそもイリリアはその位置から長年、中東と西欧の橋渡しのような形で、中継ぎの貿易で利益を上げていたのだ。イリリアからは主に、欧州北部の特産である毛皮や毛織物を輸出、その代わりにタルスクからは香辛料、絨毯、それに香油や香木を輸入していた。特に香辛料は西欧諸国に高く売れていたのだが、今は進んだ航海術を身につけた、他の国にその利権が奪われつつある。

　──タルスク側は既に、我々を必要としていない。これではイリリアは滅びてしまう。これまでのやり方では駄目なのだ。何とか、新しい道を考えなければ……──

　父の深い憂ゆう慮りょの言葉を思い浮かべながら、フランチェスカは慌ててかぶりを振った。

「そんな！　国同士の貿易のことでしょう。私をそうしてアシュラフ国王に差し出したとしても、何の役にも立ちません……！」

　そもそも父が、こんなことになるのでは、と案じ、対策まで考えていたのを、ジャコモやその取り巻きたちは余計な取り越し苦労だ、と皆の前で嘲っていたではないか。なのに……。

　だが、ジャコモはまだ笑いながら、無造作にフランチェスカの言葉を遮った。

「お前の意見などどうでもいい。それに、祖母や乳母たちがどうなっても良いのか？」

　その言葉にフランチェスカは絶句した。震えながらうつむいて唇を噛む。彼女の様子に、ジャコモは満足そうにさらに口を大きく歪めて笑い、言った。

「よし、来い。お前の美しさならアシュラフ国王は間違いなく気に入るだろう。だがさらに、気に入られるように仕向けねばならぬ」

　彼の合図で、フランチェスカは無理矢理、そして念入りに湯浴みをさせられ、タルスク行きの船に乗せられた。そして、船の中で着ていた服をはぎ取られ、マント一枚だけを与えられて、そのままタルスクの首都サイファから王宮へと連行されたのだ。王宮に着いたころには、外は夕暮れになっていた。

「──まだそんなことを言っているのか。もう、お前はそれどころではないだろうに」

　こうしてフランチェスカは、タルスクの王宮、謁見の間の前に、あられもない格好で立たされているのだった。

　ジャコモは、フランチェスカの抗議と抵抗をまたもあざ笑うと、無造作に彼女の背を押しやった。フランチェスカはよろめき、そのまま謁見の間へと踏み出してしまった。

「──イリリア王国、ジャコモ・ゴッダート公爵様がお着きでございます……！」

　とたん、扉の両脇で控えていた触れ係が、声を張り上げる。フランチェスカはびくっとした。

「……！」

　入る前から気配でわかっていたが、中は人間で一杯だった。タルスクの新国王に謁見を希望する者は、ジャコモ以外にも大勢いるらしい。

　すぐに前後をジャコモとその供の者たちに囲まれ、もう、どうすることも出来なかった。足の震えもそのままに歩き出す。優雅なアーチ状の並んだ窓からは、夕暮れの金色の日差しが差し込み、中は極上の、深紅のペルシャ絨毯が敷き詰められていた。間もなく夜のとばりが降りてこようとしていたが、既に大広間には、たくさんのロウソクが贅沢に灯され、明るい。

　フランチェスカは、皆の視線が自分に集中するのをはっきりと感じた。フードを被り、うつむいていてもそれはわかる。何故ならフードからは金髪が少しこぼれていたし、歩くごとに、マントから足が膝上まで、さらに胸元までがちらちらと覗いてしまっていたからだ。彼女がそのマントの下で、どんな格好をさせられているか、はっきりとわかる状況だった。

　フランチェスカは何とか身を隠そうとするが、小さめのマントなのでどうしてもそれが出来ない。胸を隠そうとすれば足が、足を隠そうとすれば胸が覗いてしまう。

　それは、彼女が思っているよりもさらに淫らな、扇情的な眺めだった。濃紺のマントのせいで、覗く肌の白さや金髪が一層際立ち、彼女の必死に隠そうとする様子が、見るものの嗜し虐ぎゃく心しんをさらにそそる。

　そんなフランチェスカを、まるで見せびらかしでもするかのように、ジャコモはことさらゆっくりと歩いている。彼の得意そうな顔が目に見えるようだった。

「なんだ、奴隷娘か？　イリリアでもそういう女がいるのか」

「抜けるように白い肌だ。痕を付けたらさぞかし美しかろうな」

　謁見の間の人々の眼差しと、囁きかわされる異国の言葉が肌や耳に突き刺さるようだった。父が施してくれた教育で、フランチェスカはタルスクの言葉はわかるし話せる。今はそれがどうにも辛かった。好奇心と嘲り、それに好色な言葉の意味まではっきりと伝わってくる。

　──けれど、フランチェスカの思いをよそに、すぐに彼女は足を止めさせられ、その場で手荒く跪かされた。ずっと彼女の背後にいたジャコモが前に出、やはり跪く気配があった。

「タルスク国王、アシュラフ陛下。イリリアの公爵、ジャコモ・ゴッダートでございます。お目にかかれて恐悦至極に存じます……！」

　その言葉に、自分がアシュラフ国王の目前に引き出されていることがわかった。うつむき、絨毯の敷き詰められた床を凝視しながら、フランチェスカは全身が、別の緊張で強ばるのを感じた。

　ジャコモは、イリリアの国王の前でも使ったことのないような、ひどくへりくだった、そしてどこか卑屈な、おもねるような声で謁見の礼をしていた。タルスクの言葉が、彼が話すと少し稚ち拙せつな様子なので尚更だった。

　アシュラフの応えはないようだった。だが、早く用件を言え、と何か合図をしたらしい。ジャコモは声だけでもわかるほど慌てた様子になり、急いでさらにこう言った。

「実は、本日は、陛下のご即位のお祝いに、ささやかながら贈り物を差し上げたいと存じ、こちらに持参して参りました。──おい」

　言葉の最後に指示をすると、護衛の兵士たちがフランチェスカを無理矢理立たせた。それを見て、ジャコモがにやりと笑うのが見えなくともわかった。

「さあ、陛下。ご覧下さいませ。この奴隷娘を……！」

　ジャコモが芝居がかった声を張り上げ、手で指し示すと、兵士たちはさっとフランチェスカのマントを取り去った。

「いや、あっ……！」

　抵抗することさえ出来ず、一瞬で、彼女はその全裸を大勢の前にさらすことになった。

　息を呑むようなどよめきが上がり、その後、静まりかえった。謁見の間にいる者たちの視線が全て、彼女に集中する。

　ふわりと、金色の髪が流れ落ちた。いつもはきちんと編むか、結い上げるかしているのだが、『垂らした髪の方が男はそそられるものだ』とジャコモに言われた為に、豊かなウェーブのかかった髪がそのまま背に流れ落ちた。彼女のまろやかな尻の双丘を包むほどに長い。

　そして、まだ少女らしさの抜けない、ほっそりとした身体。華奢なうなじ。二つの、丸く形のいい、ふっくらとした乳房は細身に似合わず豊かで、突起は淡いピンク色だった。すんなりとした手足と、平らな腹部、形のいい臍へそ。

　その、真珠のような、抜けるように白い肌の肢体が、全てさらけ出された。全裸だが、首には真珠をちりばめた、繊細な金細工のネックレスがかけられ、耳にもそれと揃いの、大きなイヤリングが下がっている。

「──タルスクでは奴隷娘にこんな格好をさせて踊らせるそうだ。お前も同じ出で立ちになるがいい！」

　ジャコモがそう言って、これらのアクセサリーを無理矢理つけさせたのだった。裸の上にそうしたものをつけているので、一層、淫らな格好に見える。

「あ、っ……」

　フランチェスカが震えながら顔を上げる。と、それらがシャラシャラと優雅な音を立てた。

　タルスクは異教徒の国の為か、謁見の間には殆ほとんど女性がいなかった。だからマントをむしり取られたフランチェスカの目に映ったのは、好奇心や、あからさまな好色な表情を浮かべた大勢の男たちの顔だったのだ。

　ただ、国王の近く、大臣たちの並んでいる傍に数名の侍女に囲まれて、どういう立場なのか、女性が一人立っているのがわかった。彼女も侍女たちも、ローブと上衣の民族衣装をつけ、カフィーヤをすっぽりと被っているが、彼女は豪奢な金糸の縁取りのある紫の衣装だった。身分の高い女性らしい。その服装のため、カフィーヤに包まれた顔と、わずかに覗く黒髪しか見えないが、それだけでも驚くほど美しい女性だとわかる。象牙のような色の肌に、濡れたような大きな黒い瞳に、通った鼻筋と大きめの官能的な唇。そして、あからさまな敵意と嘲りを込めてフランチェスカを睨んでいる。

「……！」

　彼女と、無数の男たちの視線にさらされてフランチェスカは愕然とし、それから羞恥に身を染めた。想像していたよりさらに酷い。必死にうつむき、胸と、臍の下に手を回して隠そうとする。

　だがまたもジャコモが合図して、彼に付き従ってきたイリリアの兵士たちが彼女の腕を取り、容赦なく後ろで両手を組ませて動けないようにさせた。これで、彼女は身を隠すことも出来なくなってしまった。さらに他の兵士が、顔をうつむけられないように顎を押さえる。

　だが、その、自由を奪われた格好が一層、男たちの視線を集めさせ、そそらせるようだった。

「へええ、抜けるように白い肌じゃないか。ソラーヤ様の自慢の肌より白いぜ」

「しいっ、めったなことを言うな！　……しかし、そそられる姿だな。どうやら様子からして、まだ乙女か」

　奴隷娘を品定めする、さげすみと欲情が混じった舐めるような視線が突き刺さってくる。野卑な嘲りの言葉も投げかけられる。タルスクの言葉がわかる為に一層屈辱がこみ上げた。

　──ああ、いっそもう、死んでしまいたい……！──

　フランチェスカは必死に目を閉じ、身を固くして、視線を遮ろうとした。それしかもう、彼女の出来ることは無かった。

「──如何でございましょう、陛下！　大変に、美しい奴隷だと存じます！」

　そのすぐ前の位置で跪いたままのジャコモは、これらの男たちの反応を良く思ったらしく、随分と得意そうに声を張り上げた。

「もとはイリリア貴族の、侯爵家の娘でしたが、つい先日、父親が愚かにも大逆罪を犯し、身分を剥奪されました。その為、ご覧の通り、今はただの性奴隷。この通り陛下にご献上させていただきますので、どうぞご存分にお楽しみ下さいますよう……」

「──黙れ」

　だが、ジャコモが得意気に口にする言葉の絶頂で、その声はあっさりと遮られた。アシュラフのその一声で、ざわついていた大広間は一瞬で静かになる。

　──え、っ……？──

　思わずフランチェスカはそちらに顔を向け、目を開けた。とたん、目に飛び込んできたのは、王の席──玉座に座った若い男だった。タルスクの国王、アシュラフである。彼女はそれまでは恐ろしくて、どうしてもそちらを見ることが出来なかったのだ。

　けれど今、フランチェスカは、彼を見つめたまま、身動きが出来なくなってしまった。

　──なんて、凜々しい……！──

　年老いて病に倒れた前の国王を引退させ、後を継いだ若き国王。さらに異教徒、と聞いていたので、フランチェスカは漠然と、このジャコモのような、酷薄で脂ぎった、権勢欲むき出しの男を想像していたのだ。

　だが目の前にいる新国王アシュラフは、それとは全く違っていた。日に焼けた肌。彫りの深い、整った顔立ち。切れ長だが大きな目と、高く通った鼻梁。描いたような眉は、今は不快そうにわずかにひそめられ、唇も、やや強く引き締められている。それが一層、彼の端正さを際立たせていた。

　身にまとっているのは黒の民族衣装で、ハイネックのローブとボトム、それにその上から同じ色の、袖がゆったりとした上衣を羽織っている。その上衣の袖とローブの前合わせ、それに衿えりには、金糸で刺繍の縁取りが施されている。頭に被るカフィーヤは今はつけていない為、無造作に流した艶のある黒髪がむき出しになっていた。

　その姿で、彼は深紅の絹を張った、ゆったりとした優雅な玉座に座っている。片方の肘を肘掛けに乗せ、その手で顎を支えている姿勢だが、そうして座っていても彼の長身と、衣装の下の、精悍で引き締まった身体つきがわかった。

　だが何より、印象的なのは彼の瞳だった。黒曜石のような、もしくは、雨上がりの夜空のような漆黒の瞳。フランチェスカはその瞳から目を離すことが出来なかった。そのまま自分が、その瞳の中に吸い込まれてしまいそうな気がしていた。

「──は、はっ？　陛下……」

　傍らで、ジャコモが素っ頓狂な声を上げた。一瞬、何を言われたかわからなかったらしい。

「黙れ、と言ったのだ」

　アシュラフが冷ややかに言葉を継いだ。

　はっと、フランチェスカも我に返った。最初見た時はその容姿と雰囲気に心を奪われてそれどころではなかったが、改めて見ると、彼が明らかに不快に顔をしかめ、微かに苛立ちをその黒い瞳に浮かべているのがわかる。

　大広間は、今の彼の一言で、空気が凍ったような緊張に包まれていた。彼の不興を買うのは、それほど恐ろしいことのようだ。

　アシュラフは頬杖をついた姿勢のまま、もう片方の手を軽く挙げて、手振りで指示した。とたん、アシュラフの傍らで控えていた、簡素なローブ姿の金髪に青い瞳の若い男がさっと進み出てフランチェスカに近づき、むしり取られたマントを取り上げた。

「えっ……？」

　思わず驚きの声が漏れた。マントが再び、ふわりとフランチェスカの身体に掛けられたのだ。彼女は呆然としたが、慌てて身を隠そうと布をたぐり寄せた。若い男はアシュラフを振り返り、彼が頷くとそちらに向けて恭しく一礼し、また元の位置に戻っていった。

「陛下……」

　傍らではジャコモが、跪いた姿勢で腰を浮かせ、うわずった声を上げていた。その額には早くも脂汗が滲んでいる。アシュラフは口調を変えずにさらに続けた。

「ゴッダート公爵とか名乗っていたか。その女を人身御供にして買収するつもりか、馬鹿者が。私は、そうした醜悪な方法は嫌いだ。それにイリリアにはもう何の価値もない。今後、そちらとの貿易は断つ」

　鞭のように冷ややかな声に、フランチェスカは心底ぞっとした。とたん、高らかに笑い声が上がった。

「ゴッダート公爵、残念でしたわねえ。やはり、陛下はこんな貧弱な、しかも異国の小娘はお好みでないようですわよ。やはり陛下のお相手は、経験を重ねて作法もわきまえたこの国の者でないといけませんわ。ねえ、陛下？」

　フランチェスカは目を見張った。先ほど気付いたあの女性だ。大臣たちを押しのけるようにして身を乗り出している。紫色のカフィーヤを押さえる為に白い腕がのぞいているが、それだけでも、ふっくらと豊満な身体が想像できた。ゴッダート公爵とは顔見知りらしい。

　と、彼女の傍らで、中年の男が声を上げた。小柄で貧相な体格で、身分を表すきらびやかな衣装があまり似合っていない。

「陛下。我が娘もそのように申しております。このようなご不快なことを申し上げる者でお目汚しするのも無礼かと。公爵とこの奴隷娘は、相応の罰を下すべきかと存じますが」

　言われたとたん、ジャコモが恐怖の悲鳴を上げた。

「控えよ、ソラーヤ、アリ大臣」

　それより早く、アシュラフが変わらぬ冷ややかな態度で、そちらを見もせずに手を振って命じた。女性──ソラーヤは、むっとした様子で笑みを消し、怒りに顔を染めて眉を吊り上げ、小男は卑屈そうに肩をすぼめる。だが二人とも、命じられた通りに口をつぐんだ。

　そしてジャコモは、このやりとりですっかり動転してしまったようだった。慌てた様子で立ち上がると、いきなり、フランチェスカを指さして叫んだ。

「へ、陛下！　違います、違うのです！　私のせいではございません。この女が勝手に、同行すると申したのです！　こ、こいつは淫売で、恐れ多くも陛下に対し、自分の魅力で絶対に、籠絡してみせると申したのです」

　ジャコモはとにかく、アシュラフ国王の不興は自分のせいでは無い、と言いたいようだった。彼は全ての失態を、自分になすりつけるつもりだとわかってフランチェスカは愕然とした。一体どこまで卑怯な男なのだろう。ジャコモはうわずった声で必死に続けた。

「ですから、全てはこの女が仕組んだことで、私のせいではございません！　どうか、罰はこの女に……」

「見苦しい。──衛兵！」

　だが、アシュラフはそれで、一層不快になった様子だった。煩わしそうにジャコモの言葉を遮ると、剣を下げたタルスクの警備の衛兵を振り返った。彼らは一礼してジャコモに近づく。ジャコモの連れていた兵士たちは動揺した様子だった。主人のジャコモは怯えるだけで抵抗すら出来ない様子な上、異国のタルスクの王宮内では、下手に主人を守って動くことは完全に不利だったからだ。

　タルスクの衛兵たちに囲まれ、ジャコモは恐怖に駆られた様子でみっともなく悲鳴を上げたが、フランチェスカも蒼白になった。このままでは、イリリアの生命線であるタルスクとの貿易が出来なくなってしまう。それは生前、父が最も恐れていたことだったのだ。

「お待ち下さい、陛下……！」

　自分でも気付かないうちに、フランチェスカはタルスクの言葉で、そう叫んでいた。

「イリリアにはまだ、取引する価値のあるものが沢山ございます！」

「……!?」

　一瞬、大広間はまた静まりかえった。そこにいる皆が、アシュラフも含めて全員、彼女が何かを言うとは思わなかったようだった。

　ソラーヤやその父のアリ大臣、それに他の臣下たちも、目を見張って彼女を見ている。何より、アシュラフがその黒い眉をわずかにひそめ、じっと彼女を凝視してきた。

　そして、言った当人のフランチェスカも呆然としていた。生前の父の苦悩する姿が脳裏に浮かんで、つい自然と今の言葉が出てしまった。でも父は……。

「な、な、何を言うか、この売国奴！　貴様は父親が前国王を殺したのではまだ足りずに、この上さらに陛下に無礼を申して、我が国を危機に追い込むつもりか！」

「本当に。奴隷娘の分際で何と図々しい……」

　ジャコモが青ざめて叫び、それにソラーヤも頷く。その言葉に扇動されて、大広間中が彼女を責め、嘲るような雰囲気になった。が、

「──面白い。娘、お前はタルスクの言葉がわかるのか。それにイリリアにはまだ、この大国タルスクと取引できるものがあると申すのか」

　アシュラフの言葉が、一瞬にしてまた、空気を変えた。フランチェスカは目を見張った。彼は、やや冷笑的ではあるが、言葉通り面白がっている様子で、やはり姿勢は変えぬまま、フランチェスカをじっと見ている。

「は、はい。陛下……」

　二つの問いかけに、同時に答える形で、フランチェスカは頷いた。

「それはなんだ。申してみよ」

　さらに促され、ごくり、と唾を飲んだ。再び大広間中が沈黙に支配され、視線が自分に集中しているのがわかる。

　──まさか、こんなことになるなんて……──

　思いもよらない展開にまだ呆然としていた。けれど、イリリアをこれ以上、悲惨な状態にしておくことは出来ない。そして何より、人質に取られているフランチェスカの祖母や乳母たちは、彼女が人身御供としての役目を果たせなければ、殺されてしまうかもしれないのだ。

　何としても皆を助けたくて、フランチェスカは必死に心を落ち着けた。

　一度、この国の絶対的な王であるアシュラフの機嫌を損ねてしまった今、この後で自分が一体どんな罪に問われるのかわからない。けれどそれなら尚更、いっそ言うべきことを言ってしまおうと思った。少なくとも、自分に対し、最初から強い悪意を抱いているジャコモに比べれば、アシュラフの方がまだましに思える。

　フランチェスカは姿勢を正し、まっすぐに彼を見つめ返すと、丁寧に一礼し、思い切って言葉を続けた。声が震えないように、と、必死に自分に言い聞かせる。

「はい、陛下。イリリアには金細工や絹織物、それにその織物に、金糸で美しい刺繍をすることが出来る優れた職人たちがおります。出来れば彼らが作ったそれらの品々を、陛下の御国、タルスクと取引したく存じます」

「この小娘、何を言って……！」

　とたん、ジャコモが叫んだ。彼は先程から、恐ろしい目でフランチェスカを睨み付けていたのだ。彼女はそれどころではなくて全く気付かなかったが。だがアシュラフはあっさり彼を遮った。

「黙れ。──娘、お前は続けろ」

　こちらを見て言われ、フランチェスカは目を見張った。まさか、アシュラフが自分の言葉をこんなに聞いてくれるとは思わなかったのだ。思いがけない嬉しさとともに、さらに緊張しながら、彼女は続けた。

「は、はい。……私の父は、亡くなる直前までイリリアの国政に携わっておりました。その際、私に、もう西欧諸国とタルスクを結ぶ中継ぎの貿易だけではやっていけない、他の国が直にタルスクとやり取りできる国力を付けてきたからだ、と申しておりました。だから、イリリア独自の、タルスクの方たちが喜んで求めてくれる、輸出品を考えなくてはならないと……」

　フランチェスカは息を整えた。父が言っていたことと、それについて、自分なりに考えていたことを懸命に思い出し、急いで頭の中で整理する。

「父は、今申し上げた、イリリアで生産される金細工や絹織物がそれらの品になると考えていました。──そして私も今、このタルスクに参って、父の考えていることは正しいとわかりました」

「何故、そう思った」

　再び、アシュラフが尋ねてくる。

「陛下や、臣下の方たちのお召し物を拝見したからです。それらはどれも、美しい色とりどりの……特に金糸で、刺繍を施しておられるご様子です。また、この王宮の壁や調度にも、沢山の金細工がはめ込まれています。だから、タルスクの身分高い方たちは、皆、そのようなものを好まれるのではないか、とお見受けいたしました」

「ほう……」

　緊張に頬を染め、必死な眼差しで、それでも真っ直ぐアシュラフを見つめ返して言うフランチェスカに、彼は目を見張った。それから微かに、口元に笑みを浮かべてさらに尋ねてきた。

「では、何故イリリアでは、今までそれらを貿易の主要な品として、取り扱わなかったのだ？　確かにイリリアからそれらの品物が届いたことがあり、それらは見事なものだったと記憶している。だが、そもそも品数が少なかったし、最近はそれも殆ど見なくなったようだが」

　フランチェスカは驚いた。新国王として即位したばかりのアシュラフが、そこまでイリリアとの貿易を把握しているとは。

「お前の父は貴族だと言っていたな。それなら少なくとも、大逆罪を犯す前なら国王に進言も出来たはずではないのか」

「それは……」

　フランチェスカはためらった。正直に告げればジャコモを不快にさせ、祖母たちの命を脅かすことになるかもしれないと思ったからだ。だがアシュラフに聞かれている以上、答えなければならなかった。

「私の父は、侯爵であった頃、何度も前国王陛下に、イリリア独自の輸出品を増やすよう、進言しておりました。ですがそれは、聞き入れられなかったのです。国力が衰え、貿易による収入の減ったイリリアでは、国民に重税を課す政策をとるようになり、比較的裕福だった人々──金細工や絹織物、刺繍を生産できる職人たちが特にその対象となりました。その為、職人たちは圧迫され、仕事を放棄する者が大変大勢いたのです」

「貴様、我が国王を貶めるつもりか、……！」

　ジャコモがたまりかねたようにまた言いかけたが、衛兵に押さえられて黙り込んでしまった。アシュラフはもう、そちらを見ようともせず、フランチェスカに続けるよう手振りで促した。笑みは消え、真っ直ぐに彼女を見ている。彼女は急いで頷き、続けた。もはや緊張もためらいも忘れていた。なんとしてもこのことは伝えなければ、と思った。エメラルドグリーンの瞳で、彼を凝視し、続ける。

「父は、そうした職人たちを保護し、自身の領地に住まわせました。私は、彼らとしばしば顔を合わせ、その仕事ぶりを拝見して感心していました。それに、イリリアではそもそも、刺繍や機織りは女性たちの嗜みや仕事として大切にされて参りましたので、私や祖母、それに亡くなった母も刺繍をすることが出来ます。そうして父が守ろうとしてきたものをまた、作り上げて、タルスクに輸出したいのです。決して、今、このタルスクで拝見したお召し物や調度に劣るものではありません。だから、どうか……」

「──娘。お前の名はなんという？」

　と、不意に、アシュラフが手を大きく振って遮り、そう言った。肘をついた姿勢を解き、真っ直ぐに座り直す。中断させられて、フランチェスカはぎょっとした。大広間中に、再び緊張がみなぎった。

　──いけない、私、必死になりすぎて、随分失礼な態度を取ったのでは……──

　血の気が引いた。だがアシュラフは再度、唇に微かに笑みを浮かべると、尋ねた。

「名はなんというか、聞いているのだ」

「は、はい。フランチェスカ・ドマーニャと申します……」

　急に不安がこみ上げ、今になって全身が震えてきた。そういえば、アシュラフに名乗ってすらいなかった、ということに今になって気付いた。大広間では密かに皆が囁きかわし始めている。

「よし、来い、フランチェスカ」

　とたん、彼がそう言って玉座から身を起こしたので、フランチェスカはぎょっとした。そこにいた皆もどよめいた。

「えっ……？」

「気に入った。お前に、今夜の伽とぎを申しつける。謁見はこれにて終了する。どのみち、お前たちが最後の予定だったのだ。さあ、来い」

　にやり、と彼が笑った。伽、という言葉にフランチェスカは愕然とした。夜をともにするということだ。アシュラフが言い終えたとたん、衛兵たちが進み出て、有無を言わせず彼女を囲み、奥の扉へと促していく。

「へ、陛下！　この女がお気に召さなかったと仰っておいででしたのに……！」

　呆然としたままの彼女をよそに、ソラーヤと呼ばれた先ほどの女が叫んだ。ベールから覗く顔の一部だけでも、彼女が青ざめているのがわかる。だがアシュラフは、やはりそちらを見もせず言った。

「この女は別にそうではない。気に入らなかったのは、そのイリリアの公爵とやらのやり口だ」

「……！　あの、陛下、どうか……」

　イリリア、という言葉が、フランチェスカを正気に戻らせた。自分では、どうすることも出来ないことは既にわかっていた。だから、これだけは言質を取っておきたくて、奥へと導かれながら必死に声を振り絞る。

「どうか、イリリアの国民と、私の家族をお救い下さい……！」

　家族のことは図らずも唇からこぼれてしまった。けれど彼女にとっては、どちらもかけがえのない大切なものだったのだ。

「……」

　するとアシュラフは眉を吊り上げ、それから絨毯の上で情けなくへたり込んでいるジャコモをちらりと見てから、再びフランチェスカに視線を戻し、軽く肩を竦めた。

「それは、お前の態度次第だ、フランチェスカ。──イリリアの公爵！　お前は、これから先、私が新たに命令を下すまで、一切の行動や命令を禁じる。部屋で控えよ。ゼイド、その公爵を監視させておけ。いいな」

　先ほど、フランチェスカにマントを羽織らせた若い男に向かってアシュラフはそう命じた。彼は、どうやらこれまでの様子を見て、ジャコモがフランチェスカに無理を強いている、というのを察したようだ。

　声を掛けられた若い男──ゼイドはすぐに恭しく頷き、手早くまだ沢山控えていた衛兵に指示を出した。衛兵たちは直ちに動いて、ジャコモを正面の入り口から連れ出して行く。

「へ、陛下、悪いのはその淫売女です！　私は、私は断じて、陛下に失礼な真似は……」

　大広間から連れ出されながらも、ジャコモはまだそんなことを叫んでいたが、アシュラフは全く興味を示さず、他の臣下たちが深々と一礼するのに軽く手を振って奥の扉へと退出して行った。フランチェスカは衛兵たちに囲まれながら、そのすぐ後に続くしかなかった。

　その時、垂れた頭のカフィーヤの影で、ソラーヤが恐ろしい目でこちらを睨んでいることに、フランチェスカは気付いた。だがもちろん、どうすることも出来なかった。





第２章




「え……」

　謁見の間から、奥の扉を抜け、衛兵たちに囲まれてどれ程歩いたか、フランチェスカには記憶が無かった。あまりの緊張で、覚えていないのだ。

　気がつくと、ゆったりと広い、そして美しい部屋の中に居た。内部に複数置かれた、優雅で大きなランプが中をほんのりと明るく照らし出している。

　白と黒の大理石を交互にはめ込んだ床に、謁見の間よりもさらに上質な、手の込んだ織りの絨毯が敷かれている。壁にも一層手の込んだ金細工がはめ込まれ、窓にはやはり優雅な織りの、分厚いカーテンが掛かっていた。細かな彫刻を施し、磨き上げられた木に絹張りの椅子や、天板に大理石をはめ込んだ贅沢な調度。

　そして、意外なことにあちこちに、陶器の花瓶に生けられた、みずみずしい見事な薔薇の花が置いてあった。さらに何か、フランチェスカにはわからない香がたかれている為か、部屋の中はそれらが混じり合い、なんとも言えぬ良い香りが漂っている。花が好きなフランチェスカは、その香りに一瞬、引き込まれそうになった。

　けれど、背後で扉が閉まった音で、フランチェスカははっと我に返った。とたんに、それらの調度の一番奥に置かれているものが目に飛び込んできた。カーテンと揃いの天蓋のついた、ゆったりと広い寝台である。ここはアシュラフの寝室だった。そしてこの寝室の中には、控えの間も含めて、アシュラフと彼女以外は誰もいない。

「──あ、ッ……！」

　その時、アシュラフが、すいと自分の前に立った。そして彼は無造作に手を伸ばし、手ずからフランチェスカのマントを無言ではぎ取る。悲鳴を上げる間もなく、彼女は再び、全裸のその姿を彼の前にさらけ出すことになった。

「……！」

　フランチェスカは真っ赤になり、思わず両手で胸を覆った。

「隠すな」

　だが、短くアシュラフに命じられ、びくりとして仕方なく下ろす。かわりにただ目を伏せるしかなかった。

　すぐ傍に置かれた、大きなランプの明かりが、その全身を照らし出している。周囲がほの暗いため、フランチェスカの肌と髪は、それ自体がほんのりと白と金で輝いているかのようだった。

　けれど彼女は、それには気付いていなかった。アシュラフの視線が、身体にくまなく這うのがわかる。

「あ……」

　その視線は何故か強く、生々しく執拗で、肌ではっきりと感じられる程だった。しかも、その視線で見られていると、自分の身体の奥底から、何かざわつくような、ジンと切ない感覚が、背骨の付け根の辺りからこみ上げてくるのが感じられた。

　それは、謁見の間では感じたことのない感覚だった。というか、そんな感覚は、生まれてこのかた、感じたことがないものだった。

　──どうして、こんな……？　そういえば、彼に間近で見られたとたんに、こんな風に感じたような……──

　そう気付いて、フランチェスカは、謁見の間でさらし者になった時よりも、さらに恥ずかしく感じ、身を震わせた。その為に金髪が肩から前に流れ落ち、付けたままのイヤリングとネックレスがまた、シャラシャラと音を立てる。

「ッ……！」

　その時、アシュラフの日焼けした手が再び伸びてきた。そして目を見張るフランチェスカをよそに、さっとイヤリングとネックレスを外し、床に落としてしまった。手早いが、乱暴な仕草ではなかった。フランチェスカは呆然とし、顔を背けることも忘れてアシュラフを見つめた。

「やはり、か」

　そうしてまた、彼女に視線を当てながら、彼は満足そうに頷いた。

「何も付けていない時が、お前は一番美しい」

「えっ……？」

　意外な言葉に、目を見張るフランチェスカに、アシュラフは肩を竦めた。

「どうやらお前は、自分が他人にどう見えるか、全く考えたことも無さそうだな。まあいい」

　そう言うと、彼はすぐ傍の華奢な小卓に手を伸ばした。そこには陶製の壺と揃いのゴブレットが置いてあった。壺の中身をゴブレットに注ぐと、アシュラフはそれを口に含む。

　そして、まだ目を見張ったままのフランチェスカに大股で再度近づき、顎に手をかけ、軽く仰向かせると、いきなりそのまま唇を重ねた。同時にその唇を彼の舌が割り、強い香りのする酒が流れ込んできた。

「んァッ、ン……」

　仰向かされた姿勢のままにされていたので、酒はあっさりとフランチェスカの体内へと滑り落ちていった。こくりと白い喉が動く。ワインは既に飲んだ経験があったが、こんな強い酒は知らなかった。何か香りの他に、微かな渋みがある。

　だがそれに驚いている間もなく、次の瞬間、アシュラフの舌が侵入してきて、彼女の舌を根元から絡め取ってきた。同時に彼の腕に、全裸の身体を抱きすくめられる。金色の髪が揺れた。

　──それまで、そんな口づけをされたことは、もちろんなかった。フランチェスカは思わず塞がれたままで声をもらし、抵抗しかけたが、彼が有無を言わせず舌を強く吸い上げたとたん、彼の腕の中で大きく身体を波打たせた。

「ん、ッ、う……！」

　先ほどの切ない感覚が、背骨の付け根から、ずっと強く、熱さを伴ってこみ上げてきたのだ。それはぞくぞくぞくっと背筋を這い上り、同時に全身をカッと熱くさせた。特に胸の突起が震えながら固くなり、さらに下腹の、足の付け根の間の膨らみに隠されている蜜壺が疼き、火照るのが感じられた。そこに繋がる秘められた花芯と花びらも。

　その時、フランチェスカは、自分が何を感じているのかはっきりと自覚した。自分は性的な快感を感じていたのだ。

　──そんな……！　私が、そんな淫らなことを……──

　父親に育てられたフランチェスカは、むしろそうしたことにはとても疎かった。だから、そんな自分が信じられず、慌てて彼の腕から逃れようともがいたが、一層強く引き寄せられただけだった。無防備な胸の突起が、彼の着ている民族衣装の金の刺繍に触れ、擦られて、なんとも言えない心地よい刺激が伝わってくる。

「……ッ！　うふ、ンッ……」

　口づけされたままのため、快感の声は鼻から抜けるようにして漏れてしまう。フランチェスカは胸を刺激されて与えられる感覚があまりに心地よくて、ほっそりとした背をしならせ、無意識のうちに彼に身をすり寄せていた。そこからまた一層、快感が生まれてくる。

　そして、アシュラフは口づけしたまま、微かに口元に笑みを浮かべると、今度は自身の膝で、フランチェスカの細い膝を割った。その間に自身の、着衣のままの足を滑り込ませ、自分の両足と腰とで、フランチェスカの下半身を挟みつけ、拘束する姿勢にしてしまった。

「んうンッ……！　う、ンッ……」

　その為に、布越しだがアシュラフの足や股間のあたりに、フランチェスカのむき出しにされた花びらが触れられ、擦られることになる。フランチェスカは、びくんと身を震わせた。

　その刺激を受けて、蜜壺がさらに火照り、蜜が波打つように溢れ出した。花芯と、それを包む花びらをしっとりと濡らしていく。

　それまでの行為で、フランチェスカの秘められた場所は既に感じ、ひくひくと震えていたが、一層強く反応してしまった。加えて触れている部分から、布を通しても、はっきりと彼の男の証の感触が伝わってくる。

　──そんな……！──

　初めて直に肌に感じたそれは、熱く、そして固く精悍に怒張していて、フランチェスカは息を呑んだ。それを受け入れろというのだろうか。けれど恐さとともに、その脈打ちによって、何故か自分の心臓も熱くどきどきとさせられていた。全裸の状態で、舌を吸われて貪られ、胸も、花芯も、感じやすい部分を全て心地よく刺激されている。フランチェスカは、自分が甘美な罠に堕ちたような気がしていた。

　その時、不意に、フランチェスカを抱き寄せていたアシュラフの手が下に伸び、素早く彼女のまろやかな双丘を押し広げた。そして指を滑り込ませ、濡れたその花びらに軽く触れた。

「ッ……！　い、いやッ……」

　その刺激が新たに伝わってきたとたん、羞恥のあまりカッと頬に血が上り、フランチェスカは思わずもがいて、自分から舌を引き抜き、彼から身を離そうとした。

　すると、アシュラフは、驚いたように目を見張ったが、フランチェスカがそうするのは許さず、片腕を掴んだままこちらを見つめた。フランチェスカもまた、やはり彼から目が離せなかった。口づけがあまりに長かった為、二人の唇の間を、一瞬、唾液が細い銀の糸になって繋ぐ。

「……随分と、感じているようだな」

　その糸をすすり上げながら、アシュラフは満足そうに微笑した。フランチェスカは、急に新たに空気が喉に流れ込んできた為に激しく喘ぎながら、力なくかぶりを振った。

「そんな、私……」

「酒にわずかだが、催淫剤を入れておいたが、ここまで効き目があるとはな」

「えっ、そんな薬を……」

　催淫剤、という言葉に愕然とする。アシュラフは笑いながらさらに続けた。

「乙女だと聞いて用意させたが、必要無かったようだ。お前は随分と感じやすい」

　そして、彼女がそれ以上驚く間もなく、アシュラフはさっと彼女を抱え上げると、横抱きにして手早く部屋の奥へと進んでいった。まるで人形でも扱うような軽々とした仕草だった。

「あっ……！」

　そのまま、意外にもそっとベッドの上に下ろされ、フランチェスカは目を見張った。部屋に漂う香りが、一層濃密になったように感じた。純白の絹のシーツの上で、彼女の淡く色づいた白い肌と、とき流された金髪が波打つ。エメラルドグリーンの瞳を潤ませ、フランチェスカは震えた。アシュラフの見おろす視線を受けると、さらに恐ろしかった。なのに、どうしても彼から目をそらせない。

「ほう、横たわると、さらに……」

　アシュラフは呟くと、ふと視線を外し、傍らの小卓の引き出しを開けた。そこから細く長い帯を一本、取り出した。緑の絹で作られ、金糸で刺繍がびっしりと施された優雅なものだ。

　そして彼は、目を見張ったままのフランチェスカの腕を取ると、いきなりその帯で、彼女を仰向けに横たわらせたまま、細い両手首をくくりあげてしまった。

「え、い、いやッ……！」

　フランチェスカはぎょっとして、慌てて抵抗したが、アシュラフは難なく彼女の手首をその頭の上で拘束し、帯の反対側の端を、繊細な透かし模様が彫刻されたベッドボードに器用に結びつけた。

「あ、あッ……」

　恐怖と羞恥に、フランチェスカは悲鳴を上げた。仰向けで、両手首を頭の上で拘束され、動けない状態にされている為、全ての部分がアシュラフの前に露わにさらけ出され、それを隠すことも出来なくなってしまった。

　先ほど、彼の前に引き出された時は、全裸とはいえ、少なくとも自分の足で立っていたし、兵士に遮られはしたものの、その身体を手で隠すことも出来た。だが今は、さらにそれらの自由も奪われてしまった。

「ど、どうして、こんなことを……」

「この期に及んで、お前が抵抗したからだ。俺に召し出されて、そんなことをする女は初めてだった。新鮮ではあるが」

　肩を竦めて言われ、フランチェスカは目を見張った。イリリアの運命と家族とを人質にされた自分は、抵抗するつもりは毛頭無かった。けれどあまりに初めての、しかも性的な行為が続いて、恐怖と羞恥のあまりに、思わずアシュラフの手から逃れようとしてしまったのだ。

　──それが、彼に逆らったと見なされたの……？──

　そう、父が言っていたではないか。異教のタルスクの国王は西欧の国々よりも、遙かに絶対的な権力を持っている、と。さらに、女たちは男の所有物とされ、人前に姿を現すことも基本的に禁じられていると。

　今更ながらに、なんと恐ろしい男のところに連れてこられたのだろうと思った。そんな男に対して自分は、衆人環視の中で生意気な口を利き、さらに寝室では抵抗までしたのだ。もしかしてそれは、この国では、死罪に値することではないのか。行為が済んだら、自分は……。

　頭の上で、拘束された両手首がギシリと軋んだ。不安にまた震え出したフランチェスカをよそに、アシュラフは彼女に視線を当てたまま、自分の上衣に手をかけ、その下のローブもろとも、無造作に脱ぎ捨てた。さらに穿はいていたボトムを蹴るようにして脱いでしまう。

「……！」

　その精悍な身体がむき出しになった時、フランチェスカは一瞬、何もかも忘れて彼に見とれてしまった。黒豹を思わせる、やや細身だが、日に焼けて精悍な身体。腕や胸は厚みのある筋肉に覆われ、そぎ落としたような腹部には腹筋が割れている。その胸や腕、足など、身体のあちこちに傷痕があった。戦場に立ったことがあるのだろうか。そして……。

　──恐い。それなのに、どうして、私……──

　フランチェスカは、吸い寄せられるように彼を見つめていた。どうしても彼から目が離せなかった。

「あ、ッ……」

　その傷を見ているうちに、自然と彼の下半身に目がいき、フランチェスカは思わず頬を染めた。男の証がむき出しになってそこにあったのだ。すぐに目をそらしたが、その精悍さと、怒張している様子がはっきりとわかった。

「──ンっ……！」

　その時、アシュラフが再び、身をかがめて顔を近づけてきた。顎に触れられ、また視線を合わせられる。びくりと震える彼女に構わず、彼はその唇に口づけすると、先ほどよりもゆっくりと舌を差し入れてきた。

「ふ、ンッ……」

　震える舌は難なく絡め取られ、有無を言わせぬ強さで吸い上げられた。彼のざらざらとした舌で自身の舌や、顎の裏の粘膜を強く擦られて、また新たにぞくぞくと、心地よい感触が身体の奥底からこみ上げてくるのがわかる。そして、花芯から再び蜜があふれ出て、花びらを濡らすのも。

「……！」

　快感に押し流されそうになったとたん、胸にさらに強い快感を感じた。アシュラフの手がそのふっくらとした胸を捕らえ、揉みほぐすように愛撫し始めたのだ。

　再び与えられた強い快感に、フランチェスカは思わず激しく身を反らせ、よじらせた。またも抵抗するその動きに、アシュラフは自分から唇を放し、微かに苛立ったような表情を浮かべると、再びフランチェスカの胸を捕らえ、ゆっくりと、だが今度は大きく揉みしだき始めた。

「……！　い、いやッ、やめ、あァッ……！」

　あまりに生々しい行為に、フランチェスカはつい、拒絶の言葉を漏らしていた。エメラルドグリーンの瞳を見張って彼を見つめる。

「黙れ」

　だが、アシュラフはこの上なくきっぱりとフランチェスカの言葉を拒絶し、さらに愛撫の手を進めていった。

　──そうして今、フランチェスカは、まさにアシュラフを受け入れる状態にさせられていたのだ。

「あ、あッ……」

　絹のシーツの上で、アシュラフの手で大きく開かされた両足。その足の間の柔らかな三角の膨らみや、滑らかな白い内股に、彼の雄根が擦れ、触れてくる。

　その雄根は、彼の今までの冷笑的な態度とは裏腹に、恐ろしく固く、精悍に、そして熱く脈打って怒張していた。

　その男の証で貫かれるのだ、と思うと恐怖がこみ上げた。だが何故か、それと同じほどに胸が激しく脈打ち、花芯はさらにひくりと震え、濡れて、シーツに蜜をこぼすほどになっていた。その感触がはっきりと伝わってくる。

「そん、な、ッ……！」

　自分の身体の反応が信じられずにかぶりを振りかけて、息を呑んだ。アシュラフが再び、フランチェスカの花びらに触れたのだ。先ほどよりも遙かに確かな仕草で、指先でかき分け、露わにされた花芯に触れる。

　そのまま、アシュラフの指がフランチェスカの花芯を撫でてきた。それだけで、ぐっしょりと蜜で濡れた花芯からは、くちゅくちゅと淫らな音が響く。

「……!?　あ、ぁッ……」

　もっとも感じやすい部分に直に触れられて、たちまち新たにジンジンと快感がこみ上げてきた。だがそれよりもフランチェスカは、彼の手の思いがけない優しさに驚いていた。濡れそぼった花芯をごくゆっくりと撫で上げ、指先で軽くつつき、くりくりと円を描くようにして愛撫してくる。思わず身をよじる。両手首を拘束し、ベッドボードに結びつけられた帯がピンと張り詰めた。

　──そういえば、口づけされたり、胸を愛撫されたりした時も、彼は乱暴なことはしなかった……──

　拘束こそされたが彼の行為は濃厚なもので、フランチェスカは随分と感じさせられてしまっていた。それに、強引にされた覚えは一度もない。だから、こんなに感じてしまうのだろうか。

「ンッ……！」

　フランチェスカはびくりとした。数回そうして翻弄されただけで、花芯はほろほろとほどけ、アシュラフの指に、自ら求めるように吸い付いたのだ。

　あまりにあからさまな反応に、思わず頬が染まった。抵抗もしたのに。アシュラフはきっと、そんな自分をあざ笑うに違いないと思った。

「え……」

　だが、そんなことはなかった。アシュラフはフランチェスカの反応に、口元をほころばせたが、それは心底嬉しそうな笑みだった。そして、さらにゆっくりと優しく、フランチェスカの蜜壺に繋がる茎の中へと、指を一本差し入れてきたのだ。

「え、あァッ、ンッ……」

　そんなところを触れられたのは、勿論初めてだった。思わず声が上がる。だが内部の濡れた肉襞を擦られて、フランチェスカは思わず身を竦ませ、目を閉じた。

　──え、どうして……？　何か、すごく、気持ち、いい……──

　そんなところを弄られて心地よさを感じるのが不思議だった。目を閉じたまま、小さくかぶりを振る。アシュラフは指を挿入したまま、顔を上げ、フランチェスカの胸の突起に軽く口づけした。既にピンと張り詰めていたそこに触れられ、フランチェスカはすぐに快感を感じて顎を反らせた。とたんに新たに蜜が溢れ、アシュラフの指をさらに深く呑み込んでいく。

「あ、ンンッ……。う、ふン……」

　茎の内部の肉襞を探られ、擦られるというのが、こんなに淫らに感じるものだとは思わなかった。自然と切ない声が漏れ、身体の奥底からは、新たな、突き動かすような快感がこみ上げてくる。アシュラフはさらに口元をほころばせ、指をゆっくりと、更に奥まで進めていった。その間、ずっと内部の肉襞を擦り、指先で先端を探っていく。

　自分でも気付かないうちに、フランチェスカは、自身の肉襞でアシュラフの指を包み込むようにして受け入れていた。蜜はとめどなくとろとろと溢れて、アシュラフの指をぐっしょりと濡らし、その進みをさらに滑らかにさせる。アシュラフは指の根元までフランチェスカの内部に収めていく。そしてその指先が、奥深くの、ある部分に触れた。

「きゃ、ッ……！」

　フランチェスカが小さく悲鳴を上げた。最も感じやすい最奥の部分、茎が蜜壺に繋がる一点に触れられたのだ。とたんに全身が弾かれたかのように反応した。密かに、だが限界なほど熱く、ひくひくと震えていた部分に、直に触れられたかのような感覚だった。

「あ、な、何を……」

　自身の内部に、そのような部分があることも知らず、フランチェスカは目を開け、アシュラフを見つめ、そんな声を上げていた。と、アシュラフはそんな彼女に視線を向けたまま、無造作に、その指を引き抜いた。

「あうッ……！」

　いきなり肉襞を逆向きに擦りあげられ、思いがけない刺激にフランチェスカは悲鳴を上げた。

　そして、アシュラフが指を引き抜いた瞬間、花芯からまた新たに蜜が溢れるようにこぼれ、足の方まで濡れてしまうのに気付き、真っ赤になる。荒い息のまま横を向いて、枕に顔を埋めるようにした。本当は顔を覆いたかったが、拘束された腕ではそれは叶わない。

「十分、ほぐれたな。それに、随分と濡れている……」

　アシュラフは自分の長い指を見て、満足そうに呟くと、その指を軽くシーツで拭った。それから再び、まだ喘いでいるフランチェスカにのしかかってきた。今度はお互いの顔が正対する位置だった。間近で見つめられ、フランチェスカの心臓がまた、激しく脈打った。

「そのまま、力を抜いていろ」

　言われた意味を理解するより早く、無防備に投げ出していた足をまた開かされ、花びらをかき分けられ、花芯にアシュラフの雄根があてがわれる。思ったよりずっと性急な仕草だった。

「……！　ッ……！」

　フランチェスカは思わず身をのけぞらせた。今度の悲鳴は声にもならなかった。既にこの上なく固く、熱く怒張した雄根が、ゆっくりと、だが有無を言わせぬ強さで、フランチェスカの花芯に押し入ってきたのだ。

　指を入れられた時とは、その大きさや力強さ、それに熱さが、比べものにならなかった。恐ろしく力に満ちた熱いものが、フランチェスカの体内に打ち込まれてくる。

　──まさ、か。男の人の、証が、こんな、もの、だったなん、て……！──

　だが同時に、その衝撃とともに、やはり今までとは比べものにならない程の強い心地よさがこみ上げてきた。内部の肉襞がこの上なく熱く強く擦りあげられ、そこから目も眩むような快感が生まれてくる。思わず目を固く閉じた。肉襞が擦られることで熱をおび、ふっくらと膨らんで、震えながらも激しくアシュラフの雄根にすがりついた。

「あ、あァッ……！　そ、んな、ッ……」

　与えられる快感の強さに、フランチェスカは震え、自分でも気付かずに身体を波打たせ、彼を求めるような腰の動きをしていた。そのせいで両手首が軋み、そこを拘束していた帯が、またピンと張り詰める。

「く、ッ……」

　その時、アシュラフが小さく呻いた。フランチェスカがはっと目を開けると、睫毛が触れあうほど間近に、彼の漆黒の瞳があった。

　わずかに顔をしかめながらも、アシュラフはじっとこちらを凝視している。その黒い瞳の中に、ごく小さく、自分の姿が映り込んでいる。おそらく淫らに感じてしまっている自分の姿が。まるで、彼の瞳の中に閉じ込められてしまったかのように。それはまさに、今の自分だった。

　──今、私の全ては、彼のものだわ……──

　けれど、そう思った時、何故かフランチェスカは自分の胸に、熱い何かがこみ上げてくるのを感じた。快感とはまた少し違う、痺れるような、陶酔するような思いだった。

「……！」

　と、ふいにアシュラフが、何かに耐えかねたかのように顔をしかめた。フランチェスカは、はっとなった。もしかして彼の機嫌を損ねてしまったのだろうか。

「アシュラ、フ、……！」

　だが次の瞬間、口づけされ、フランチェスカは目を見張った。すぐに彼の舌が侵入してくる。それもまた、熱かった。彼に舌を吸われ、さらに強く抱き寄せられ、新たな快感がこみ上げてくる。その為にフランチェスカの腰はまたも彼を求めるように動き、それらの行為で二人の身体はさらに強く触れ合った。

「んぅッ……！　う、うッ……」

　最奥の、もっとも感じやすい、蜜壺に繋がる部分を、雄根が穿った。前に指で触れられた時よりもずっと強い快感がこみ上げてくる。

「んァッ……。あ、っ……？」

　その時、アシュラフが唇を放した。唾液にぐっしょりと濡れた唇を喘がせながら、フランチェスカは驚いて彼を見つめた。

　アシュラフは微かな笑みを浮かべて彼女を見ると、フランチェスカのほっそりとした身体に覆い被さって抱き寄せ、さらに強く、フランチェスカの最奥を、もう一度穿った。

「あ、あァッ……！」

　どくん、と波打つような心地よさがこみ上げてくる。アシュラフの雄根が、フランチェスカの蜜壺に触れてしまいそうな部分にまで達し、彼女の中を隅々まで満たし、支配した。

　フランチェスカは思わず身体を限界までしならせ、目を固く閉じた。背骨と、拘束された手首が軋むのを感じた。

　彼に抱きしめられ、フランチェスカは全身で、彼を感じていた。だが何か、酷くもどかしかった。自分の手で、彼に触れていないからだ。フランチェスカの腕は、拘束されたままだった。

「あ、ッ……。も、っと……」

　フランチェスカの唇から、ごく自然にそんな言葉が漏れた。蜜が、さらに溢れる。もどかしさが一層、フランチェスカの身体を煽っていた。

　そして次の瞬間、自分の言葉の意味に気付き、彼女ははっと目を開けた。アシュラフが目を見張り、こちらを見ていた。

「淫ら、だな」

「ちが……」

　わずかに荒い息で、笑みまじりに低くそう言われ、フランチェスカは真っ赤になってかぶりを振った。だが、アシュラフの言葉通りでもあった。挿入された花芯と茎は、もう波打つように激しく震え、アシュラフの雄根を呑み込んでいる。

「それなら、望み通りに、してやろう。……ッ！」

「あうッ……！」

　その言葉が終わらないうちに、アシュラフは三度、フランチェスカの身体を激しく穿った。内部がもう耐えきれなかった。悲鳴を上げ、また身を反らせるのをアシュラフは許さず、そのまま彼女を強く抱きしめ、さらに腰を動かした。ピンと張り詰めた胸の突起が、彼の胸に強く押しつけられ、擦られて、そこからも心地よさが伝わってくる。

　──あ、あッ……。すごく、いい……──
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　蜜壺への入り口を、さらに押し広げられるような感触とともに、フランチェスカは、目の前が真っ白に灼けるような錯覚に囚われた。もう何も考えられなくなり、フランチェスカはそのまま、空に放たれるような感覚とともに意識を失った。同時に、体内に彼の、熱い迸りが叩きつけられる。二人が達したのは同時だった。





　　　　◇◇◇






「──あッ……？」

　それから、どれくらいの時が経ったのか、フランチェスカは覚えていなかった。

　はっと目を覚ました時は、既に寝室のカーテンが開けられて、アーチ型の大きな窓から、部屋の中にさんさんと日差しが差し込んできていた。その光で、自分は目を覚ましたらしい。

　純白の、絹のシーツの感触に、フランチェスカは一瞬、自分がどこにいるのかわからなかった。全裸のままで、シーツをかけられ、ベッドに横たわっていたのだ。既に腕の拘束は解かれていた。

　だが身じろいだとたん、全身の気だるさと、そして、体内からひどく淫らな感触とともに、体液がたっぷりと溢れ出すのに気付いた。

「……！」

　とたんに、昨夜の、淫らさの限りを尽くしたような行為が、脳裏に一気によみがえってきた。

　アシュラフは、自分を一度抱いただけでは満足しなかった。挿入したままで、フランチェスカはさらにもう数回いかされ、さらに彼が一度その身を引き抜いたあとでもう一度挿れられて、またいかされた。フランチェスカは何度も気を失いかけたが、それ以上に強い快感を与えられ、また現実に引き戻された。

　そうして、執拗な、ひたすらに甘く濃密な行為を何度も繰り返され、フランチェスカは、最後に息も絶え絶えになってアシュラフの腕の中で意識を失った……のだろう。

「あ、そんな……」

　行為そのものよりも、アシュラフに翻弄されて、どれ程淫らな姿を彼に晒したのかと思うと、消え入りたいような羞恥がこみ上げてきた。

　その想いと、全身の気だるさに耐えておそるおそる半身を起こし、そっとシーツをめくってみてぎょっとする。フランチェスカの肌には、あちこちに花びらのように赤や紫のキスマークが刻み込まれていた。そして、既にほどかれていたが、腕にははっきりと、拘束された痕跡が生々しく残っている。さらに、白い内股は……。

　思わずかぶりを振ってそこから目をそらした時、扉が開く音が響いた。はっと振り向くと、アシュラフがそこに立っていた。既に黒のローブと上衣を身につけ、今はカフィーヤも被っている。

　彼はフランチェスカの姿に気付くと、微かにまた笑みを浮かべてこちらに歩み寄ってきた。その姿は最初に謁見の間で会った時と同じく、冷徹で有能な、異国の若き国王そのものだった。

「気がついたか」

「……陛下」

　フランチェスカは必死に、なるべく半身を真っ直ぐ起こして彼を見つめ返した。立ち上がることが、どうしても出来なかった。

「気に入った。お前を当分は、俺の元にとどめる」

　フランチェスカの想いも知らぬ様子で、アシュラフは、フランチェスカの傍らに立つとそう言った。

「私がいいと言うまで、お前はこの寝室で過ごせ。お前には聞きたいこともあるが、まず、当分は楽しませてもらう。お前はその身体全てで、俺に仕えろ。逆らえば命は無い」

　無造作に投げかけられる言葉に、フランチェスカは震えた。それは、アシュラフの性奴隷になれ、という命令だった。だが、自分には断る術など全く無いのだ。それに、処刑されるかもしれないと危惧していたことを思うと、ずっとましな命令だった。

「わかり、ました。でも……」

　フランチェスカは、必死に震えているのを悟られまいと、声を振り絞った。

「どうか、最初に申し上げたように、イリリアの国民と、そして私の家族を助けて下さい。その為なら、私は何でもいたします……！」

　エメラルドグリーンの瞳を潤ませ、真っ直ぐ彼を見つめて懸命に言う。それだけは、どうしても譲れなかった。

「……」

　アシュラフは、そんなフランチェスカに対し、わずかに目を見張って見つめ返した。それからふっと唇を歪め、また笑った。

「いいだろう。……だが」

　言いながら、アシュラフはフランチェスカの腕をとり、もう片方の指先で顎をあげさせた。フランチェスカはびくっとした。

「それでは、誓約代わりに、もう一度お前を抱くとしよう。自覚していないようだが、お前は極上の性奴隷だ。条件を出すなら、その分たっぷりと楽しませてもらうぞ」

　微かに声を立てて笑いながら、アシュラフはまだ、熱を保ったままのフランチェスカの唇に口づけてきた。その唇を割られ、舌が侵入してきて、再び濃密な口づけを強いられる。

「ン、うッ……」

　なすすべもなくそれを受け入れながら、フランチェスカは、自分の身体がそれでもその行為に反応してしまうのを、はっきりと感じていた。哀しみが胸に、一杯に広がっていった。





第３章




　──え……？──

　微かに、遠くで何か、声が聞こえたような気がした。

　フランチェスカが目を覚ますと寝室の中は明るかった。窓にかけられた厚いカーテンが半分ほど開けられ、そこから日差しが差し込んできていた。

「今は、朝……？」

　絹のシーツの中で耳を澄ませ、それから、そろそろとその身を動かす。この寝室の近くで、今のような声を聞いたのは初めてで、気になったのだ。

　アシュラフの命令で、彼の性奴隷となってから、一体どれくらいが経つのだろうか。フランチェスカには、よくわからなくなっていた。

　最初に彼に抱かれた日は、とにかく心にも身体にも衝撃が大きく、何より身体が酷くだるくて、一日ベッドから出ることが出来なかった。その後もずっと、フランチェスカは、どうしたら良いかわからず、何よりあんな痴態をさらけ出したのが恥ずかしくてたまらず、そんな自分を隠すかのように、この寝室の中で過ごしている。

　身の回りの世話は、この王宮に勤める侍女たちがしてくれている。決まった時間になるとカーテンが開けられ、湯浴みや着替え、食事の支度などを世話してくれる。けれど、アシュラフにそう命じられているのか、態度は丁寧だが彼女と言葉を交わそうとはしなかった。また、アシュラフが部屋を訪れる時は素早く退出する。女性は基本として、男性の前に姿を現してはいけないことになっているらしかった。

　そしてそのアシュラフは、政務に追われているのか、昼はほとんどその姿を見せなかった。だが夜は、どんなに遅くなっても必ず毎晩やって来て、フランチェスカを抱く。

　最初の行為の時のように、拘束されたり、薬を使われたりすることはもう無かったが、その行為は変わることなく執拗で、熱く激しく、フランチェスカは淫らな格好で何度もいかされ、翻弄されて、明け方近くになって彼の腕の中で気を失うことで、ようやく眠りにつくことを許されるのだ。そして、目覚めた時にはとうに、アシュラフは政務に出ていて、フランチェスカは彼が戻ってくる間、ずっと寝室でただ時を過ごしていた。そんな日がしばらく続いていた。

　──何だか私、本当に、性の道具に……お人形か何かになってしまったみたい……──

　彼が戻ってくるのをただ待っていて、その後は命じられたままに身体を開く。そして触れられれば、どんなに恥ずかしくても、身体は反応してしまう。そんな自分に、ずっと、フランチェスカは打ちのめされていた。

　特に昨夜から朝方にかけては、また何故かアシュラフに執拗に求められて、フランチェスカは繰り返しいかされ、何度目かの頂点で意識を失ってしまっていた。そしてようやく目が覚めたところだったのだ。

「……わ！　……なさい！」

　──その時、また声が聞こえた。明らかに誰かが怒りのために叫んでいる。女性のようだ。

　夢では無かった。フランチェスカはぎょっとし、そろそろと身を起こした。この寝室のそばで、そんなやりとりを聞いたのは初めてだったからだ。その動きで胸の突起がシーツに擦れた。

「あ、ンっ……」

　とたんに、ジン……と心地よい感覚が背筋を走り抜け、切ない声が唇から漏れた。そして、そんな自分に真っ赤になる。

　窓からのわずかな日差しの中でもわかる。毎晩、アシュラフとの行為で執拗に翻弄されている胸の突起は、ほんのりと赤く色づき、微かに腫れ、熱をおびているようだった。だからわずかな刺激を与えられただけで感じてしまう。

「あ、ッ……？」

　それでも何とか身を起こそうとした時、今度は、花芯の奥からとろりと彼に抱かれた温かな名残りがこぼれてきた。その感触が昨夜の熱い行為を思い起こさせた。同時に何度も擦られた花芯や茎の内側が、熱く火照っていることに気付く。それどころか、疼くように脈打って、まだ彼を求めているかのようだ。

　そしてその白い肌の至る所に、赤や紫の口づけの痕が散らばっていた。首筋や腕、胸、腹部、さらに足に至るまで。全てアシュラフが残したものだった。以前の痕が消えるより早く、新しく愛撫される為、彼女の身体にはいつも花びらのようにその痕が無数に残されているのだった。その為なのか、肌自体が、まだ熱がある時のように上気しているのが感じられる。

　──そんな……！──

　そんな、身体中に刻みつけられた、アシュラフとの行為の証を目の当たりにして、フランチェスカは思わず自分の身体を抱きしめた。その動きでまた、花芯に淫らな液が溢れ、それで身体が反応し、感じてしまう。

　今更ながらに、毎晩、彼に抱かれることによって、どれ程自分の身体が変わってしまったかを思い知らされた。ついこの間まで、父親以外、ほとんど男性の身体に触れたこともなかったというのに、今では、初めて会った、それも異国の国王に、身体の一番深いところまで触れられ、翻弄されているなんて。

「──なんてこと！　まだあの金髪の女が、陛下のご寵愛を受け続けているなんて！」

　その時、ヒステリックな女の叫び声が、今度ははっきりと耳に届いた。同時に足音が聞こえてくる。明らかに、自分のいるこの部屋に勢いよく向かってきているのがわかる。

　──え、今の声って……。確か、ソラーヤ、という人の……──

　謁見の間で同じ声を聞いた覚えがある。けれど、どうして彼女がここに来たのだろう。大勢の気配からして、彼女も侍女たちを引き連れているらしい。

「お待ち下さい……！」

「どうかここから先は……。陛下ご自身と、世話役の侍女以外は誰も入れるなとの王命でございます！」

「今、陛下にお知らせして参りますからどうか……。誰か、ゼイドさんを呼んで、陛下にお越し頂いて！」

「──うるさいわね、お下がり！　お前たちごときに邪魔されるいわれはないわ！」

「そうですとも、ソラーヤ様と口をきくのもおこがましいというのに！」

　その彼女を、フランチェスカ付きの侍女たちが、必死に引き留めている。様子からして、一人が侍従のゼイドに知らせに走ったらしい。タルスクでは成人するまでは一人前の男性、と見なされないので、女性たちと接するのが許される。その為、未来の国王の側近となる少年たちが、王宮での暮らしや作法を見習う為に侍従として仕えているのだ。

　──が、ソラーヤは構わずに、引き連れているらしい自分の侍女に、手荒く寝室の扉を引き開けさせた。

「え……」

　シーツをたぐり寄せ、身にまとっていたフランチェスカはその姿を見て呆然とした。

　やはり、入ってきたのはソラーヤだった。彼女の侍女たちが扉を開けた後でさっと背後に身を引いたので、その姿がはっきり見えた。

　早足でやって来た為か、ソラーヤの全身を包んでいた紫のアバヤははだけ、中に着ている同色の、さらに贅沢な、金糸だけでなく極彩色で刺繍を施したドレスがはっきりと見えた。トップスは短く、優雅なドレープを無数に畳んだスカートとの間に、腹部がむき出しになっている随分とセクシーなものだ。

　さらに、黒い艶やかな髪は凝った形に結い上げられ、宝石がちりばめられて、顔も念入りに化粧を施し、くっきりとアイライナーと紅を引いてある。化粧はむき出しの腹部にも施され、臍の周りに、手の込んだ唐草模様が描かれていた。

　ベッドの上で半身を起こした姿で、純白の絹のシーツ一枚と、その白い肌を照らす朝の光以外、何一つまとっていないフランチェスカと、それは実に対照的な光景だった。

「……！」

　ソラーヤは、そんな彼女を見て一瞬入り口で足を止め、張り裂けそうにその黒い瞳を見張ったが、すぐに顔をしかめ、その目を怒りでぎらつかせて大股で中に踏み込んできた。

　フランチェスカの世話をしてくれている侍女たちは、入り口でおろおろしながら何とか中に入ろうとしているが、ソラーヤの侍女たちに遮られてしまっている。

　ソラーヤは、驚きと恐怖で口もきけなくなっているフランチェスカの前に立つと、背後に控える自身の侍女たちに手振りで示し、そのまとっているシーツをいきなりはぎ取らせた。アシュラフに抱かれていた痕が残る肌が露わになる。

「きゃ……！　何を……！」

　悲鳴を上げ、慌てて手で胸を隠すフランチェスカに構わず、ソラーヤは押し被せるように顔を近づけて叫んだ。

「このあばずれ女！　何よ、その淫らな身体は。毎夜、こんなに可愛がられているなんて……！」

「そんな……」

　フランチェスカは当惑しきっていた。何故、そんなことを言われるのかわからなかった。そういえば彼女には、謁見の間でも、随分と敵意むき出しの態度を取られたような記憶がある。女性は外に姿を見せないのが基本のこの国で、国王の前に出られ、さらにあれだけの振る舞いが出来るのなら、かなりの権力を持つ女性なのだろう。

　──それならどうして、性奴隷も同然の私に対してこんな態度を取るの……？──

　突然罵声を浴びせかけられ、頭が真っ白になってしまったフランチェスカを尻目に、ソラーヤはさらに言葉を続けた。

「アシュラフがこれまで、こんなに長く一人の女を相手にしたことなどなかったわ！　一体どんな手練手管で、彼をたぶらかしたの。野蛮な異教の国の女だから、さぞかし淫らなことをして誘ったんでしょうね！」

　最後は、あざ笑うような口調になった。彼女の侍女たちも、一斉に笑い声を上げる。

「……！」

　聞いたとたん、フランチェスカはカッとなった。そして、身体のだるさも忘れてベッドから降りると、フランチェスカの髪を掴もうと伸ばしてきたソラーヤの手を払いのけた。

「私の国は、野蛮ではありません！　そんないやらしい想像で、私の祖国を貶おとしめるのはやめて下さい！」

　きっぱりと言った。アシュラフの前で、あんな痴態をさらけ出した自分は、何を言われても仕方ないと思う。だが祖国を侮辱されるのは絶対にいやだった。エメラルドグリーンの瞳を怒りにきらめかせ、毅然と顔を上げる。

「な……」

　ソラーヤはまた目を見開いた。フランチェスカが言い返し、さらに手まで振り払うとは思わなかったらしい。彼女は怒りに顔を歪め、叫んだ。

「こ、この、小娘！　この私にこんなことをして、許されるとでも……」

　言いながら、もう一度手を振り上げる。フランチェスカは思わず防御のために片手で顔を庇った。その時、

「──ソラーヤ」

　いきなり背後から、冷たい声が響いたので、彼女はぎくりと身を強ばらせ、振り向いた。フランチェスカも、シーツの上で息を呑んだ。どちらの侍女たちも、アバヤを素早く深く被り直し、深々と頭を下げる。

「私の寝室で何をしている」

　アシュラフが、入り口のところに立っていたのだ。その黒い瞳が、明らかに怒りをたたえてこちらを見ている。黒の、謁見の時よりも簡素な、刺繍のない民族衣装をまとい、背後には侍従のゼイドが控えていた。侍女に呼ばれて、彼が知らせてくれたようだ。アシュラフは、そのままつかつかと中に入ってきた。

「アシュラフ様っ……」

　先に我に返ったのは、ソラーヤの方だった。急にしなを作ってアシュラフに歩み寄る。

「私、寂しくて……。それに、心配で、心配でたまりませんでしたの。この一週間、貴方様が全く私の元を訪れてくださらないので、この野蛮な国の女にたぶらかされているのかと思いまして……。どんな様子かとそっと訪れてみましたところ、案の定、この女ときたら獣のように罵って、私に乱暴を……」

　彼にしなだれかかるようにして、口を挟む間もなく流れるようにそう言う。アシュラフはベッドの傍で足を止め、眉をしかめて二人を見比べた。

　フランチェスカは慌ててかぶりを振ったが、絶望的な気持ちになった。アシュラフは、身分の高い、しかも同じ国の人間である彼女の言葉を信じるに決まっているではないか。

　そう、父の無罪を懸命に訴えた時だって、貴族達は皆、ゴッダート公爵に味方し、自分の言葉など全く聞き入れてくれなかった……。

「──嘘をつくな、ソラーヤ」

　だが、アシュラフは無造作に彼女の言葉を遮った。全く変わらぬ冷たく厳しい声だった。そして手を伸ばし、もう一枚、ベッドの下に落ちていたシーツを取り上げると、フランチェスカの身体にふわりとかけ、目を見張るフランチェスカをよそにソラーヤに向き直る。

「そっと訪れるだと？　それにしてはたった一人のフランチェスカを侍女も一緒に大勢で取り囲んで、随分とうるさく叫んでいたではないか。私の耳にも聞こえたぞ。それに、何故フランチェスカはお前の前で素裸なのだ？」

「そ、それは……」

　詰問され、ソラーヤは明らかにうろたえていた。彼女はフランチェスカ以上に、アシュラフが自分に対してこんなにも冷ややかな態度を取るとは思っていなかったらしい。慌てて、フランチェスカを指さした。

「こ、この女がいけないのです！　この女は、自ら裸になって、貴方様に抱かれた痕を私に見せびらかしたのですわ……！」

「違……！」

　さすがに蒼白になって、フランチェスカは否定しようとした。だがアシュラフの方が早かった。

「それならどうして、お前の侍女がそのシーツを持っているのだ。しかもフランチェスカの手の届かないところまで下がっているようだが」

　言われて侍女はおろおろとかぶりを振った。それを無視して、アシュラフはさらにソラーヤに畳みかけた。

「ソラーヤ、俺が多忙なのを良いことに、お前はこの寝室にまで無断で乗り込み、フランチェスカに乱暴を働いたのだろう。そんな身勝手が、許されるとでも思うのか」

「何がいけないのです！」

　さらに問い詰められ、彼女はついに、開き直った様子で叫んだ。

「私は、タルスクの国務大臣アリの唯一の息女であり、さらに先王ムハンマド様のご寵愛をいただき、王の寝室に自由に出入りする自由を頂いておりました！　またムハンマド様から、国王陛下のおそばにいつも寄り添っていてよい、ということと、さらに謁見の間にもご一緒してよいともお言葉を頂いております。その通りにして何故、いけませんの!?」

　フランチェスカはまた、驚いた。彼女がアリの娘だというのは謁見の間で耳にしていたが、先王の寵姫だというのは知らなかった。それであれほど人前に出たり、意見をしたりすることが出来たのかと理解した。

「それは全て先代の父が許したことだ。俺はしていない」

　あっさりとアシュラフは切って捨てた。

「本来なら寵姫は国王が代替わりした際に、王宮を辞す決まりになっているはずだ。だがお前が引退した父の傍にいたい、看病をしたいと言い、父もそれを望んだから俺はお前を王宮に残した。だがこんな振る舞いをするのなら、それも考え直さなくてはなるまい」

　その言葉にソラーヤは顔色を変えたが、アシュラフは構わず彼女を見据え、微かな、冷たい笑みを浮かべて言った。

「それに今こんなところに来てフランチェスカに嫌がらせをしているなら、随分と伏せっている父のことはないがしろにしているようだな。父の看護はどうしたのだ？　侍女に任せきりか」

　その笑みと、さらに強い軽蔑の表情を加えて、アシュラフはソラーヤに指を突きつけた。

「それと、前にも言ったはずだ。私は父の女など受け継ぐつもりは毛頭ない。寝室にまで乗り込んで誘う気だったか、無駄なことを。さあ、人前でこれ以上恥をかかされたくないなら、とっとと失せろ！」

「な、わ、私に……」

　ソラーヤは一度青ざめた顔を、今度は真っ赤に染め、アシュラフを一瞬、睨もうとしたが、その冷ややかな視線を受けると身を震わせ、うつむいてそそくさと出ていった。彼女の侍女たちが慌てて後を追う。ゼイドが慇いん懃ぎんに礼をしたが、それにも気付いていないようだった。

　そして、彼女にはもう目もくれず、アシュラフがこちらに歩み寄ってきたので、フランチェスカはびくりとした。

　──いけない、怒られる……！──

　ソラーヤに暴言を吐かれたとはいえ、自分も彼女の手を払いのけ、大声で言い返してしまったのだ。騒ぎの一因になったということに違いはない。

　どうしよう、自分のせいで、イリリアの皆が大変なことになったら、と、おろおろする彼女に構わず、アシュラフは身をかがめ、顔を間近に寄せ、のぞき込むようにした。

「怪我は無いか」

「えっ……？」

　思いがけない、気遣わしげな声だった。フランチェスカは呆気にとられてそのエメラルドグリーンの瞳を見開いた。それは、傲慢なこの若き君主が言うには、あまりに思いがけない言葉だったからだ。それから慌てて、ぶんぶんとかぶりを振った。

「それならいい。多忙にかまけて、あの女が勝手をするのを見落としていた。ゼイドが執務室まで来て知らせてくれたのだ。私の手落ちだ」

「い、いいえ。……あの、ありがとうございました。ゼイドさんも、陛下に知らせて下さってありがとう」

　さらに率直な彼の言葉に、フランチェスカは慌てて礼を言った。アシュラフは毎日、夜遅くにならないと戻れないほど多忙な筈だし、確か、ゼイドはその秘書も務めているのだ。すると、ゼイドは目を見張り、微かに頬を染めて一礼した。

　と、アシュラフは何故か少し眉をしかめ、彼の視線を遮るように立ち位置を少し変え、フランチェスカの身体を覆うようにした。彼女はそんなアシュラフに、どうしたのだろうと思いながら、ともかく一番気になっていたことを尋ねた。

「──あの、私は大丈夫ですけれど、他の皆は、怪我していませんか……？」

「何？」

「ソラーヤさんが来た時、侍女たちが必死に止めてくれていたんです。その時、かなりもめていた様子だったから……。それに、ゼイドさんに彼女のことを知らせてくれたのは、その侍女たちのうちの誰かでした」

　でなければ、アシュラフの耳にまで、こんなにすぐソラーヤのことが届くことはなかったはずだ。彼女の様子からして、フランチェスカ付きの侍女たちにも随分と乱暴な振る舞いをしているようだった。助けてくれた侍女たちが、自分が原因で怪我したりしていたら……。

「そういうことは、特に誰もなかったようだぞ。後でもう一度、ゼイドに確かめさせるが」

　アシュラフはそれから、肩を竦めて続けた。

「侍女たちは今も扉の外にいて、お前のことを気遣っているようだ。なんならお前自身が尋ねるか？」

　言われてフランチェスカがそちらを見ると、開いたままの扉の向こうで、確かに彼の言葉通り、侍女たちがこちらをそっとうかがっていた。けれど、アシュラフの言葉を聞くと、慌てた様子で一礼し、さっと向こうに消えてしまった。どうやら皆、無事だったようで、フランチェスカはほっとした。

「……」

　それから、ふとアシュラフの視線に気付いた。彼は何か興味深そうな、面白いものを見るような目でフランチェスカを見ていた。その唇には笑みが浮かんでいた。

　──え……？──

　どきりとした。先程や、謁見の時のような冷笑ではなかった。アシュラフは視線をそのままに、何か言いかけた。と、

「失礼いたします。陛下、ご用命のものをこちらに持参いたしました」

「ああ。入れ」

　その時、別の侍従が扉の外から声をかけてきて、彼はそちらに返事をした。侍従は恭しく入ってきたが、その彼が捧げ持っている銀の盆を見て、フランチェスカは思わず目を輝かせた。

「これは……！」

　そこに載っていたのは、金や銀、それに色とりどりの刺繍糸、そして見事な織りと染めの絹布だった。黒や青、緑、深紅、それに純白もあった。どれも美しく質の高いものだ。さらに針や刺繍しやすいように布を張るための丸い木の枠、図案の下書き用の筆まで用意してあった。

　思わずフランチェスカは目を奪われ、身を乗り出していた。布や糸はイリリアの、それもフランチェスカの故郷でつくられたものだ。懐かしさに涙が出そうになった。

「もういい。下がれ」

　アシュラフは、それらにすっかり心奪われているフランチェスカをちらりと見、その侍従にベッドの傍の小卓に盆を下ろさせると、手振りも交えてそう命じ、侍従は頬を赤く染めつつも、丁寧に一礼して出ていった。

「お前は謁見の際に言っていたな。イリリアにはまだ、我がタルスクと取引出来るものがたくさんあり、刺繍がその一つだと。そしてお前も、その刺繍が出来る、と」

「え!?　は、はい……」

　アシュラフの言葉に、フランチェスカははっと顔を上げた。

「それなら、それらを使って一度、何か作品を一つ、作ってみせろ」

「えっ……」

「一目見て、わかっていると思うが、それはお前の故郷で作られた織物や刺繍糸だ。それが素晴らしい、というのは取り寄せて改めて確認出来た。だが貿易品として取り扱われていたのは少数の限られたものだ。それに、実際に織り手や縫い手の仕事ぶりは見たことがない。お前がやれるというなら、それを見せてみろ。確かめたい」

　フランチェスカは呆然とした。作品を作れ、と言われたこと自体が驚きだったが、それ以上に、アシュラフが自分の訴えを、きちんと聞いてくれていたことに驚いていた。

　──わざわざ、私の故郷の布や糸を取り寄せて、その出来映えを見てくれたの……？──

　彼の立場なら、そんなことは忘れ去っても構わなかったはずなのだ。フランチェスカは頬を染め、呆然と彼を見ていた。

「どうした？　作れないのか」

　再び、からかうような口調で問われ、フランチェスカははっとなった。急いでかぶりを振る。

「い、いえ。出来ます……！　これからすぐ、始めていいですか？」

「どれくらいで出来る。──夜の時間はやれぬぞ」

　にやりと笑ってそう聞かれ、フランチェスカは真っ赤になったが、すぐ答えた。

「二日……いえ、三日、いただけますか」

「そんなに短くて良いのか。わかった、任せる。足りないものがあれば言え。用意させる」

　アシュラフはむしろ、驚いたようだった。そして、目を輝かせてフランチェスカが何か言う前に、さらに続けた。

「その前に着替えろ。その格好では侍従たちが仕事にならぬ」

「え？　……きゃ！」

　フランチェスカはきょとんとした。それから、シーツを羽織っているとはいえ、自分があまりに無防備な格好のままでいたのに気付いて真っ赤になった。さぞかしはしたない、見苦しい姿だと思われたに違いない。先程の侍従がそそくさと出ていったのはその為だったのか。

「言われるまで気付かなかったか。お前は無防備過ぎる。服は用意して、侍女たちに支度させる。さっさとしろ」

　フランチェスカの思いを裏付けるかのように、アシュラフは少し怒ったような、呆れたような口調でそう言うと、ゼイドを促し、さっさときびすを返して出て行こうとした。

「あの……！」

　その後ろ姿に、フランチェスカは思い切って声を掛けた。どうせ呆れられたのなら、いっそ伝えてしまいたいことがあった。足を止め、振り返ったアシュラフに、彼女は言った。

「あの、私の話した刺繍や布のことを、きちんと聞いて下さって本当にありがとうございます。助けて下さったこともですが、そのことも、本当に嬉しいです……」

　そして、丁寧に頭を下げた。すると、アシュラフはまた、驚いたように目を見張り、それから肩を竦めて言った。

「それで喜ぶとは大した自信だな。俺はまだ、お前の刺繍を見てもいないし、どうするかも決めていないが」

　言われて、フランチェスカは思わず緊張した。その通りだ。アシュラフは、織物や布を取り寄せさせ、その見事さをわかってくれはした。けれど、それが実際にフランチェスカの故郷で作られているのか、直に見て確かめたいのだろう。貿易の商品として扱うなら、それは当然のことだ。

　──彼がイリリアの刺繍や織物を気に入ってくれるかどうかは、私次第なんだ……──

　今更ながらに、フランチェスカは唾を飲んだ。まさか、こんなことになるなんて、と、また思った。けれど後戻りは出来ない。最初、アシュラフの前に引き出された時より状況はずっといいし、それに何より、自分の言葉を聞いてくれた彼に応えたかった。

「はい。作品は、精一杯に心を込めて作らせていただきます」

　真っ直ぐにアシュラフを見つめ返して、フランチェスカはそう言った。彼は頷き、また微かに笑みを浮かべると、さっさと部屋を出て行った。それを見送りながらフランチェスカは、目の前の課題とは、全く別のことを考えてしまっていた。

　──あの人、あんな風にも笑うんだ……──

　フランチェスカにとって、アシュラフはいつも不敵な、勝ち誇ったようなふてぶてしい笑みを浮かべている印象があった。彼は、異国で異教の、傲慢な、若き専制君主なのだから。

　だが先程、自分に向けた笑みは、率直で好意的なものだった。それに、初めて自分を抱いた時にも、彼は、優しい笑みをこちらに向けてくれた……。

「……！」

　そんな記憶を辿っているうちに、トクン、と、胸が切なくときめいた。慌ててかぶりを振る。

「失礼いたします。フランチェスカ様、お召し物を持参いたしました」

「あ、ありがとう……」

　その時、侍女が声を掛けてきたので、フランチェスカは急いで身を起こした。そうしながら、今はともかく、アシュラフに約束したとおり、自分の精一杯で、よい刺繍の作品を作り上げようと心に強く言い聞かせた。





　　　　◇◇◇






　そして、約束の三日後の夕暮れ。

「あ、陛下……」

　寝室に入ってきたアシュラフは、一瞬その場で足を止めると、フランチェスカの呼びかけにも応えず、一礼して急いで下がっていく侍女たちにも目をとめず、無言で、そのまままっすぐに、ベッドの傍の壁際に歩み寄った。

　そこに、完成したばかりの、フランチェスカの刺繍した布がかけられていたのだ。彼はその前に立った。

「……」

　そのまま、間近でじっと凝視する。端正な眉をひそめたその表情に、フランチェスカは思わず、不安になってしまった。

　──やっぱり、この図案はまずかったかしら……──

　そう、思いを巡らせる。出来るだけ早く、なるべく美しい作品を作りたい、と考えて、自分が一番好きな図案で刺繍をすることにしたのだ。それは、イリリアの国旗と同じ深紅の、絹の布地に、乙女と、それに寄り添う獅子を描いたものだった。

　イリリアでは古来から、刺繍や壁画、彫刻、絵画によく取り上げられている図案である。基本は、獅子や大鷲、時には天馬や一角獣などの、猛獣や幻想的な生物と、たおやかな乙女との取り合わせである。獣たちは皆、乙女に寄り添い、その腕に抱きしめられたり、撫でられたりしている。力を持つ者と、最もか弱い者がお互いに寄り添い合い、親密に触れあう様は、平和の象徴として、イリリアでは時代を超えて人気のあるものだった。

　そして、フランチェスカの描いた乙女は、本当にまだ少女のような姿だった。簡素なドレスをまとい、巻き毛の髪を後ろに垂らして花の咲く草原に座り、優しい微笑みを浮かべて傍らにうずくまる獅子を撫でている。獅子はうっとりと目を細めていて、その顔もまた、微笑んでいるように見えた。

　それらが、金糸を中心に、鮮やかな色とりどりの糸で縫い取られてあった。そしてその周囲を、ぐるりと、乙女や獅子の近くに咲いている花と茎、そして葉で取り囲む。花はイリリアでは平和を象徴するもので、それがぐるりと周囲を取り巻いているというのは、終わりなく途切れず平和が続く、ということを示している。これもフランチェスカがお気に入りの図案だった。

　その刺繍を、フランチェスカはこの三日間、アシュラフとベッドの中で過ごす時以外は、ほとんどずっと刺し続けていた。もう裸ではなく、アシュラフが用意させた、タルスク風のドレスをまとっている。それは、イリリアのものに比べるととても楽で動きやすく、作業を続けるのに便利だった。柔らかな、上質な緑の絹でゆったりと作られたドレスで、腰のところを金糸で縫い取りしたサッシュでとめる以外は、身体を全く締め付けない服なのだ。

　刺繍は、完成させてから見せろと言われていたので、フランチェスカはアシュラフが戻ってくる夜には毎回、上から布をかぶせていた。だから彼が作品を見るのは、これが初めての筈だ。

「……」

　約束の三日目の、夕方になって何とか刺繍が完成した時は本当に嬉しかった。そしてゼイドに、アシュラフに伝えてもらったところ、驚いたことに、彼はすぐに寝室にやって来たのだった。そして今、にこりともせずに刺繍を見つめている。それが、どうにもフランチェスカを不安にさせた。

　──獅子は王を示すものでもあるから、こんな風に、乙女とむつみ合っているような絵は、惰弱で、アシュラフを貶めているものだと思わせてしまったかも……。そんなつもりはないのだけれど──

「……美しい」

　だが、しばらく経ってから、視線をそのままに、アシュラフはそう呟いた。

「え……」

　フランチェスカは目を見張った。アシュラフは彼女に向き直った。

「実に、見事な出来映えだ。あれだけの短い期間で、これを仕上げたのか」

「は、はい。ありがとうございます……」

　声に、賞賛がにじんでいた。思いがけない彼の言葉に、フランチェスカは嬉しさよりも、安堵がこみ上げて思わずほっとため息をついた。自然に礼を言い、頬が緩む。と、今度はアシュラフが目を見張った。

「初めて笑ったな」

　言われて一瞬、意味がわからなかった。アシュラフは肩を竦めて続けた。

「お前がここに来てから、笑うのを初めて見た。それに、お前は刺繍を始めてから、以前よりもずっと生き生きしている」

　フランチェスカは思わず彼を見つめた。どう返事して良いかわからなかったのだ。それに絶対的な王者である彼が、そんな風に自分を見ていてくれたことにも驚いていた。だが、アシュラフが続けて、後ろに控えていたゼイドに命じた言葉に、愕然とした。

「それでは、俺は出来るだけすぐに、イリリアの、お前の故郷に行く。ゼイド、支度を整えさせろ。フランチェスカも連れて行く」

「──えっ!?」

「お前の言葉が全て正しいとわかったからだ。お前の故郷には、こうした刺繍や、織物を織ることについて、見事な技術を持った者たちが大勢いるのだろう。それが危機にさらされているというなら、保護せねばなるまい。貿易相手の現状を知りたいのだ。お前を連れて行けば、そうした連中と話をする時に都合が良い」

「ですが陛下。政務がまだ山積しております。あまり根を詰められますと、お身体が……。ご自身でイリリアに赴くとなりますと、ご準備もありますし……」

　あまりのことに呆然としてしまったフランチェスカの代わりに、背後で控えていたゼイドが声を上げた。

「多忙なのは慣れている。これから日程を詰めるぞ。大したものは要らぬ。俺と、フランチェスカを守る護衛兵一団と、お前たち侍従を数名つれて行けば良い。公式の訪問ではないからな。必要なものは、後でいくらでも取り寄せさせる。──それに、お前の故郷、ドマーニャ地方は海に面していて、我が国タルスクとは、イリリアの中でも最も近い位置にある。距離は海路だと多く見ても二日、急げば一日だったな？　商人たちの話では、比較的良い港もあるという」

「は、はい……」

　無造作に、どんどん話を進めていくアシュラフに、フランチェスカはただ呆然としたまま頷いた。まさか、こんな形で、自分が故郷に戻れることになるなんて思ってもいなかった。それに彼が、自分の故郷についてもうそこまで把握していることにも驚いていた。

　──もしかして今話したことを全部、調べさせたのかしら。随分、毎日、お忙しそうな様子だったのに……──

「また、俺の方で、もう一つ実際にそちらに赴いて確認したいこともある」

「えっ……？」

　呟きに、フランチェスカは思わず聞き返そうとしたが、アシュラフは微かに笑って続けた。

「但し、俺もお前も、あくまでも一時の滞在だ。いいな」

「は、はい！　帰り……いえ、行きたいです。是非！」

　フランチェスカは慌てて頷いた。どんな形でもいい。故郷に一度戻りたい。戻って皆の安否を確かめたかった。そして、はっとあることに気付く。

「ですが、陛下。今、私の故郷は、ゴッダート公爵の軍隊が駐留しているはずなのです。それは……」

　父が謀反人とされてしまった為、今、ドマーニャ地方は、イリリア軍──という名を借りた、ほとんどゴッダート公爵ジャコモの私兵たちによって支配されているのだ。彼らは非常に横暴な振る舞いをしていた。今、一体、故郷はどんなことになってしまっているだろう。

　だから、アシュラフの前に引き出された時、フランチェスカは必死に彼にその安全を願い出たのだ。でも、それは守られているだろうか……。

　けれどアシュラフは、それにもあっさりと応えた。

「問題ない。既にもう、お前の領地に……ドマーニャ地方に、我がタルスクの軍を一個師団、派遣し、治安を守るよう命じてある」

「えっ!?」

　今度こそ、本当にフランチェスカは呆然とした。タルスク軍が、フランチェスカの故郷を警備している、ということだ。アシュラフは肩を竦めて続けた。

「だからすぐに、私がそちらに行けるわけだ。お前を私の元に置くと決めた時、お前は代わりに、イリリアと自分の故郷を助けてくれと言った。だから俺はその通りにした。そうしなければ、お前の言うところの貿易も出来なくなる恐れがあったからな。それに、余計なことをせぬよう、ゴッダート公爵をタルスクにとどめさせたので、奴の軍は手出しが出来なかった」

「で、でも、イリリア国王は、そのことについては、なんと……」

　正直なところ、フランチェスカには、実際に酷い振る舞いをしたゴッダート公爵の軍よりも、アシュラフが遣わした兵士たちの方が信頼できる気がした。それでもフランチェスカは心配になった。

　今の時代は大国が、小国に圧力を掛けるのが当然であったし、タルスクとイリリアには既に随分と国力の差があった。けれども、異国に出兵、それが異教徒の国となれば、やはり国際的な問題になるはずだ。さらに他の国がイリリアに加勢するというのをいい口実にして、漁夫の利を得ようとするかもしれない。

　──そんなことになったら、イリリアも、私の故郷も、さらに混乱してしまう……──

　するとアシュラフは、軽く目を見張ったが、すぐにまたあっさりと答えた。

「大国タルスクに対抗したくはないようだな。特に、抗議はなかった。イリリア最大の貴族が、タルスクにとどめられている為もあるだろうが、今は静観するつもりらしい。異国から戻り、即位したばかりの十三歳の少年だそうだが、馬鹿ではないな」

「……！」

　フランチェスカは思わず息を呑んだ。改めて、自分の前にいる青年が、イリリアとは比べものにならない大国の、絶対君主なのだと思い知らされる。

　──でも、そんな立場の彼が、わざわざ私の言葉に耳を傾け、さらにドマーニャを守ってくれるなんて……──

「そんなことが……。そこまで、してくださったなんて……」

　信じられなかった。思わずフランチェスカは感謝の言葉を言いかけた。と、アシュラフはそれを遮り、からかうように続けた。

「無論、お前の言ったことが嘘だったら、軍を撤退させ、お前には然るべき罰を与えるつもりだったが」

「そんなことはいたしません……！」

　フランチェスカは思わずむっとして、言った。

「ドマーニャの織物や刺繍は、故郷で、私の領民たちが大切に作り上げたものです。その出来映えや品質について、嘘など絶対に申しません！　信頼の問題になってしまいますもの」

　とたん、アシュラフが眉を吊り上げた。傍らでゼイドも、少し慌てたような顔になったが、アシュラフはすぐ面白そうな笑顔になった。

「なるほど」

「……！　あ、あの。失礼いたしました……」

　はっとして、自分でも不躾だったと気付いて急いで頭を下げる。アシュラフはまた、軽く手を振った。

「構わぬ。では、支度を急げ」

「はい！　あの、私から、故郷に戻るという知らせの手紙を書いてもよろしいでしょうか……」

　いくらタルスクの軍が駐留しているとはいえ、いきなりタルスクの国王本人がやって来ては、皆はやはり困惑するだろう。アシュラフに対して、失礼なことがあっては、今度こそ取り返しのつかないことになるかもしれない。それは絶対に避けたかった。

　本当は、イリリアの国王にも知らせたかったが、今、奴隷の立場になっている自分が、そこまでしてよいのかわからなかった。だからフランチェスカは、ともかく故郷にだけ、アシュラフと自分のことを伝えたいと思った。

「それも構わぬ。ゼイド、明日、朝一番に出るイリリア行きの商船に、その手紙を持たせろ」

「は！」

「では支度をさせろ。出立の前に、片付けておきたいことが多々ある。来い」

　無造作なアシュラフの指示に、ゼイドも、心なしか嬉しそうに一礼する。そんなゼイドを促すと、彼はさっさときびすを返した。どうやらまだ、政務の途中だったらしい。と、まだ呆然としたまま見送るフランチェスカに、ゼイドが去り際、そっと囁いた。

「本当に素晴らしい出来映えです、フランチェスカ様。先程、私も拝見いたしましたが、こんなに美しいものは見たことがございません」

「え、ありがとう、ゼイド……」

　フランチェスカは思わずまた微笑み、礼を言った。とたん、アシュラフが振り返った。

「ゼイド、お前は俺より先に、この刺繍を見たのか」

　これまでになく、苛立った口調だった。漆黒の瞳が、明らかな怒りを浮かべてゼイドを見る。

　フランチェスカはぎょっとした。ソラーヤの騒ぎの時もそうだったが、ゼイドは異国人の、しかも性奴隷の自分にも変わりなく親切で、ずっと丁寧に応対してくれている。そんなゼイドには心から感謝していた。だから彼が、主君に叱責を受けることになるのは何とか避けたくて、急いで口を挟んだ。

「あの、申し訳ございません、陛下！　陛下に、出来上がったことをお伝えしてほしくて、私がゼイドさんをお呼びしたのです。その時、私が壁に刺繍を掛けさせようとしていましたから、その時に……」

　だから、ゼイドのせいではない。そう言ったつもりだった。だがそれを聞いて、何故かアシュラフはさらに苛立った様子になった。そこへ、ゼイドが丁寧に頭を下げ、やはり少し急いだ口調で言った。

「申し訳ございません、陛下。私が迂闊でございました。フランチェスカ様は、陛下に一番綺麗に見て頂く為に、刺繍をかける場所を侍女たちとともにお選びになっていたのです。勝手に拝見したのは、私の落ち度でございます」

「もう良い。行くぞ。ゼイド、直ちに支度をせよ。遅れは許さぬ」

「かしこまりました」

　だがアシュラフは、二人の言葉に機嫌を直した様子はなかった。そのまま、彼は振り向きもせずにさっさと出て行ってしまった。ゼイドが急いで頷き、その後を追う。フランチェスカは、おろおろとその後を見送ったが、ゼイドはうろたえたようではなく、苦笑して主君の背を見、それからフランチェスカに一礼して出ていった。扉がそっと閉ざされる。

　フランチェスカはまた不安でいっぱいになってしまい、ただ立ったまま、彼の出ていった扉を見つめていた。





　　　　◇◇◇






「──フランチェスカ様、馬車のお支度が整いました」

「はい。参ります……！」

　さらに数日後の朝。

　フランチェスカは、淡い薔薇色に、銀糸の刺繍のアバヤにすっぽりと頭からつま先までを包まれ、侍女に手を取られて王宮の廊下を歩いていた。中に着ているタルスク風のドレスも揃いの布と色である。アシュラフは乗り込む船に色々と指示を出すため、既に一足先に馬で、首都にほど近い港に行っている筈だった。

　これから、フランチェスカはアシュラフとともに彼女の故郷、イリリアのドマーニャ地方に旅立つのだ。

　刺繍を見せたあの日、彼が不機嫌になって出ていってしまったので、フランチェスカは、もしかして、やはり故郷には帰れなくなるのでは、と心配だった。性奴隷の自分は、主人のアシュラフの気分次第で、全てが変わってしまう立場なのだから。

　けれど、心配することはなかった。その直後、あっという間にドマーニャ行きの準備が始まり、フランチェスカもその支度に追われるようになったからだ。

　そして、当然だが、アシュラフは一層多忙になったようで、寝室にやってくる時間はさらに遅くなった。父が政務で多忙のあまり、体調を崩していたのをよく目にしていたフランチェスカは、アシュラフもそうなるのではないのかと内心、心配だった。

　けれど、彼はそんなことは全くなく、夜はどんなに遅くなっても必ず毎晩フランチェスカの元にやって来てその身体を抱く。そして早朝、彼女がまだ眠っている間に、部屋を出て行き、政務に取り組む。ここ数日はずっと、そういう日々だった。

　──どちらかというと、むしろ、求められる度合いが以前より強まったような気がするのだけれど……──

　明け方まで続いた熱い行為を思い出し、フランチェスカは頬を染めた。出立の日なので、今日はあまり眠れていない。気持ちが高揚している為か、気だるくはないが、身体の芯に何か、熱く火照るものがずっと残っているような気がする。

　それを気付かれないように、そして、船を待たせてはいけないと、フランチェスカは廊下を出来るだけ急いだ。優雅なアーチを幾つもくぐり、国王以外は侍女と侍従だけが入ることを許される後宮の棟を抜けて、警備兵たちと合流するため、王宮の中に足を踏み入れた時、

「──フランチェスカ！」

　ふいに脇の廊下から男が駆け寄り、自分の前に立ちはだかったので、彼女も侍女もぎょっとして足を止めた。

「ゴッダート公爵……」

　彼女をタルスクに連行してきた、そもそもの発端、ゴッダート公爵ジャコモが仁王立ちになり、神経質そうに周囲の様子をうかがいながらも、こちらを睨み付けてくる。彼とは、この王宮での謁見の間で別れて以来、ずっと会っていなかったのだ。

　見るとその廊下には、取り巻きらしい貴族達に囲まれて、ソラーヤとその父、大臣のアリがいる。彼らは、アシュラフが今、王宮には不在な上、皆が主人の出立や見送りに忙しいのに紛れたか、それともアリの大臣としての権力を利用したかして、彼女の前に現われたようだった。

　明らかに敵意に満ちた様子の彼らに、フランチェスカはぎょっとした。

「貴様！　一体、どうやってそんなにもアシュラフに取り入った！　まさかイリリアに、しかもお前の故郷に、アシュラフとともに戻るとは……！」

　いきなり憎々しげに叫ばれ、フランチェスカはぎょっとした。その酷薄そうな水色の瞳には、明らかに怒りと苛立ち、それに憎悪が宿っている。警備の兵士たちはもう少し先の広間に控えている筈だが、こちらに気付いてはいないようだった。さらに、ソラーヤとアリも、同じような眼差しでこちらを見据えている。何故、彼らがこんなに怒っているのかわからなかった。

　──アシュラフが私の故郷に出兵して、公爵の軍を抑えた筈だから、公爵が怒るのはわかるけれど、それにしても何故、ソラーヤさんも一緒に……──

　フランチェスカは混乱しながらも、必死に自分を庇おうとする侍女を制し、逆に自分が侍女を背に隠して、一歩前に出た。

「私はアシュラフ陛下に、取り入ったりなどしておりません、公爵。全てアシュラフ陛下のご意志です。そもそも貴方が、私を奴隷にしようと、このタルスクに無理矢理つれてきたのではありませんか！」

「まさか、こんなことになるとは思っていなかったのだ。お前が、こんな小娘の分際で陛下の前であんな余計なことを言うとは！　アシュラフは生まれからして、女には冷たい男だから、てっきり弄ばれ、飽きられて遺棄されるか、失礼な言動で処刑されるかと思っていたのだ……。くそ、アシュラフの寵愛がなければ、この場でお前を殺してやれるのに！」

　公爵はフランチェスカを睨み、苦々しげに言った。その態度にも言葉の内容にも、フランチェスカはぞっとした。それに、他の言葉も気になった。

　──陛下が、生まれからして女に冷たい、って……？──

　が、その意味を考える前に、今度は彼を押しのけるようにしてソラーヤが進み出た。今はオレンジの華やかなアバヤを身につけている。

「随分と、今はアシュラフに気に入られているようね、フランチェスカ」

　じろじろと、フランチェスカの全身に不躾な視線を這わせ、氷のように冷たい口調で言う。

　フランチェスカが何も答えられずにいると、ソラーヤは真っ赤に塗った唇を歪め、さらに一歩彼女に近づき、同じ色に染めた長い爪でフランチェスカの顎をつかんだ。濃厚な香水の香りに、フランチェスカは息が詰まりそうになった。それに構わず、ソラーヤは、睫毛が触れあうほど間近に顔を寄せてきながら、さらに言った。

「覚えておきなさい、アシュラフはこの大国、タルスクの絶対君主よ。今は異国人という物珍しさもあって執着しているようだけれど、お前はしょせん性奴隷だわ。女には冷徹な彼のことだから、すぐに飽きて捨てられるに決まってる。何せ、少なくとも今は、彼は幾らだって女は手に入るのだもの！」

「……！」

　性奴隷、という言葉に、フランチェスカは思わずエメラルドグリーンの瞳を見開いた。その時、

「フランチェスカ！」

　力強い声が響き、そこにいた全員がぎょっとした。振り向くと、アシュラフが警備兵を従えて、早足で近づいてきていた。金糸の刺繍のある黒のカフィーヤと上衣の裾をなびかせている。

「陛下！　どうしてこちらに……」

　フランチェスカは思わず安堵の息をつき、それから驚きながら侍女を促して彼に駆け寄った。

「港で待っていたが、遅いので呼びに来た。来い」

「え……」

　意外な言葉に目を見張る。それに構わず、アシュラフはフランチェスカを引き寄せると、冷ややかにゴッダート公爵たちを一瞥し、言った。

「お前たちはこのまま、王宮にて謹慎させる。私の許しがあるまで、部屋から一歩も出るな」

「なっ……！　陛下、私には政務が……」

「私も、イリリアに戻らせて頂くはずでは……」

　アリとゴッダート公爵が叫んだ。ソラーヤは蒼白になり、震えている。

「大臣、お前など居なくとも我が国の政務は回る。またゴッダート公爵、その言動でイリリア帰国が許されるとしたら、煮崩れた砂糖漬けの果物のように間違った甘い考えだ。俺は、不要なものは捨てる。全員、その姿を見せるな。不快だ」

　アシュラフはもう、振り向きもせずにそう言い捨てると、新たに駆けつけてきた警備兵たちに三人を連行するよう手振りで命じ、さっさと歩き出した。

「陛下、これはあまりなご仕打ちです……！」

「何故、そんな異国の女を……！」

　背後で公爵たちが悲痛な叫びを上げるのにも、もう反応すらせずに、フランチェスカを抱え込むようにして足早に歩いていく。それに必死についていきながら、フランチェスカがそっと振り向くと、彼らは青ざめた顔で、フランチェスカを睨み付けていた。

　フランチェスカは身震いし、それから思わずアシュラフに身を寄せながら、そっと尋ねた。

「あの、陛下。よろしいのですか……？」

「問題ない。さあ来い」

　ゴッダート公爵はともかく、自身の臣下や父のかつての寵姫にあんなことを言って良いのか、と思ったのだが、アシュラフの答えは明瞭だった。

　フランチェスカは頷くしかなかった。そしてアシュラフの体温と、微かな彼の香りを感じながら、自分が明らかに、安堵しているのを感じていた。

　──わざわざ戻ってきてくれたのは、もしかして、私のことを気遣ってくれたの……？──

　いいえ、そんな筈はない、と思いながら、フランチェスカは嬉しさがこみ上げるのをはっきりと感じていた。やがて、見送りの臣下たちがずらりと左右に並ぶ、王宮の表玄関が見えてきた。そしてその向こう、外の庭には光が満ち溢れていた。





第４章




「──では、午後の視察の件は、ご予定通り、貴女様においでになっていただくということでよろしいでしょうか、フランチェスカ様」

「ええ。そうして……」

　嬉しそうに問いかけてくる従者のジョバンニにフランチェスカは何とか笑みを返した。声が震えないように、と懸命に心を落ち着けようとする。幸い気付かれなかったようでほっとした。

「フランチェスカ様、お疲れではございませんか。お熱でも……」

　けれどその傍らで、心配そうにアシュラフの侍従ゼイドが声を掛けてきたのでどきりとする。

「え、いいえ。大丈夫よ……」

「イリリアに来てからずっと、間なしに政務が続いて疲れているのだろう。視察を延ばすわけにはいかぬか」

　その時、執務机で、書類を広げていたアシュラフが顔を上げ、こちらを見た。普段執務する際の、刺繍のない黒の民族衣装姿でカフィーヤは外している。フランチェスカはびくりとし、それから慌ててかぶりを振った。

「いいえ、大丈夫です、陛下。……！」

　──あ、ンッ……──

　その動きで、全身に切ない感覚が走り、思わず身を竦ませる。

　やや疲れているのは、本当だった。フランチェスカが、アシュラフとともに再びイリリアの地を踏んでから、すでに二週間が過ぎている。

　その間、ともかく毎日が目まぐるしく忙しかった。けれど、彼女が今、身体が辛いのはその為ではない。

　何故ならば、フランチェスカの秘められた箇所、花芯から蜜壺に繋がる茎には今、大粒の真珠の首飾りが挿入されたままになっていたからだ。従者たちが来る直前に、アシュラフが挿入したものだった。その為、彼女が少しでも動くとその真珠が体内で動き、ごつごつとした感触で、内部の肉襞を擦り、嬲って、その性感を刺激していた。酷くもどかしいような、じわじわとした淫らな感覚が、そこから伝わってくる。

　無論、それは外からは全く見えない。フランチェスカが今、身にまとっているのは、イリリアの女性が好んで着る、膨らんだ袖に、ややハイウェストの、スカートの広がりが控えめな、ストンとしたラインのドレスだった。今の、春の季節に相応しく、彼女の故郷で織られた、柔らかな白い絹の地に、緑を基調として草花を織り出したもので、腰には同じ緑のサッシュベルトを締めている。

　ドレスの白と緑の組み合わせの為に、皮肉なことに、彼女はいつもより一層清楚に、そして清潔に見えた。その布地が彼女の緑の瞳や白い肌を引き立てている。けれど、その下の身体には今、淫らに異物が挿入されている。しかも、コルセットの紐はきっちりと締めたままで、靴も穿いているが、下履きや長靴下、それをとめる靴下留めはアシュラフによって全て脱がされていて、スカートの下は、殆ど無防備な、むき出し状態なのだった。

　──あ、そんなッ……──

　その突起、むき出しにされた内股に、蜜がひとしずく伝わる感触があり、フランチェスカは思わず身震いした。与えられる快感に耐えきれなくて、挿入されている真珠を伝って蜜が溢れたのだろうか。それに、尻や腿が直にドレスに触れて、それも淫らに感じてしまう。

　──こんなことで、これほど感じてしまうなんて……。私、やっぱり淫らなの……？──

　切なく哀しい想いがこみ上げ、どうか二人には気付かれませんように、と心から祈った。

「そうか？　ゼイドも言っていたが、震えているようだぞ」

　アシュラフがこちらを見つめてくる。その瞳には微かな、そして明らかに楽しむような笑みが浮かんでいた。フランチェスカは怒りがこみ上げた。

　──貴方のせいでしょう！　一体何故、こんなことを……！──

　だがその自信に溢れた、そして愛撫するような瞳に見つめられると、フランチェスカは頬が一層染まり、真珠を挿入されているその部分からは、新たにぞくぞくと心地よさがこみ上げてくるのをはっきりと感じてしまった。

　だがそれを、絶対に、他の皆に知られてはならなかった。

「ありがとうございます、陛下。でも、どうかお気遣いなく……」

　フランチェスカはアシュラフを気丈に、睨むように見返して何とか微笑み、身体と心を懸命に抑え、従者二人に向き直った。

「皆も、心配させてごめんなさいね。午後の、織物工房への視察は、必ず参りますから……。職人の皆さん達にもお目にかかりたいの。それにあそこには、母や祖母が刺した刺繍が何枚も飾られているし……」

　優れた刺繍の腕を持っていた母や祖母は、職人たちの見本や参考になるようにと、工房にも自身の作品を飾っていた。特に、早世した母の作品は少ないので、フランチェスカは今回、それらが見られるのを楽しみにしていたのだった。従者達も、それはもう心得ている。

「むろんです！　それに、お戻りになったフランチェスカ様に、是非お目にかかりたいと皆が申しております。職人たちの家族も総出で……。ですが皆、貴女様が、いえ、アシュラフ陛下とフランチェスカ様が、領民たちの為にどれ程お忙しいかは存じております。どうかご無理はなさいませぬようお願いいたします……！」

　ジョバンニは熱意と敬意を込めてそう言い、ゼイドも、同意するように大きく頷く。

　ジョバンニはフランチェスカより一つ年下で、幼い頃から両親と共にドマーニャ家に仕えている。いつも彼女にとても忠実な、純朴な少年だった。タルスクからアシュラフの供をしてきたゼイドとも、年が近いこともあってすぐに打ち解けたようだ。

　今、二人がそれぞれに、気遣わしげな表情を浮かべてこちらを見ている。フランチェスカは後ろめたさで心が一杯になった。

「ありがとう。──ここは、もういいわ。二人とも下がって。先にお昼を食べてきて」

「え、ですが……」

「大丈夫だから、ね……」

　精一杯にまた微笑んで促すと、ジョバンニは真っ赤になり、ゼイドは気遣わしげな表情を浮かべたままで、それぞれ丁寧に一礼して出ていった。

「あ、ッ……！」

　そして扉が閉ざされると、フランチェスカは思わず全身でため息を漏らし、机に手をついて身を支えた。荒い息が唇から漏れ、全身を支配する、淫らな感覚に頬が真っ赤になる。今まで自分を律して何とか立っていたが、今にも膝が崩れそうになった。

　──と、アシュラフが椅子から身を起こし、傍らに立つ気配があった。机についた腕を掴まれ、思わずそちらを向く。

「え……？」

　きっと、淫らな感覚に翻弄されている自分をあざ笑っているのだろうとフランチェスカは思っていた。だが予想外に、こちらを見るアシュラフの瞳はひどく真剣だった。むしろ、何か怒っている様子で凝視してくる。その黒い瞳に、フランチェスカは吸い寄せられそうになった。

「俺が欲しいか。フランチェスカ」

　瞳をそのままに、そう問いかけてくる。

「どうして、こんなことをされるのです、陛下……！」

　その言葉に、フランチェスカははっと我に返り、彼を睨み返した。そして荒い息の下、懸命に言葉を継ぐ。

「貴方は、私の故郷に着いてすぐに、領民たちの危機を救って下さったのに……！」

　当時のことが、一気に彼女の脳裏をよぎっていった。





　　　　◇◇◇






　それは二週間前、二人を乗せた船が早朝、朝靄の中、イリリアのフランチェスカの故郷、ドマーニャ地方の小さな港に無事接岸した時のことだった。

「申し訳ございません、上陸は、しばしお待ち下さい、陛下！」

　イリリアまでの航海は幸い天気に恵まれたのだが、港で、数人の兵士たちとともに駆け寄り、そう叫んできたのは、アシュラフの派遣した兵士たちの隊長、カリムだった。鉄灰色の髪の、年配だがまだ引き締まった体つきの武将だ。この時、アシュラフは目視できる段階で不穏なものを感じたのか、既にゼイドを供に、甲板に出ていたのだった。

　そして、フランチェスカもそれに気付いていた。彼女も、一刻も早く故郷を見たくてこっそり船室から出ていたのだ。だが彼女は今、帰ってきたばかりの故郷の様子に、愕然としていた。

「これは、一体……!?」

　思わず頭に被っていたベールを脱ぎ、港やその奥の街に目をこらす。

　船が接岸した港からは真っ直ぐに道が延び、この道を大通りにして街が広がっている。道のその先は緩やかな上り坂で、なだらかな小高い丘に続いている。その上にフランチェスカの生まれ育った館がある。この港から館の周辺一帯、そこに立ち並んだ石造りの街が、ドマーニャ地方の中心で、領主館の城下町になっているのだ。

　だが今、その港や街のあちこちから煙や炎が上がっていた。そして住民達の叫び声と物の壊れる音、さらに男たちの怒鳴り声が聞こえてくる。港も積み荷などが随分とひっくり返され、火のつけられた跡も見えて、酷く荒廃した状態だった。こちらに逃げてくる住民たちもいる。彼らを、カリムやジョバンニたちが急いで保護している。

「……！」

　フランチェスカは恐怖に身震いした。服装からして、暴れているのはゴッダード公爵の兵士たちだった。父が亡くなった直後、公爵の軍隊が故郷を占拠した時のことを思い出した。あの時と全く同じだ。

　──でも、どうして？　アシュラフの軍隊が派遣されているはずなのに。それにお祖母様や、ばあやは……!?──

　そして見おろす港には、出迎えてくれるはずの、彼女の祖母のマリアや乳母のホアナなど、女性たちの姿はどこにもなかった。そこにいたのは、今、彼女が思い浮かべた武装したアシュラフの兵士たちと、ジョバンニを始めとする、フランチェスカとその父に仕えていた臣下、それも若い男たちばかりだった。彼らも動きやすい身なりで、剣やこん棒など、手に精一杯の武器を持ち、荒い息をついている。

「え……」

　呆然とそれを見ていたフランチェスカは、不意に強い力で引き寄せられた。いつの間にか自分に近づいてきたアシュラフが、彼女の身体を庇うように引き寄せたのだ。その温もりと香りに、思わず安堵がこみ上げた。

　船の真下では、船長が指示を出し、縄を使って船員たちと船を固定し始めていた。アシュラフは、カリムたちに船に上がってくるよう手振りで命じながら、フランチェスカを振り返った。

「フランチェスカ。お前は船室に戻っていろ」

「い、いいえ！　どうか、ここにいさせて下さい……！　勝手に出てきて申し訳なかったですが、故郷のことを把握したいのです！」

　彼を見上げ、懸命に言った。今のフランチェスカの立場では、アシュラフの許可なくその姿を他人に見せることも出来ない、ということはわかっていた。タルスクでは、女性は成年の男子にみだりに姿を現してはならないからだ。けれどようやく帰れた故郷がこの有様で、どうにも不安でならなかった。

「……」

　アシュラフは顔をしかめて何か言いかけたが、ちょうどそこにカリムとジョバンニがやって来たので、彼女を抱えたまま、そちらに向き直った。ジョバンニはフランチェスカを見たとたん、パッと顔を輝かせ、それから泣きそうになった。フランチェスカも長年自分に仕えてくれている青年に再会できて嬉しさが溢れたが、今はそんな場合ではない、と頷きかけ、視線で制する。ジョバンニも納得した様子で、カリムとともに深く二人に一礼した。

　アシュラフはそんなジョバンニをちらりと見てから、前置き無しに尋ねた。

「どういうことだ、カリム。随分と混乱している状態のようだが」

「はい。陛下がお越しになる際に、このような事態になり、誠に申し訳ございません！　──ですが、我々にも一体、何故こんなことになったのか不明なのです……！」

　カリムは沈痛に応じた。

「起こった事実をお伝えいたします。我々が派遣されるまで、このドマーニャ地方はイリリアの貴族ゴッダート公爵の私兵たちが支配しておりました。ですが、アシュラフ陛下の命令を受けて我々が上陸し、これからは我々がこの地を保護する、私兵たちはその指揮下に入るように、と申し伝えましたところ、その時は意外と素直にそれに従ったのです」

　その言葉に、フランチェスカは苦い思いが心に広がるのを感じた。おそらく大帝国であるタルスクの威光と、アシュラフの兵士たちの有能さを恐れたからだろう。ゴッダート公爵の指揮の下、新しい支配者としてドマーニャにやって来た時、公爵自身もその兵士たちも領民たちには非常に高圧的で、容赦なかった。王宮で見た公爵の、アシュラフに対する卑屈な態度を見ればわかる。彼らは弱者には強く出る一方、強者にはとことんおもねる連中なのだ。

「ですが、数日前からゴッダートの兵士たちが、何やら不穏な、ひどく落ち着かない態度になり、小競り合いが絶えなくなりました。何故か話が通じなくなり、こちらが彼らを制しようとすると暴れるようになり、とうとう昨日の夜頃から、このような暴動に発展いたしまして……領民たちの家を壊し、略奪するなど、被害が広がっております」

　カリムは顔をしかめて続けた。

「人数は奴らの方が多く、また領民たちや、さらに自分たちの同僚まで盾にして奇声を発しながら暴れ回るもので……。このような事態は、初めて見ました。ともかく我々は領民たちと協力し合いまして、夜通しで年寄りや子供、女性たちを城館に避難させ、何軒かの消火をし、彼らを追い払うので精一杯でした。ですが、まだ逃げ遅れた者もかなりいる様子で……」

　フランチェスカは思わずアシュラフを見上げ、言った。

「アシュラフ陛下！　ゴッダート公爵がドマーニャ地方にやって来た時も同じでした。彼の兵士たちは何か、ものに取り憑かれたかのような暴れ方をして、私の故郷を荒らし回ったのです。死も恐れないような、とんでもない力を得たかのような戦いぶりで、城を守ってくれていた父の臣下たちでは全く対抗できませんでした……」

　その時の事を思い出し、ぞっとする。今考えるとあの光景は異常だった。彼らは明らかに略奪だけでなく、破壊や放火を楽しんでいた。家々がレンガの山になるまで破壊しつくし、さらに逃げ遅れた領民たちを剣でなぶり者にし、女たちに乱暴して大笑いしていたのだ。

　彼らの様子は明らかにおかしかった。フランチェスカが見ても、ドマーニャの領民たちを大逆人の臣下であり、弱者だと見なしているから、というだけでは無いように感じられた。それが余りに恐ろしかったからこそ、フランチェスカは降伏を受け入れ、ゴッダート公爵に、自分はどんな目に遭ってもいいから領民たちを助けてくれと哀願したのだ。

　──なのに、またこんなことになるなんて……！──

　フランチェスカは、恐怖と怒りに身を震わせた。

「──ふん、わかった」

　けれどその時、アシュラフは彼女の言葉にすぐに頷いた。そして、目を見張るフランチェスカを軽く脇に押しやり、言った。

「俺はこれからすぐ上陸し、そのまま兵士たちの指揮を執る。この船にはさらに幾らか兵を乗せてきている。それに俺の考えが正しければ、ゴッダートの兵士たちは、そろそろ力尽きてくる頃だ」

「えっ……!?」

　そこにいた皆は、フランチェスカを含め、全員息を呑んだ。

「不服か」

「い、いいえ、滅相もないことです！　ですが陛下、この地にいらっしゃったのは初めてでございましょう。せめて地形などを把握されてから……」

　カリムとゼイドが慌てて言う。だがアシュラフはきっぱりとかぶりを振った。

「そんな悠長なことを言っている場合ではない。出来るだけ早くこの事態を収拾させた方がいい。それには、俺が指揮を執るのが一番だろう。──そこにいる男は、ドマーニャの人間か？」

　聞かれてジョバンニはぎょっとしたようだが急いで頷いた。フランチェスカも目を見張った。かなり片言だったが、アシュラフはイリリアの言葉も少しわかるようだ。

「は、はい」

「では、お前に案内を頼む。出来るな」

「はいッ！」

　最初呆然としていたジョバンニはすぐに強く頷いた。そこへフランチェスカは懸命に言った。

「陛下、私もご一緒させて下さい……！」

　言ったとたん、今度はアシュラフも含めて全員が驚いて彼女を見た。アシュラフは顔をしかめてかぶりを振った。他の男たちもそれに倣ならう。

「駄目だ。危険すぎる。お前は安全が確認されるまで、船で待っていろ」

「いえ、どうかご一緒に……。あの、失礼ですが、私の姿を見せた方が、領民たちは安心すると思います。女性や子供がまだ残されているかもしれないなら、尚更。それに私なら、タルスクとイリリアと、どちらの言葉もわかります……！」

　懸命に言う。アシュラフはイリリアの言葉もわかるようだが、自由に使える、という様子ではなかった。

　すると、アシュラフはさらに描いたような眉を強くひそめて、フランチェスカを見返してきた。フランチェスカはどきりとした。また、随分と生意気なことを言ってしまったと思う。

「お前は、馬には乗れるか」

　だがその時、アシュラフがそう聞いてきたので、慌てて頷いた。

「はい、乗れます！」

「──わかった。事は急を要する。確かに、俺一人よりはお前がいた方がいいだろう」

　頷いた彼の言葉に、フランチェスカは却って驚いてしまった。ゼイドもカリムも、そしてジョバンニも同じらしく、目を見張っている。

「ただし、俺から絶対に離れるな。いいな」

「はい……！」

　アシュラフは、フランチェスカがもう一度、強く頷くのを確認すると、他の臣下たちが何か言おうとするのを制し、命じた。

「直ちに今、ドマーニャにいるタルスク軍を全て港に集結させろ。協力したいという領民たちも呼べ。数は多いほどよい。また、馬を用意させろ」

「はっ……！」

　淡々とした口調なのに、何故か有無を言わせぬ声だとわかった。命令と、それが速やかに聞き届けられることに、慣れきっている男の声。

　──この人は、王なのだ……──

　フランチェスカは今さらながらに、そんなことを実感し、それからふと心配になった。

　──でも、大丈夫かしら。確かにゴッダート公爵の兵士たちは人数が多かったわ。港から見ても随分暴れていたようだし──

　何よりも、彼がドマーニャに来たのは初めてで、不明なことも多いはずだ。それなら、何としても自分が彼を助けなければ、と思い直す。

「何をしている、早く来い」

「はい！」

　その時、振り返ったアシュラフに呼ばれ、フランチェスカは慌てて後に続いた。不思議と、怖いとは思わなかった。彼が傍にいるからだろうかと思った。

　すぐにタルスクの全軍が港に集まった。ともに闘うと志願した領民たちも一緒だ。アシュラフはまず、味方の彼ら全てにこう呼びかけた。

「良いか。暴徒化している私兵たちは数が多い。だからまず、我々は兵を分散させず、このままの集団で私兵たちを捕らえる。一番まずいことは、奴らが団結して俺たちに向かってくることだ。だから、奴らがお互いに連絡できないよう囲い込むことが肝心だ。いいな」

「は！」

　そして、アシュラフの命令通り、タルスクの兵士たちは次々に暴れている私兵たちを捕らえていった。

　確かにゴッダートの私兵たちの数は多かったが、暴徒化して街のあちこちで騒いでいたところに、訓練されたタルスクの兵士たちが集団で鎮圧にやって来たので、手も足も出なかった。私兵たちは分散していた為、それぞれその場では、数の上でもタルスク軍に敵わなかったのだ。

　また、フランチェスカやジョバンニ、その他ドマーニャの領民たちが、その案内役を引き受けたので、アシュラフはたちまち街や館の周辺の地理を把握した。その為、移動も円滑だった。

　──凄いわ、本当に、彼自身の手足のように兵士たちが動く……！──

　アシュラフの隣で自身も馬に乗り、案内役と通訳を務めながら、フランチェスカは密かに感嘆していた。ドマーニャにも父の配下の私兵はいたし、イリリア軍の訓練も見たことがある。だが、こんなに統制の取れた動きの出来る兵士たちは初めて見た。

　暴動の起きている現場に駆けつけると、兵士たちはアシュラフが短く合図するだけでさっと私兵たちの背後に回り、彼らがうろたえている間に剣で威嚇してさっさと捕らえてしまう。無駄に血を流すこともなかった。

「フランチェスカ様……！」

「ご無事だったのですか！」

　領民はアシュラフの姿に最初呆然とし、それから、フランチェスカに気付いて歓声を上げた。フランチェスカは驚いている場合ではないと急いで気持ちを落ち着かせ、アシュラフが私兵たちを捕らえている間に、皆に懸命に呼びかけた。

「皆、心配させてごめんなさい。詳しい話は後でしますが、この方はタルスクの国王、アシュラフ陛下。異国の方ですが、私たちの味方です。どうか皆、この方の言葉に従って。暴動の鎮圧はこの方と部下の兵士たちに任せて、貴方たちは消火や、怪我人を助けて欲しいの！　そして怪我をした方や、お年寄りや子供は、皆、城に避難して下さい！」

　彼女がそう呼びかけると、不安そうだった彼らはみるみる安堵の表情を浮かべ、一斉にその通りに動き出した。

　タルスク軍の兵士が数名、領民たちの力を借りて、ゴッダートの私兵たちを鎖で繋ぎ、城へと引き立てていく。フランチェスカがジョバンニに、館の地下牢を使うようにと連絡させたので、彼らはひとまずそちらに監禁される手筈になっていた。怪我をした領民たちは荷車に乗せられ、やはり館に向かう。

「──フランチェスカ、次は街の北側の広場に移動するぞ」

　それを見届けていると、背後から声を掛けられた。はっと振り向くと、アシュラフがこちらを見つめていた。

「そこの暴動が大きいようだ。お前は今のように領民たちに呼びかけ、動揺しないように伝えろ」

「はい！　皆、頑張って……！」

「アシュラフ様、フランチェスカ様、本当にありがとうございます……！」

　フランチェスカは頷くと、領民たちにそう言い、急いで馬を巡らせて彼の後に続いた。領民たちが感謝を込めて、その背に声を掛ける。

　──そして、太陽が中天にさしかかる前、つまり昼にもならないうちに、男たちは皆捕らえられ、暴動は収まったのだった。

　鎮圧が進むにつれて、私兵たちはみるみるうちに気力を失っていき、最後はへたり込んで、アシュラフに命乞いをする有様だった。

　その光景にもまた、フランチェスカは異様なものを感じた。あんなに興奮して、暴れ回っていた私兵たちが、どうして急にこんなに駄目になってしまったのだろう。幾らアシュラフの兵士たちの有能さに圧倒されたとしても、情けなさ過ぎる。

　──そういえば、アシュラフ様がそんなことを言っていたような……？──

　ふと思い当たったが、その時、アシュラフが声を掛けてきた。

「お前の館が見える。迎えが来ているようだぞ」

　その言葉に、フランチェスカはぱっと顔を輝かせた。館の正門は開放され、その前に、祖母のマリアと乳母のホアナ、その他侍女たちの懐かしい顔があった。

「お祖母様、それに、ばあやも……！」

　明るい早春の日差しの中、フランチェスカはいてもたってもいられなくなって馬から飛び降りた。金色の髪が、さっと流れる。

「フランチェスカ……！」

　灰色の髪を一つに編み、ガウンを羽織った祖母のマリアは、フランチェスカを見たとたんに泣きながらその身体を抱きしめた。彼女は父の死後も、あまりに辛いことが続いた為に耐えきれず、病に伏していたのだ。エメラルドグリーンの瞳が孫にそっくりで、少しやつれているが品の良い老婦人である。フランチェスカはなるべくそっと、けれど思いを込めて、祖母を抱きしめ返した。

「お祖母様。起きていていいの、大丈夫!?」

「お前がドマーニャに帰ってくると聞いたとたんに、病など吹き飛んでしまいましたよ。残されたお前が、こんなにも頑張っているのだもの。私も、何としても生きて、お前の力にならないとね。……この方は？　異国の方のようだけれど」

　問われてはっとする。背後からアシュラフが、軍を率いて静かにやって来ていた。

　──どうしよう、彼のことを何と話そう……──

　自分が公爵の陰謀で性奴隷にされたということは、先に送った手紙の中には書いていない。それを知られて、皆に心配を掛けたくなかったからだ。それはアシュラフにも伝えてはあるが、どんな態度を取るかは全く彼の自由の筈だった。

「──イリリアのドマーニャ侯爵の息女、フランチェスカ姫の祖母君か」

　その時、アシュラフが馬を下り、すっと前に出た。

「タルスク国王、アシュラフ一世と申す。姫の請願により、このドマーニャを救うべく兵を出させていただいた。挨拶が遅れて申し訳ない」

　そして、フランチェスカだけでなく、そこにいた全員が目を見張った。彼は端正な仕草で胸に手を当て、一礼したのだ。身分の高い男性が、女性に敬意を示す仕草だった。

「まあ、それは……」

　マリアは驚いた様子だったが、さすがに年配の貴婦人らしく、ガウンの裾を摘まんで丁寧にお辞儀を返した。

「我が孫、フランチェスカの言葉をお聞き届け、さらにドマーニャの危機をお救い下さり、ありがとうございます。ドマーニャ家の最長老として御礼申し上げます」

「今後も、この地方を救うために貴女の館に滞在する所存だが、よろしいか」

　アシュラフの問いかけに、すぐに彼女は応じた。

「勿論でございます。質素なところでございますが、どうかこの館をアシュラフ様の家と思い、いつまでもご自由に滞在されますよう」

　マリアの言葉に、フランチェスカはほっとした。そしてそっと、彼に話しかけた。

「陛下。この暴動で傷付いた領民たちが、館に運び込まれています。私たちは皆の手当てをし、介抱したいと思います。よろしいでしょうか」

「構わぬ。お前の思うとおりにしろ。皆も、良いな」

　アシュラフはすぐ頷き、皆を振り返った。とたんに、タルスクの兵士と領民と、どちらからも歓声が上がった。

　こうしてアシュラフは、あっという間にドマーニャの領民たちの心を掴み、新しい主人として皆に心から迎え入れられたのだった。

　その後、フランチェスカは帰宅の挨拶もそこそこに、乳母や侍女たちに指示を出し、城に運び込まれた領民たちの手当てをすることになった。幸い、死んだ者はいなかったが、怪我人は相当な数だった。アシュラフもまた、すぐに館に入り、カリムや、ジョバンニなどドマーニャの主立った者たちの報告を聞き、状況を把握していった。そして直ちに兵士たちに命じて、領民と協力し、暴動の片付けを行うよう命じていく。

　──そうして目の回るような一日はあっという間に過ぎ去り、状況が一段落した時には、既に夜になっていた。

　祖母が先に休んだのを確かめると、フランチェスカは一人でそっと、館の主人の執務室に行った。控えの間の向こうの扉は開いていた。そこからそっとのぞき込むと、アシュラフは、かつてフランチェスカの父が政務を執り行っていた机に座り、カリムやジョバンニにまとめさせた幾枚かの書類を広げて何か考え込んでいる様子だった。

　それを見て、何故かフランチェスカは、自分がとても安心していることに気づいた。父が政務している時と同じ、いや、それ以上の心地よい感覚だった。

　──どうしてかしら。やっぱり殿方が……それも、頼りになる方がこうしてここにいてくれるから……？──

　ふとそんなことを思い、それから気を取り直し、開いていた扉を軽くノックする。と、彼はすぐに顔を上げた。フランチェスカが一人で佇んでいるのを見て、微かに眉をひそめる。

「まだ、休んでいなかったのか」

　けれど、かけられたのは穏やかな声だった。フランチェスカはややほっとした。頷いて部屋に入り、彼の傍に立つ。

「はい。お話ししたいことがありまして……。陛下。急にこのイリリアに来て、さぞかし色々ご不自由があると存じます」

　まず、そう切り出した。

「祖母も申しておりましたが、御国のタルスクと違い、ここは本当に小さな領地で、館もこの通り小さなものです。陛下にとっては、さぞご不便だと思います。出来る限り手配いたしますので、ご不満がありましたら仰っていただけたらと……」

　言いながら、タルスクの王宮で過ごした時のことを思い出し、フランチェスカはやや恥ずかしくなってしまった。

　もちろん、生まれ育ったこの館も、父が政務に励んでいたこの部屋も、彼女は大好きだった。

　春の初めであり、穏やかな気候のイリリアとはいえ、夜はまだかなり冷え込むため、暖炉に火が焚かれ、石造りの壁には、祖母と母、それにフランチェスカが三人で仕上げた刺繍のタペストリーが掛かっている。深紅の地に、葡萄の輪の中で眠る獅子の意匠は、ドマーニャ家の紋章だった。本棚には沢山の本がぎっしりと収まり、床にもこのドマーニャで織られた絨毯や毛皮が敷き詰められていて、落ち着いて暖かな雰囲気が漂っている。

　だがこの館は、今までアシュラフが過ごしていた壮麗な王宮とは、比べものにならないささやかさだ。それらはそのまま、タルスクとイリリア、それも一地方の持つ力の差をはっきりと表している。

　それは、どうしようもない事実だった。何しろタルスクの王宮では、後宮から表玄関に移動する時ですら結構時間がかかったのだから。アシュラフはさぞかし違和感を感じているだろう。

　──だが、フランチェスカの思いをよそに、アシュラフはあっさりとかぶりを振った。

「いや、良い」

「えっ……!?」

　思わずとんでもない声を出してしまい、フランチェスカは慌てて口を押さえた。

「これで良いと申しているのだ。執務室も寝室も、使い勝手がよい。使用人達もよく教育されている。……何をそんなに驚いている？」

「い、いえ。御国の王宮に比べたら、さぞかし私どもの館では、手狭だろうと思っていたのです。なのに……」

「別にそうは思わぬ。俺が子供の頃、母とともに住んでいた館は、これより小さかった。そしてこんなに居心地よくはなかった」

　意外な言葉だった。フランチェスカは目を見張った。

「言いたいことというのはそれか」

「あ、いいえ」

　逆に問いかけられ、慌ててかぶりを振る。そして、改めて彼に向き直った。

「申し訳ございません、こちらをまず話すべきでした。……私から、陛下に御礼をまだ申し上げておりませんでした。今回のこと、本当にありがとうございます。陛下のおかげで、私の故郷は暴動から救われました。心から御礼を申し上げます」

　何よりそれを伝えたくて、フランチェスカは執務室にやって来たのだった。祖母がしたように、スカートの裾をつまんで丁寧に頭を下げる。顔を上げると、アシュラフは軽く目を見開いて彼女を見つめていた。そして、ふと顔を背け、ぽつりと言った。

「……お前は、臣下や領民たち、それに家族に、随分と愛されているのだな」

「え……」

「上陸する際に、お前が言った通りだった。お前が姿を見せたとたん、皆、心から嬉しそうにその名を呼んで安堵していたな。おかげで随分と、領民たちとの意思の疎通が捗はかどった」

　言われて、フランチェスカは嬉しさに頬を染めた。思わず笑みが浮かぶ。

「それは……。父が亡くなり、祖母と私だけになってしまったので、領民たちが、私たちを支えようと一生懸命に協力してくれているのでしょう。ありがたいことです。……それに、何よりも、陛下がタルスクの兵士を率いて、あれほどに確かな指示を出して下さったから、皆、安心したのだと思います。私では、とてもそこまで出来ませんでした」

　その言葉に、アシュラフは、しばらく無言だった。やがて、ぽつりと言った。

「俺の周辺では、お前の故郷のようなことはなかったな。子供の頃、俺が父に疎んじられると、取り巻いていたはずの連中は、あっという間に手の平を返した」

「……！」

　呟くような言葉に、フランチェスカはまた、目を見張った。自分の故郷でアシュラフを見ているからだろうか。彼について意外なことばかり聞く気がした。だがアシュラフは軽く首を振ってそれ以上は語らず、すぐにフランチェスカに向き直った。

「暴動の件だが、出来るだけ早く片付ける。それが済んだら、直ちに当初の、ドマーニャ名産の織物や刺繍の増産について計画する。……それにはやはりお前の力が必要だな。まずは現状を把握するために、今日のようにお前に、臣下や職人たちとの交渉役をつとめてもらうことになるだろう」

　ふと顔をしかめて言う。何か、ひどく不本意そうな口調だった。絶対王者のアシュラフにとって、彼女の力を借りることは気分が良くないのだろう、とは察したが、フランチェスカは少しむっとした。

「それは、精一杯勤めさせていただきます。以前も、父が不在の際には、祖母と私とで政務を行ったことがありましたから」

「その際にも、臣下やその他の男たちと会ったのか」

「はい」

　正直に頷くと、何故か一層、アシュラフは不機嫌そうな顔になった。そしてふいに立ち上がると、フランチェスカの細い腕を掴み、引き寄せた。

「きゃ……！」

「忘れるな。お前は、俺のものだということを」

　後ろから羽交い締めにされ、低い声で耳元で囁かれる。フランチェスカは目を見張った。

「お前の故郷に戻ったからといって、俺はこれまでの関係をやめるつもりはない。お前は変わらず、俺の性奴隷だ」

　フランチェスカは目を見張り、何とか振り向いてアシュラフを見た。漆黒の瞳がこちらを凝視していた。勝ち誇った傲慢な表情かと思ったが、違った。酷く真剣な眼差しで、思わずその瞳に吸い寄せられそうになった。

　──どうしてそんな、わかりきったことを言うのだろう……──

　彼の瞳に見とれながらそう思ったが、すぐにあることに気付いた。アシュラフの故郷、タルスクでは、女性は成人男性の前に姿を見せるのは、基本的に禁じられているのだ。彼らが信じる異教の神が、それを禁じている。フランチェスカはそれを、知識として知っていた。だが今日、自分はずっと、皆の前に顔も姿もずっと晒して、駆け回っていたのだ。父が生きていた時と同じように。

　それは、確かにアシュラフにとっては面白くないことだろう。性奴隷が、自分たちの常識に従わないのだから。彼のような絶対者にとって、支配が及ばないようで不快なのだろう。

　──そんなつもりは、なかったのだけれど……──

「陛下。私の立場は、よく、わかっております……」

　フランチェスカは懸命に考えを巡らせ、言った。

「陛下のお力がなければ、私は、故郷を守るどころか、帰ることすら出来ませんでしたし、これからも、貴方のお心一つで、私も、私の故郷も、運命が変わってしまうことも自覚しています。私が、陛下の性奴隷であることも変わりはありません。陛下の御国、タルスクの神の教えからも、私のすることを、奴隷の立場で出過ぎている、生意気だ、と思われるのは当然だと思います。ですが……」

　必死に、アシュラフの瞳をのぞき込む。アシュラフは顔をしかめて何か言いかけたが、フランチェスカが言葉を継いだので、口をつぐんでしまった。

「どうか私と、臣下や領民たちとが接することはお許し下さい！　アシュラフ様も仰ったように、ドマーニャの産業を活性化するには貴方様と、ドマーニャの民との間に立つ人間が必要で、現状からして私が当面、その役を負うしかないと思います。また、そのことでどうか、私の臣下や領民たちを悪く思わないで頂きたいのです。それにもう一つ、図々しい願いだとは存じますが、祖母には……祖母にだけは、貴方様と私の関係を知られたくないのです。どうか、……！」

「──もういい！」

　その時、アシュラフがふいに、そうさえぎったので、フランチェスカは思わず身を竦めた。怒らせた、と思ったのだ。だが彼は、確かに苛立った様子だったが、それ以上は言及しなかった。かわりに、フランチェスカを自分に向き直らせ、さらに強く引き寄せる。

　彼の手が、ドレスの上から明らかに愛撫の仕草で、フランチェスカの腰や背を撫で上げた。意外な程に優しい、そして彼女の感じやすいところを知り尽くしている仕草だった。その行為だけで、フランチェスカは感じてしまい、びくんと身を震わせた。

「……！」

「言いたいことはわかった。それでは今すぐ、それをお前の行動で証せ」

　アシュラフの唇には、傲慢な笑みが浮かんでいた。だが、漆黒の瞳は相変わらず、食い入るように彼女を見つめている。

「お前は、今日、随分と俺に対し、頼み事をしたな。それは受け入れてやる。だが、見返りとして相応の働きはしろ。いいな」

　視線をそのままに、畳みかけるように言われ、フランチェスカはただ、震えながら頷いた。

「それなら来い。今から、もう一度お前の立場をよくわからせてやる」

　アシュラフはそう言い、フランチェスカの肩を抱いて歩き出した。執務室と主人の寝室は、扉で繋がっている。フランチェスカはただ、彼の行為に従うしかなかった。そして、抱き寄せられる彼の手の力強さに、確かにときめきを感じてしまっていた。

　──アシュラフとの、イリリアでの日々は、こうして始まったのだった。





第５章




「あ、ッ……！」

　そして二週間後の今、抗議も空しく、フランチェスカは明るい光の中、故郷に帰ってきた夜と同じように、アシュラフの腕に抱きすくめられていた。

　いや、その時よりももっと淫らな格好だった。執務机に両手をついた格好で、背後からアシュラフに、のしかかるようにして抱きしめられているのだから。しかも体内の、花芯から繋がる茎には、真珠の首飾りが挿入されている。

　──この日の朝、二人が手がけている織物工房を増設する件で急ぎの報告があり、フランチェスカは取り急ぎ寝室で、ゼイドやジョバンニ、それに他数名の臣下たちの話を聞くことになった。

　アシュラフは、ドマーニャ地方にやって来るなり暴動を収め、その後片づけもすぐに済ませると、あとは直ちに、そして精力的にこの地方の名産である刺繍と絹織物の増産に取りかかったのだ。

　彼はドマーニャにいる職人たちの現状を把握し、良い作品を作り続けることを条件に、その生活を当面保証し、他の地域で冷遇されていた職人たちを新たに雇用するとのふれを出した。そして、新しい支配者としての彼は、そうした職人たち以外の農民や商人たちにも大歓迎された。フランチェスカの父である侯爵が亡くなり、娘のフランチェスカもゴッダート公爵に連行されてしまってから、ドマーニャは非常に治安が悪くなり荒廃した状態で、種まきや商売など、到底出来ないような状態だったからだ。だがアシュラフと、彼の率いる軍隊が入ってきたおかげで、ドマーニャは平和を取り戻し、彼らも安心して働けるようになった。

　そして、アシュラフの政策はすぐに良い結果をもたらした。新たに多くの職人たち、織り手、刺繍のお針子などがドマーニャにやって来て、アシュラフもフランチェスカもその対応に追われることになったのだ。その為にフランチェスカは今朝、寝室で臣下たちの報告を受けていた。

　この時、アシュラフは当初、不在だった。彼はイリリアに来ても相変わらず多忙な様子だった。前述の産業の増産の為か、とフランチェスカは最初思っていたのだが、どうやらその他に何か、調査させている事案があるようで、何故かこのドマーニャの臣下たちを呼び、話し込んでいることが多い。そちらもお手伝いをいたしましょうか、と申し出たのだが、アシュラフに断られてしまったのだ。

　そして今朝も、アシュラフがその件の為なのか、早朝から出かけていたので、フランチェスカはともかく自分だけでも確認しようと、臣下たちの報告を聞き、提出した書類に目を通していたのだった。無論、例の白の地に、緑の草花を描いたドレスをまとった格好で、髪もきちんと編んで垂らしている。

「まあ、皆、短い間によくここまで計画を立ち上げてくれたのね……！　これが実現されれば、以前よりもずっと沢山の絹織物や刺繍した布を生産できるようになる筈よ。皆のおかげだわ」

　提出された書類に目を通した後、心から感謝してそう言ったフランチェスカに、臣下たち、それにアシュラフの部下達も、とても喜んでくれたのだった。

「勿体ないお言葉です、フランチェスカ様」

「この件で、アシュラフ様と、フランチェスカ様が本当に精せい励れいされておいででしたので、臣下の私どもこそ、頑張らねばと思い……」

「我らは、フランチェスカ様の御為ならば、どんなことでも果たす所存でございます」

　皆が口々に、まるで競うようにそう言ったので、フランチェスカは胸が熱くなるほど嬉しかった。父の生前から皆、臣下たちはフランチェスカに忠実だったが、タルスクから彼女が戻ってからは一層、熱心に仕えてくれている。それはアシュラフの部下達も同じだった。

　──どうしてかしら。私が何とかドマーニャに戻れて、喜んでくれているから……？　でも、アシュラフ様の部下達も、同じように接してくれる。そちらはきっと、彼がきちんと命じているからね。だけど、理由はどうあれ、本当に嬉しいことだわ……──

　フランチェスカは感謝の思いを込めて、思わず一番傍にいた、ゼイドの手を取っていた。ゼイドは驚いて頬を染めたが、フランチェスカは気付かなかった。以前から彼女は、身分に関係なく、誰に対しても率直に感謝と嬉しさを示し、皆と触れあうことも普通だったからだ。そして領民たちは、そんなフランチェスカの振る舞いをとても喜んでくれていた。

「ありがとう。貴方たち、タルスクの方たちと、ドマーニャの皆が協力し合ってくれたからここまで短期間で出来たのよ。亡くなった父も、どんなに喜んでいるでしょう。それにアシュラフ様も……」

　そこまで彼女が話した時、不意に前触れも、ノックもなく、アシュラフが入ってきたのだった。手に何か、書類か手紙のようなものを持っている。

「──陛下……！」

　いきなり入ってきた彼にフランチェスカは呆然としたが、すぐにゼイドから手を離し、急いで一礼した。ゼイドは慌てて身を引き、さらに丁寧に頭を下げた。他の男たちも一斉に居住まいを正し、頭を垂れる。

　だがアシュラフは、その様子を一瞥すると、顔をしかめた。そして手にしていた書類などを机の引き出しに入れ、鍵を掛けると、臣下たちに向かって素っ気なく命じた。

「下がれ」

「え？　あの、計画についてのご報告を……」

「陛下、私からご説明をいたします！」

「よろしければ私も……」

　フランチェスカが急いで言いかけ、皆もフランチェスカを庇うように口々に申し出てくれたのだが、その様子を見たとたん、アシュラフは一層苛立った様子だった。

「下がれと命じた、行け。──フランチェスカ、お前は来い」

　フランチェスカは、当惑しながらも、急いでまだためらっている皆に頷き、彼の言うとおりにして、と目で促した。これ以上、アシュラフの機嫌を損ねては、彼らに随分迷惑をかけてしまうと思ったからだ。

　──どうして、こんなに不機嫌なのかしら……──

　フランチェスカは困惑していた。以前、確かめた通り、アシュラフはドマーニャでの暮らしが嫌なのでは無さそうだった。フランチェスカの他、自身の部下や、ドマーニャの臣下たちと、率直に意見を出し合って議論している時など、随分と楽しそうに見える。やはり、女性の自分が、色々と政務に口を出すのが鬱陶しいのかもしれない。

　──でも、それは認めてくれていると思っていたのだけれど。議論する時は私の話もきちんと聞いて下さるし。それに、政務を行っている私のことが疎ましいのなら、毎晩、あんなに求めたりするかしら……？──

　ついそんなことを考えてしまい、それから頬を染めた。何てはしたないことを考えているのだ、と思う。だが事実だった。アシュラフはタルスクにいた時よりも、さらに多忙そうなのに、毎晩どんなに遅くなっても必ず寝室に戻ってきて、フランチェスカを抱く。その求め方は激しく情熱的で、彼女はいつも途中で気を失ってしまう。そして彼女が朝、目覚める頃には、既にアシュラフは先に政務に就いているのだ。

　そして、臣下たちがフランチェスカを案じながらも寝室から出て行くと、アシュラフは、困惑しながら思いを巡らせていた彼女に向き直り、こう命じたのだった。

「床に立ったまま、ベッドに手をつけ」

　フランチェスカは驚いたが、ともかく言われるままにした。が、次の瞬間息を呑んだ。アシュラフがいきなりドレスのスカートをペチコートもろともめくり上げ、頭にかぶせるようにしたからだ。

「何を……！」

　さらに、彼女が問いただす隙も与えず、その下に穿いていたドロワーズに手をかけ、床まで引きずり下ろし、足から抜いて取り去ってしまった。そのために靴も一度、脱がせてしまう。靴下留めでとめた長靴下は穿いているが、むき出しにされた白い尻の双丘を、アシュラフに突き出している格好にされ、フランチェスカはさすがに慌てた。真っ赤になって振り向く。スカートがさらさらと音を立てた。

「……！　ま、待って下さい、どうして……」

「黙れ」

　そう短く言うと、アシュラフは無造作に彼女の上半身をベッドにうつ伏せにさせた。スカートはまくり上げたままである。そして手を伸ばして、ベッド脇の小さなチェストを開け、小さな箱を取り出した。フランチェスカはそれを背中の気配で感じながら、ただ震え、されるがままになっているしかなかった。さらに恥ずかしいことに、そんな手荒なことをされているのに、彼に触れられているためだろうか。フランチェスカの身体は感じ、花芯が密かに濡れ始めていた。そんな自分も信じられなかった。

「えっ、ン……」

　ややあって、再びアシュラフの指がフランチェスカの双丘の間に差し込まれ、その間に隠された花びらを押し分けた。フランチェスカはびくんと震え、花芯は一層濡れた。アシュラフもそれに気付いた筈だが、その時は何も言わなかった。そしてもう片方の手が、露わにされた花芯に、何か固いものを押し込んできた。

「あぅッ、な、何、……！」

　何か、丸い玉を連ねたようなものが、花芯の奥の茎へと押し込まれていく。慌ててもう一度振り返ったフランチェスカの目に、ちらりと映ったのは、美しい大粒の真珠のネックレスだった。短めの長さで、彼女の持ち物ではない。

「え……？　そ、それは、うッ……」

「動くな。じっとしていろ」

　とたんにまた、短く命じられ、中に二、三粒、まとめて押し込まれる。フランチェスカはびくりと身を震わせ、それから思わず身をしならせた。

「や、ん、ンンッ……」

　彼女の花芯は既に密かに感じ、しっとりと濡れていた上に、真珠は何か、滑りをよくするものを塗られていたようだった。その為、それはひどくなめらかに彼女の体内に滑り込み、内部の肉襞を淫らに刺激した。その上、花びらや肉襞にまで触れるアシュラフの指の感触が、一層フランチェスカの身体をあおり立てる。

「や、やめて……。どう、して、そんなッ……」

　頬を染め、荒い息をつきながら、フランチェスカは必死に彼を振り返った。こんな淫らな姿勢で、さらに秘部に異物を差し込まれるという行為をされているだけで、フランチェスカは恥ずかしさで消え入りそうだった。

　そんな彼女を食い入るように見つめながら、アシュラフは唇だけでわずかに笑みを浮かべた。

「その真珠は、タルスクの後宮でよく使われる、性奴を懲らしめるための道具だ。使うことになるとは思わなかったがな」

　その言葉に、フランチェスカは呆然とした。

「そ、んな……！　わ、私、何か……。お気に、触ることを、したの、ですか、ご迷惑、とか、……！」

　必死に声を絞り出す。政務をしているだけだったつもりなのに、どうして自分が懲らしめられなければならないのかわからない。だが、そう聞いている間にも、アシュラフは少し驚いたように目を見張り、ついで、さらに酷く不機嫌そうな表情になった。

「きゃ、あッ……！」

　フランチェスカは思わず悲鳴を上げた。アシュラフがさらに手を動かし、まだ外に垂れていた真珠を全て、ぐいぐいと半ば強引に、フランチェスカの体内に押し込んだのだ。真珠のネックレスは折りたたまれるような形で、全てフランチェスカの中に挿入されてしまった。

「あ、あぁッ……。う……」

　アシュラフが手を離すと、フランチェスカはそのまま床にへたり込んでしまった。スカートが花のように周囲に広がる。

　足に力が入らず、身体が小刻みに震えた。異物を差し込まれているため、股間に激しい違和感がある。少しでも動くと、体内の真珠が濡れた肉襞を擦り、もどかしいような、微妙な刺激を感じてしまう。

「感じているな……」

「いや、やめて……」

　アシュラフの呟きに、フランチェスカはさらに真っ赤になった。アシュラフに抱かれ続けた身体は、全身が、確かにとても感じやすくなっていたが、まさかこんなことをされるとは思っていなかったし、それでこんなにも切なく感じてしまう自分も信じられなかった。

　だがアシュラフは構わず、フランチェスカの足に靴をはかせると、切なげに震えるその身体を抱えて起こさせた。手荒ではないが、有無を言わせぬ仕草だった。

「ひぁッ……！」

　その動きで、体内で真珠が動き、その弾みで肉襞の一部を強く擦られてフランチェスカは悲鳴を上げてしまった。その耳に、アシュラフが囁いた。

「お前は本当に自分の事がわかっていない。罰だ。今日はずっとそれを入れたままにしていろ。皆に気付かれるな」

「そんな……！」

　フランチェスカはびくりとし、息を呑んだ。思わず弱々しくかぶりを振る。

「嫌なら別にいい。だが俺は、今すぐにでもお前を連れて、タルスクに戻ることも出来る。それでもいいのか」

「……！　わかり、ました……」

　けれど、アシュラフに重ねてそう囁かれた時、どうしようもなく頷くしかなかった。今、ドマーニャの復興にはアシュラフがどうしても必要だったからだ。自分の無力さをつくづくと思い知らされる。

「さあ、執務室に来い。皆に悟られるな」

　アシュラフは、足元のおぼつかないフランチェスカの身体を自分にもたれさせ、ゆっくりと歩かせ始めた。ドレスのスカートが、さらさらと音を立てて元通りに垂れ下がる。靴も履いている。その為一見、何の変化もないように見えた。だが、体内には淫らに真珠を埋め込まれ、さらにドロワーズをはぎ取られてしまった為に、太腿はむき出しで、そこを、感じた証の蜜が、濡らし始めている。

「そんな……」

　フランチェスカは力なくかぶりを振った。もう、アシュラフの身体に身を任せていないとうまく歩けない。一歩踏み出すごとに、体内の真珠がまた肉襞を刺激する。その状態で、彼女は震えながら執務室へと彼に連れられていった。心が辛くて、どうしても彼を見られなかった。

　──お前は、しょせん性奴隷だわ──

　ソラーヤの言葉が脳裏によみがえる。その通りだ。こんな仕置きを受けているのだから。

　ふと哀しみがこみ上げてきて、フランチェスカは自分でも驚いた。自分がそういう立場だというのはわかっていたし、故郷を救うためと割り切っているつもりだったのに。

「……」

　涙が溢れそうになって、それを見られまいと更にうつむく。

　だから、彼女は気がつかなかったのだ。彼女を支えて歩きながら、アシュラフが、強い執着と切なさを浮かべて、自分を凝視していることに。

「あ、あッ……」

　──そして今、再び臣下たちを出て行かせ、執務室の中で二人きりになって、フランチェスカは彼の腕の中で力なく悶えていた。

　アシュラフはふと思いついた様子で、彼女の身体を抱え、再び扉をくぐって強引に寝室に連れて行った。わずかな距離だが、その動きでまた茎の中の肉襞を擦られ、嬲られて、フランチェスカは喘いだ。何故移動するのかと思ったが、もう抵抗することすら出来ず、されるままになっていた。

「──えっ？　あ、ッ……！」

　すぐに、身支度をするための、大きな鏡がマホガニーの机の上にしつらえられた鏡台の前に立たされ、軽く背を押された。机に手をつく形になり、同時に、有無を言わせぬ仕草でスカートを再びまくり上げられた。

　その状態で、アシュラフに軽く背後から顔を上げさせられて、フランチェスカは目を見開いた。何といういやらしい格好だろうか。淫らな快感に染まった頬。潤んだ緑の瞳。まくり上げられたスカートと、むき出しにされた尻も見える。それが、アシュラフの方に、まるで誘うかのように突き出されていた。そして背後から、黒衣を身にまとったアシュラフがのしかかっている。それはまるで、彼女という生け贄を貪る魔物のように見えた。

　──でも、違う。私、生け贄なんかじゃない。この人に触れられて、心地よく感じているもの。こんなことをされて、それでも彼を欲しがっている……──

「いやッ……」

「目を、そらすな」

　行為そのものよりも、自分が感じている事実が辛くて、思わず顔を背けようとしたが、アシュラフはそれを許さなかった。片手でフランチェスカの髪を掴んで押さえ込む。そしてもう片方の手で、真珠が埋め込まれたままになっている花芯に指を這わせた。わずかにはみ出しているネックレスの金具を摘まみ、真珠を数粒、引き出す。

「ひ、ッ……！」

　フランチェスカは思わず眉をひそめ、身を反らせ、小さく悲鳴を上げた。これまでの行為ですっかり感じさせられていた彼女の身体は、濡れた肉襞で、無意識のうちに挿入されたネックレスを包み込むようにしていたのだ。それが無理に引き抜かれ、大粒の真珠の、ごつごつとした感触が、フランチェスカの肉襞を逆向きに擦りあげた。その為に強い刺激が、彼女の全身を走り抜けていく。

「あ、あンッ……」

　だがその唇から漏れるのは、荒い息と、淫らな声だった。

「感じているな、フランチェスカ……」

　とたん、アシュラフに耳元で囁かれ、再び身を震わせる。肩越しにのしかかり、のぞき込む顔は、ひどく真剣だった。フランチェスカはどきりとしてしまい、慌てて顔を背けようとした。だが彼はさらに追い込むように畳みかけてきた。あざ笑うような声ではなかった。

「もう自分一人では、立っていられないだろう。お前のここは、今、ぐっしょりと濡れている。いつもよりもさらに激しく感じているぞ。お前は、密かに淫らなことをされていると、一層感じるようだな」

「……！」

　愕然とした。だがその通りだった。自分は焦らされ、苛められると強い快感を感じてしまうということに、彼女も既に気付いていた。さらにこんな、淫靡な形で攻められると一層激しく反応してしまう。一時間近くも、皆に気付かれないような状態で、焦れったいような刺激を感じさせられていたことが、フランチェスカの身体を激しく追いつめてしまっていた。

　──私は、やっぱり淫らな人間なのかしら……──

「……！　あぁ、ンッ……」

　と、アシュラフが、焦れたような仕草でさらに、ドレスの上からフランチェスカの胸を掴み、愛撫し始めた。布越しに胸の突起を弄られて、ぞくぞくっと激しい劣情が背筋を繰り上がり、彼女は激しく身をのけぞらせた。その動きでまた、内部の真珠が大きく動き、濡れた肉襞が擦られてもどかしい刺激を受けてしまう。

「あ、も、もぅ……」

「どうして欲しいのだ……？」

　唇から声が勝手に漏れ、恥ずかしくて震えたところに、さらに耳元で彼に尋ねられた。

　はっとして顔を上げた。アシュラフが鏡越しに自分を見ていた。その瞳はやはり真剣だった。

　どうしてそんな目で私を見るのだろう、と思う。焦らすような、自分の力を見せつけるようなことをしながら、何故かアシュラフはひどく必死な眼差しを向けてくる。何かを請い願うような眼差しを。願うのは、私の方なのに……。

「お、お願い……。真珠を、取ってッ……」

　そんな思いを巡らせながら、追い詰められた感覚に耐えきれず、フランチェスカは喘ぎながら、ほとんど叫ぶように、そう言った。

　もっと焦らされてしまうのでは、と思った。だが聞いたとたん、アシュラフはすぐに真珠に手を伸ばした。そしてそれを、乱暴ではないが、手早く茎から、抜き取ってしまった。

「あぅッ……！」

　肉襞を逆向きに擦られ、フランチェスカは思わず悲鳴を上げ、鏡台にもたれかかった。膝の力が抜けてそのままへたり込みそうになる。荒い息が唇から漏れた。けれどアシュラフはそれを許さず、もう一度、フランチェスカの身体を抱え起こした。スカートも再びまくり上げられて、花芯を露わにさせられる。

「やめ、あ、あッ……」

　フランチェスカはまたも真っ赤になった。あれほど差し込まれた真珠に違和感を感じ、取って欲しかったのに、空になった花芯は、ぐっしょりと濡れて蜜をこぼし、さらに新たな快感を求めて淫らにひくひくと震えている。散々に嬲られ、刺激されて、ほぐれきっていた。それがアシュラフの目の前に、全てさらけ出されている。そしてフランチェスカは、潤んだ瞳に切ない想いを一杯に浮かべて、彼を振り返った。

「陛、下……」

　震え、喘ぐ声で、やっとのことでそう言った。あとに続く言葉は出なかった。こんな行為はやめて欲しいのか、それとももっと触れて欲しいのか、もう自分でもわからなくなっていたからだ。

「……！」

　と、アシュラフがいきなり、顔をしかめた。フランチェスカには、何かに耐えきれなくなったかのような表情に見えた。その指先がフランチェスカの花芯に触れただけで、彼女はびくんと身を震わせた。しっとりと濡れた花芯が、自ら進んで彼の指先に吸い付いてくる。真珠を抜き差しされたことで、既に花芯はこれ以上ほぐす必要が無いほど開き、新たな刺激を欲しがっていた。次の瞬間、彼は手早く衣服を緩め、自身の身体をフランチェスカに押し当ててきた。

「え、あ、あァッ……」

　花芯に、アシュラフの雄根が触れるのがわかった。冷徹な態度に見えたのに、彼のそれは既に、鋼鉄のように固く、そして熱く、怒張していた。そしてフランチェスカの花芯は、その男の証を、まるで待ちかねていたかのように受け入れていた。

「く、ッ……」

「あ、うッ……。い、いッ……」

　雄根は、既に限界まで怒張していた。フランチェスカの花芯を貫くと、その先の、茎の内部の肉襞を、ゆっくりと、だが激しく擦りあげていく。真珠とは比べものにならないその精悍さと熱さに、肉襞は震え、だが速やかに反応した。歓びの声を上げるかのように一つ一つの襞が精一杯開いてアシュラフの雄根に吸い付き、絡みつく。フランチェスカは喘ぎ、背を軋むほどにしならせていた。目も眩むような快感が繋がっている部分から沸き起こり、背骨を伝って、全身に行き渡る。痺れるような感覚に、思わず固く瞳を閉じた。

「感、じて、いる、か。フランチェスカ……」

　その時、耳元で熱く囁かれ、フランチェスカははっと目を開けた。その目に飛び込んできたのは、鏡の中で獣のように交わる、二人の姿だった。自分の姿にフランチェスカは震えた。なんてはしたない、と思った。スカートを思い切りまくり上げた、あられもない姿。頬が染まり、目は潤み、髪は乱れて垂れ下がっている。間違いなく淫らな歓びに浸っている顔だった。

　そしてアシュラフは、背後からフランチェスカにのしかかり、その身体を両手できつく抱きかかえながら、鏡の中の彼女を、食い入るように見つめていた。

　──だが、実際にそんな自分の姿を見て、フランチェスカは一層感じてしまっていた。彼に抱かれている、彼に今、自分の全てを委ねている、ということが証明されたように感じたからかもしれない。フランチェスカは無意識に彼の名を呼んでいた。

「アシュ、ラフ、──あうッ……！」

　どうしてそんなことを聞くのですか。この姿を見ればわかるでしょう。貴方に私は、こんなに感じている。そう、続けたかった。だがアシュラフは焦れたように、それより早く、フランチェスカの身体を一層深く貫いた。最奥を穿たれ、フランチェスカの言葉は途切れてしまった。

「俺だけ、を、見て、いろ。お前を、抱いている、のは、俺だ。お前は、俺の、ものだ……！」

「あ、んうッ……」

　言いながら、腰を動かし、一層激しくフランチェスカを抱き、穿つ。そして彼女の身体に覆い被さる。フランチェスカの身体は、既に言葉も出ないほどに揺さぶられた。内部を彼の雄根で一杯に満たされ、全身をその温もりと香りで包まれる。身体の全てで、フランチェスカはアシュラフを感じていた。

　フランチェスカは、天にも昇るような、心地よさの極まりを感じた。アシュラフが身体を大きく波うたせる。次の瞬間、二人は同時に達していた。フランチェスカの体内に、男の情熱の証が、熱く激しく叩きつけられる。

「く……」

「あッ……」

　激しく喘ぎながら、フランチェスカは何とか首を曲げてアシュラフを見た。覆い被さる姿勢を取っていたので、彼の顔が真横にあった。フランチェスカは震えながら、精一杯首を伸ばし、彼の唇に口づける。彼女から、そんなことをするのは初めてだった。中に吐き出された彼の熱さが、ひどく心地よかった。

「……！」

　アシュラフが目を見張るのがわかった。彼の反応が何だか嬉しくて、フランチェスカは微笑んだ。そして唇を放し、掠れた声を振り絞った。

「私は、貴方のものです。アシュラフ……」

　それがはっきりと言葉になったのか、フランチェスカにはわからなかった。意識がそのまま、薄れていってしまったからだ。

　最後にフランチェスカが見たのは、大きく見張られたままの、彼の黒曜石のような瞳だった。その美しさにうっとりと見とれながら、彼女は意識を手放した。





　　　　◇◇◇






「え、っ……？」

　そして気がつくと、フランチェスカはベッドの上に横たわっていた。窓から差し込んでくる日差しは、既に午後のものだった。

　慌てて半身を起こす。とたん、全身に甘い倦怠と、火照りとが残っていることに気づいた。

「……！」

　この部屋の鏡台の前で彼に抱かれた後、どうやら自分は気を失ってしまったらしい。その前に起こったことが、鮮明によみがえり、思わず頬が染まる。肌には、隠しようもない、口づけの痕が幾つか残されていた。

　ただ、身体は綺麗に清められ、髪はほどかれて、レースのネグリジェを着せられている。フランチェスカは呆然としてしまった。そして午後の日差しに気づき、自分が随分眠ってしまっていたと知ってはっとする。

　──どうしよう。私、視察の約束があったのに……！──

　その時、ノックの音が響いた。

「……失礼いたします、姫様。お目覚めでいらっしゃいますか。入らせていただいても、よろしいですか」

「は、はい。起きているわ、入って……」

　乳母のホアナの声に、フランチェスカは慌てて傍らの椅子にかけられていたショールを羽織った。あんなことの直後で恥ずかしかったが、ともかく起きなければと思った。入ってきたホアナは心配そうな、けれど何故か、どこか苦笑しているような表情で彼女をうかがってから、砂糖とレモンで味付けした水をすすめ、フランチェスカがそれを飲んでいる最中に手際よく髪を直してくれた。

「ホアナ、アシュ……陛下は？　それに、私が行くはずだった視察は……」

「はい、視察は陛下がおいでになりました。フランチェスカ様が、お疲れのご様子だから休ませた、自分が行く、と仰せで……。私どもも賛同した次第です」

　フランチェスカは思わず頬を染めた。そんなことになっていたなんて。職人たちの顔が浮かび、申し訳なさにまた頬が染まる。ホアナはさらに続けた。

「あの……。実は、カリム隊長が姫様に、お話ししたいことがあると申しておりますが。お通ししてもよろしいでしょうか。ご気分は……」

「カリムさんが？　ええ、大丈夫だけど」

　カリムはこのドマーニャを守護してくれている、タルスク軍の隊長である。ゴッダート公爵の私兵が暴動を起こした際も、アシュラフの指示でその鎮圧やその後の片付けなどに随分と貢献してくれていた。その彼がどうしたのだろうと思ったが、フランチェスカはすぐに承諾した。ホアナは頷いて出ていき、入れ違う形で、当人が入ってきた。

「お休みのところ、大変申し訳ございません。フランチェスカ様」

　扉の入り口で、深く一礼してそう言う。

「アシュラフ陛下のことで、少々お時間を頂いてよろしいでしょうか。出来れば、フランチェスカ様とお二人で話したいのですが」

　その言葉にフランチェスカは目を見張ったが、頷いて扉の向こうで控えていたホアナや、タルスクからついてきた侍女のサリナたちを下がらせ、扉を閉めさせた。カリムはフランチェスカに改めて頭を下げ、彼女がそうするように促すと、恐縮した様子で傍の椅子に座った。白髪交じりのかなり年配の男だが、姿勢が良く、いかにも軍人らしい姿である。フランチェスカは以前、彼が、アシュラフが子供の頃から、傍に仕えていると聞いたことがあった。だからアシュラフは、彼のことを最も信頼している、とも。

「フランチェスカ様。申し訳ございません。どうか、陛下のお振る舞いを、お許し下さい」

　そんな彼に、いきなり、さらに深々と頭を下げられ、フランチェスカは慌てた。

「どうしてそんなことを貴方が言うの。第一、許すも許さないも、私は……」

「どうかお聞き下さい。陛下は今、ご自身に、大層、戸惑われておいでなのです」

「戸惑う？　そんな筈は……」

　思いも掛けなかった言葉に、呆然とする。急いで記憶を辿ったが、アシュラフの態度に、そんな様子はなかったと思う。

　──だって彼は、いつも冷静で、傲慢だもの。でも一旦決めたら、本当に力になってくれるのは確かだわ。だからこそ私も、心から頼もしく思っているのだし……──

　第一そう思っていたら、あんな淫らなことはしないのでは、と、つい先程の一件を思い出して、フランチェスカはまた、真っ赤になってしまった。そんな彼女の心の揺れをどう思ったのか、カリムはさらに続けた。

「陛下の周辺には、今までフランチェスカ様のような方はおられなかったのです。失礼ですが、フランチェスカ様は異国の女性でいらっしゃいます上、そもそも、アシュラフ様自身が、女性と縁が薄く、また、ご自身でもあまり近づけなかったお方で……。だから陛下は、貴女様にどう接して良いか、わからないのではないかと存じます」

「えっ？　でも、お母様やごきょうだいとかは……？」

　思わずフランチェスカはそう聞き、それからふと、わずかに彼が自身のことを語った時のことを思い出した。それは、あまり良い記憶ではなさそうだった。カリムはかぶりを振った。

「陛下は、タルスクの前国王と、前王妃様とのただ一人の御子としてお生まれになりました。ですがご両親は、仲がよろしくなかったのです。母上、つまり王妃様は、当時国内でももっとも力のある貴族のご息女でしたが、その、あちこち浮き名を流しておられた方で……」

　カリムが少し口ごもる。

「そんな。当時の国王陛下……お父様は、何も仰らなかったのですか」

「はい。その頃は王妃様のご実家が大変お力を持っていたのです。父上は、王位に就かれる時、かなり王妃様のご実家の力をお借りしたので……。それがあってか、王妃様となってからも、奔ほん放ぽうと申しますか、身勝手なお振る舞いが多く見られました。ですがアシュラフ様がご幼少の頃、政変が起こり、王妃様のご一族が凋ちょう落らくされました。父上はそれを機会に、アシュラフ様とともに王妃様を辺境の館に追放されたのです」

「え!?　どうして、アシュラフ様まで……」

　王妃はともかく、アシュラフは唯一の世継ぎの筈、と言いかけて、フランチェスカはもしや、と思った。カリムは顔をしかめ、頷いた。

「父上は、アシュラフ様のご出自を疑ったのです。ご自身の御子ではないのでは、と。しかもその頃、後宮に上がった女性がお一人、男児をお産みになったので……。養育係だった私と妻はお供いたしましたが、アシュラフ様と母上は環境が一転して、仕える者も少ない、国境近くの小さな館に住むことになりました」

　フランチェスカは絶句した。アシュラフが話していたのはこのことかと思い当たった。幼い頃、母王妃の実家が凋落した為、彼の周辺は激変したのだ。おそらく、ほんの少し前までちやほやしていた連中が、手の平を返すような態度を取ったのではないか。

　フランチェスカもわずかだが、同じような経験があった。ドマーニャの民はそんなことはなかったが、亡くなった父が反逆罪に問われ、イリリアの王宮に連行されたとたん、貴族たちは皆、フランチェスカに対して恐ろしく冷ややかな態度になったのだ。特に、それまでは自分に対しても一応慇懃にふるまっていた、ゴッダート公爵の豹変度合いは凄まじかった。フランチェスカを奴隷としてタルスクに送り込むと決定したのは彼だったのだから。

「……その時、アシュラフ様はお幾つくらいだったのでしょうか」

「七歳に満たなかったと記憶しております」

　思わずそう尋ね、返答にまた絶句する。十七歳の自分でも辛かったのに、たった七歳の子供にとって、それはどれ程過酷なことだっただろう。

　その想いが表情に出ていたからだろうか。カリムは少しためらったが、さらに続けた。

「そして、王妃様……母上は、そのような状況でも態度を改めることはございませんでした。ですが、辺境は気候が過酷な上、水や食料も、王宮と同じようにはいかず……。まもなく病が流行り、王妃様は亡くなられました。さらに、供をしたアシュラフ様の数少ない臣下も、何人も……」

「あの、もしかして、貴方の奥方も、ですか……？」

　カリムの目に、わずかに涙がにじむのを見逃さず、フランチェスカはそっと尋ねた。カリムは急いで目を拭ったが、照れたように頷いた。

「妻は最後まで、アシュラフ様を心配していました。妻が死んだ時、アシュラフ様は、自分の立場が弱い為に、皆をこんな目に遭わせたとご自身を酷く責めておいででした。アシュラフ様は、母親代わりのように妻を慕っていましたので……。私は、貴方様のせいでは絶対にないと申し上げたのですが……。そのことがあって以降、アシュラフ様は、ご自身が強くなるしかないと身体を鍛え、勉学に励まれたのです」

「……」

「そのうちにまた、王宮の状況も変わりまして……。辺境での病が届いたのか、アシュラフ様の腹違いの弟と、その母君も亡くなられました。そして、そのご葬儀の席でアシュラフ様と父上が再会し、父上の命でアシュラフ様は王宮に戻ることが出来たのです。アシュラフ様は十八歳になっておいででした」

「ただ一人の世継ぎ、ですものね」

「それもありますが……。成長されたアシュラフ様は、父上とそっくりになられていたのです。それをご覧になった父上は、間違いなく自分の御子だと仰って……。それで再び、アシュラフ様の環境は激変されました」

「そんな……！」

　フランチェスカは絶句した。随分と現金な、それこそ手の平を返すような話ではないか。実の父親が、そんなことをするなんて。

「その頃、既に父上にご寵愛を受けていたソラーヤ様や、その父親であるアリ大臣と対立もされましたが、アシュラフ様はやがて実力を認められ、父上が病を得たので退位を勧め、ご自身が王位に就かれました。後は、フランチェスカ様もご存じのように、若く有能な国王として、タルスクを治めておいでなのです」

　カリムは一度口を閉ざし、それからフランチェスカに向き直り、もう一度頭を下げた。

「長々と話してしまい、申し訳ございませんでした。ですが私は、アシュラフ様の生い立ちについて、どうしても私から、フランチェスカ様にお伝えしておきたかったのです」

「……」

　フランチェスカはどう答えていいか、わからなかった。アシュラフの生い立ちの過酷さに、衝撃を受けてもいた。だから、思っていたことを口にした。

「……カリムさん、アシュ……陛下について、お話ししてくださってありがとうございます。でも、だからといって、陛下が私に対して、困惑するという理由がわかりません。……どうしてそこまで、陛下について、私に話して下さったのですか。私は、あの方の奴隷に過ぎないのに」

　フランチェスカは、あえて奴隷、という言葉を自分から使った。カリムはアシュラフのフォローをしたいのだろうと思ったからだ。だったらそんな気遣いは無用だと言いたかった。

　だがカリムはかぶりを振った。そして、真剣な眼差しでフランチェスカを見つめ、言った。

「陛下がフランチェスカ様を、ずっとおそばに置かれ、それどころか貴女様の故郷にまで出向かれた上で、さらに執着されているからです」

「──えっ……？」

　あまりに意外な言葉に、フランチェスカは呆然とした。カリムは更に続けた。

「ただ今、申し上げたこともあって、アシュラフ陛下はずっと、他人にお心を許すことはございませんでした。何しろご自身の環境が、何度も激変されたため、周囲の者の手の平返しを随分と目の当たりにされましたから。それに母上の事もございましたから、女性には尚更、不信の思いを抱いておられたのです。大国の、それも若き国王でいらっしゃいますから、ソラーヤ様のように献上される、もしくは寵愛を得たいという美姫は、王位に就いて以来、それはもう多数おられたのですが……。陛下は誰とも深く関わることはなく、政治上断ると面倒な時には一度だけ相手をし、相応の見返りを与えてお返しになりました。また、臣下にも、長く仕えてその心に偽りがないことがわかるまで、距離を置かれておいででした。ですが、フランチェスカ様に対しては、その態度が違うように私には見えるのです」

「……」

　呆然とするフランチェスカに、カリムは笑いかけた。

「貴女様は、あのような状況でもご自身のことは捨て置き、母国と故郷を助けてほしいと仰り、その方がよいと具体的な案を述べられました。そんな女性は、今までおいでになりませんでした。そして、そんな方と初めて接して、ご自身も困惑されているのだと存じます」

「そんな！　陛下が、私などに執着するはずがないでしょう。だって私は……」

　フランチェスカは慌ててかぶりを振った。同時に、初めて会った時のことを思い出す。全裸で彼の前に立たされた、最低の出会い。そして、タルスクを発つ直前に聞いた、ソラーヤの言葉も。

　──だって私は、性奴隷なんだから……──

　もう一度言葉にしようとしたが、何故かさっきより辛くて、フランチェスカは思わずうつむいてしまった。カリムは苦笑した。

「こちらの侍女どのが話しておられましたが、貴女様は本当に、ご自身が皆にどんな風にお見えになるかおわかりになっていないのですね。これでは、アシュラフ様がやきもきされる筈です」

「え？」

　意味がわからず、フランチェスカは目を見張った。カリムはさらに笑って、軽く手を振った。そして、もう一度フランチェスカを真っ直ぐに見つめた。

「これ以上は、アシュラフ様ご自身のお心に任せることにいたします。……ただ、長年あの方にお仕えした身として、これだけは申し上げておきます。アシュラフ様は、心に熱く、激しいものを秘めている方でございます。ご自身がそうと決めれば、どんなことがあってもそのお相手を守り通すお方です。アシュラフ様は、王宮に戻られた後も何度か、父王様と対立されたことがございました。その際に、私もゼイドも、アシュラフ様の臣下ということで、父王様のお怒りをかったことがあるのですが、その際にいつもアシュラフ様はご自身の身を盾にするようにして、我々を庇って下さいました。私どものことを、自分の本当の家族のように感じていると仰り、彼らを処罰するなら、自分にしてほしいと……。アシュラフ様は、本来、そのような方なのです」

「……」

　フランチェスカは、目を見開いてその言葉を聞いていた。そして、何とかそれに応えようとしたその時、

「姫様！　フランチェスカ様、大変でございますっ……！」

　悲鳴のような声を上げて、扉を開け、乳母のホアナが駆け込んできた。驚いて振り向いた彼女とカリムに、ホアナは叫んだ。

「い、今、アシュラフ陛下の警備兵から知らせが参りまして……。ご視察先の、織物工房で火事があり、陛下がそれに、巻き込まれたということでございます……！」

　──聞いたとたん、フランチェスカは頭が真っ白になった。次の瞬間、彼女はホアナにこう命じていた。

「馬を用意して！　それと、着替えを。すぐ、そちらに向かいます！」





第６章




　──その後、一体どうやってアシュラフの視察先である工房にやってきたのか、フランチェスカは覚えていない。馬で現場に文字通り駆けつけた彼女が最初に目にしたのは、真っ赤な炎に包まれている工房だった。

　その工房を囲むような形で、職人たちの家が何軒も並んでいる。工房の建物が大きいので、一帯はちょっとした街のようになっていた。

　だが今、工房からは不気味なほどの黒煙が上がり、火は周辺の家にまで回りかけていた。火事のためか、周囲の空気はむっとするように熱く、煤すす臭い。そして何か、染料などとはちがう、つんと鼻につく匂いがしていた。

　幸いなことに、工房では糸や織物の洗浄や染色などを行う為、その裏手には湖があった。アシュラフの警備に当たっていたタルスクの兵士たちが協力しあい、そこから水をくみ上げ、必死に消火に当たっている。だが火はなかなかおさまらない。兵士たちの何人かは、何とか火の中に入ろうとしていたが、どうしても出来ない様子だった。

「──アシュラフ……！」

　馬から飛び降りると同時に、彼女は叫んでいた。だが彼の姿はどこにもなかった。フランチェスカは蒼白になり、再度彼の名を呼びながら工房に近づこうとした。燃えさかる炎も目に入らなかった。

　──そんな！　私が行くはずだった視察で貴方がこんなことになるなんて……！──

「フランチェスカ様、ここは危険でございます！」

「どうかお下がり下さい！」

　彼女と共にやって来たカリムと、アシュラフに従って視察に出ていたゼイド、それに警備の兵士たちが急いで彼女を抑えた。

「おお、フランチェスカ様……！」

　その時、火に包まれた工房の方からも、男女の職人たちが走り寄って来た。皆、煤で真っ黒だった。年寄りや子供を抱えている者もいる。

　彼らのすがりつくような視線に、フランチェスカははっとなった。父亡き後、その血を引くのは自分だけなのだから。落ち着かなければと、懸命に感情を押しとどめる。

「皆、大丈夫!?　消火に当たっている人も、無理はしないで。特にお年寄りや子供は、ここから急いで避難させて！　それに、アシュラフはどこ？」

　口早に問いかけた彼女に、皆は頷き、さらに息せき切って続けた。

「フランチェスカ様。アシュラフ様があの炎の中にまだおられるのです……！」

　女性の職人が、炎に包まれた工房を指さした。聞いた瞬間、フランチェスカは再び血の気が引いた。炎は一層勢いを増している。

「少し前、アシュラフ様がご視察なさっている最中に、いきなり大きな、爆発する音がして、同時に火の手が上がったのです！　その時、アシュラフ様は、職人たちを緊張させては良くないからと、警備の兵士たちは外に待たせておいででした」

「火の手が上がった時、アシュラフ様もすぐに私どもに逃げろと、そして年寄りや子供を避難させろとおっしゃいまして……」

「おかげでこのとおり皆、逃げられたのですが……。私どもは、最後までご一緒にいたのですが、アシュラフ様は、私どもが刺繍の図案や染料の調合表などを持って逃げるのを確認されて、その後何か思い当たったご様子で、さらに中へと行ってしまわれたのです。危険です、と申したのですが……」

「何ですって……!?」

　口々に、必死に語る皆の言葉に重なって、先程のカリムの言葉が耳によみがえってきた。

　──アシュラフ様は、ご自身がそうと決めれば、どんなことがあってもそのお相手を守り通すお方です──

「そんな、アシュラフっ……！」

　フランチェスカは思わず振り向き、叫んだ。だがわずかに近づいただけで、その炎に髪が焦げそうになった。カリムがフランチェスカを制して自分が行こうとしたが、炎の勢いはものすごく、武人の彼でも近づけなかった。フランチェスカは夢中で、再度中へ入ろうと試みた。

「駄目です、フランチェスカ様！」

　カリムや職人たち、兵士たちが、慌ててその腕をつかむ。フランチェスカは激しくかぶりを振った。

「お願い、離して。あの中にはアシュラフが、……！」

　次の瞬間、全員が息を呑んだ。まさにその燃えさかる工房の中心に、黒い人影が見えたのだ。

「アシュラフっ！」

　フランチェスカは叫んだ。アシュラフが、まるで炎を押し分けるようにして、中から現われたのだ。彼は、全身に黒のカフィーヤと上衣をすっぽり被っており、いぶされたように煙が上がり、今にも火がつきそうになっていた。

「フランチェスカか……？」

　彼は顔を上げ、掠れた声でそう言った。煤ですっかり汚れた顔の中で、黒い瞳が食い入るようにこちらを見る。その顔と声を認めたとたん、フランチェスカは泣き出しそうになった。一瞬、皆の手が緩んだ隙に、フランチェスカはそれを振りほどいて彼に駆け寄ろうとした。

「アシュラフ！」

　その時、彼女の瞳が、アシュラフの背後の光景に気付いた。燃えさかる炎と煙が、不自然なほどに大きく膨らみ、炎がはぜるのとは何か違う音が聞こえた。

「──危ない、伏せてッ……！」

　フランチェスカが、とっさにそう叫ぶのと、二度目の爆発が起こったのはほぼ同時だった。フランチェスカは熱い風を全身に感じ、髪が激しくなびくのを感じた。

　その時、アシュラフが、自分めがけて身を投げてきた。勢いで彼のカフィーヤが外れ、黒髪がなびいた。

「……！」

　次の瞬間、フランチェスカはアシュラフの腕に抱きかかえられて、地面に仰向けに倒れ込んでいた。彼は全身で、フランチェスカを覆い被さるようにして庇ったのだ。

「アシュ、ラフ……」

　震え、掠れた声が唇から漏れた。だが、アシュラフの応えはなかった。

　そしてフランチェスカは、肌に、生温かい感触をはっきりと感じた。はっとして彼を見ると、カフィーヤのなくなった頭部のこめかみから、出血しているのが見えた。彼女に覆い被さったまま目を閉じている。

　その血の匂いと、目を閉じた姿が、一瞬、父の死体と対面させられた時の記憶と重なった。

　数カ月前、父が大逆罪を犯したと告げられ、イリリアの首都、ルアーニに引き立てられて行った時のことだ。王宮の地下で、父の亡骸は、自身と前国王の血にまみれていた……。

　──そんな、アシュラフまで……！──

　凄まじい恐怖がこみ上げてきた。アシュラフが傷を負い、命を失ったのではないかと思ったのだ。フランチェスカは慌てて身を起こそうとし、アシュラフの身体を抱きしめた。

「いや！　アシュラフ、そんなっ……！」

「……カ」

　その時、腕の中でかすかな声が聞こえた。

「えっ……」

「大丈夫だ。フランチェスカ」

　一瞬、彼女は頭が真っ白になった。そして、今度はさらに明瞭に、アシュラフの声が聞こえた。

「衝撃で一瞬、気が遠くなっただけだ。立てるか。逃げるぞ」

　彼の声はむしろ安定し、冷静だった。そしてその声とともに、フランチェスカは彼に抱え起こされた。再度、黒い瞳がこちらをじっとのぞき込む。その唇には不敵な笑みが浮かんでいた。

　はっと我に返り、頷いて、懸命にアシュラフを支えた。アシュラフは炎の中で足をくじいたのか、わずかだが足を引きずっていたのだ。だがそれでも彼女を庇って抱え込み、確かな足取りで進んでいく。炎の照り返しで、彼の顔は金色に輝いて見えた。

「……！」

　二人が何とか炎から逃れた時、すぐ背後で恐ろしい音とともに工房が崩れ落ちた。振り向いたフランチェスカは愕然とした。ほんのわずか前、アシュラフが自分を庇って倒れ込んだちょうどそのあたりが、瓦が礫れきと炎に包まれていたからだ。彼の脱出が少しでも遅れていたら、どうなったかわからない。

「アシュラフ様！　フランチェスカ様っ……！」

「お二人とも大丈夫ですか。お怪我は……」

　すぐにカリムや、他の兵士たちが駆け寄ってきて、二人をさらに炎から遠ざけてくれた。その間もアシュラフは、カリムや兵士たちに指示を出していた。

「炎が上がる直前に、裏口から逃げる男がいた。黒髪の、まだ若い小男だ。その直後、そいつがいた場所から火が出、爆発が起こった。おそらくそいつが仕掛けたものだ。それ程遠くに行ってはいまい。工房の北側を探せ」

「は！」

　その言葉にフランチェスカは、はっとなった。

「アシュラフ。爆発が起こったのだとしたら、その男は火薬を使ったのではないですか……？」

「何故わかる？」

「火薬でなければ、あんな爆発は起きないでしょう。それに今、立ちこめているこの匂いは染料や布が焼けた匂いと違います。それに私、イリリアの王宮で、火薬を詰めた大砲が発射されるのを見物した覚えがあります。その時もこれと同じ匂いがしました。今嗅いだ方が、もっと強いですけれど……」

　懸命に言うと、アシュラフは目を見張って彼女を見、それから頷いた。

「良くわかったな。その通りだ。つまりこの火事は偶然ではない。火薬を使い、大規模な被害を起こすために意図的に行われたものだ。──カリム、消火を急げ。これ以上延焼をさせるな！」

　いいながら、カリムが近づいてきたのを認め、すぐに振り返って指示を出す。

「は、フランチェスカ様も先程、それについてご指示を出して下さいました。お二人とも、まずはこちらへ」

　カリムは頷き、周囲の民家の、外に置いてあるベンチに二人を導いてくれた。そこに並んで座り込む。カリムは消火に駈けだして行き、兵士たちが急いで二人を介抱し始めた。

「俺はいい。フランチェスカを……」

「私は大丈夫です。アシュラフが怪我をしているの！」

　言いながらフランチェスカは、アシュラフの上衣が湿っていることに気付いた。炎を避けるために水を被ったのだろう。工房には洗濯や染色の為、大瓶の水があちこちに置いてあった。それでも布には無数の焼け焦げがあり、煙さえ上がっている。改めてぞっとしながら、フランチェスカは自分のドレスの袖を手早く裂いた。それで傷口を覆う。アシュラフは彼女を制しようとした。

「ドレスが台無しになるぞ。それに、お前が汚れる」

「黙って。じっとしていて下さい。止血しますから……！」

　短く言い返し、フランチェスカは身を乗り出して、布を強く縛った。アシュラフは苦笑したがされるままになった。何とか止血を終えたその時、フランチェスカは彼が、上衣の中に何か抱えていることに気付いた。

「アシュラフ、それは……？」

　言われてアシュラフは思い出したように、ローブのベルトに挟んだ、畳んだ幾枚かの布を取り出した。それらを無造作に手渡され、フランチェスカは息を呑んだ。

「これは、お祖母様とお母様の刺繍……！」

　工房には、優れた刺し手だった祖母と母が一緒に仕上げた壁掛けなどの作品が見本として幾つも飾られていたのだ。特に早世した母の作品は、フランチェスカにとって形見のようなものだった。城にかけてあるものとはまた違った、ドマーニャの人々の暮らしを写実的に描いたもので、それらを久しぶりに見ることが出来る、と彼女は今日の視察を心待ちにしていたし、そのことをアシュラフに話していたのだった。

　アシュラフの身体で守られていた為か、それらは焦げても、汚れてもいなかった。

「アシュラフ。職人たちが話していましたけれど、貴方はもしや、これを取りに行った為に、逃げ遅れそうになったのですか……？」

　それらの布を抱えて、フランチェスカは呆然としながら尋ねた。けれどアシュラフは何も言わず、顔を背けた。

「……！」

　フランチェスカの胸に熱いものがこみあげた。思わず、彼を抱きしめそうになったその時、

「──陛下！　先程仰っていた者らしい男を捕獲いたしました。確認をお願いいたします！」

　顔を煤だらけにしたカリムが駆け寄ってきて、アシュラフはさっと立ち上がった。

「今、参る。──フランチェスカ。お前は怪我人たちと一緒に避難していろ」

「そんな、貴方もまだ、他にも怪我をされているでしょう！　きちんとお手当てを……」

　気を取り直して慌てて言う。けれどアシュラフはかぶりを振った。

「手当てなら、お前にもう十分して貰った。お前こそ怪我をしていないかみて貰え。お前たち、フランチェスカを連れて行け」

　そして、兵士たちが頷くのを確認すると、彼女を一瞥してから、カリムとともに早足に行ってしまった。黒のローブがふわりとなびく。

「参りましょう、フランチェスカ様」

　兵士たちの言葉に、やむなく頷きながらも、フランチェスカはその背をいつまでも見つめていた。その頬や髪には、アシュラフの血が、まだわずかについたままだった。
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「アシュラフ……！」

　──その晩、アシュラフが館の寝室に戻ってきたのは、真夜中を過ぎた頃だった。

「まだ、休んでいなかったのか」

　アシュラフは入ってくると、驚いたように声を掛けてきた。その顔は、さすがに疲労の色が濃い。フランチェスカが手当てした布は取り替えられて、白い清潔な包帯が頭に巻いてあった。

　あの後、フランチェスカもずっと、避難してきた村人たちの怪我の手当てや、炊き出しの手配などに追われていたのだ。館からホアナをはじめとして侍女たちも大勢手伝いに駆けつけてくれた。おかげで何とか村人たちを落ち着かせることが出来た。火事はアシュラフの指揮のもと、兵士たちや職人たちが団結して消しとめた。村人たちは教会や、学校で手当てを受け、食事を与えられてそこで休んでいる。家を焼かれた者は多かったが、幸い死者は出なかった。工房は焼け落ちてしまったが、アシュラフや職人たちが協力し合った為、大切なものは運び出すことが出来た。それらは、祖母や母の刺繍とともに、フランチェスカの手で安全なところに保管された。織機などはまた、作り直すことが出来る。

　それらを見届けて、村人たちの心からの感謝の言葉に送られ、フランチェスカがようやく館に戻った時には、とっぷりと夜が更けていた。まだアシュラフは現場に残り、先に戻って休むようにと告げていたのだ。その後、祖母に状況を説明し、湯浴みを済ませて着替えた彼女は、もうくたくたになっているはずだった。

　けれど、フランチェスカはこの時、全く疲労を感じていなかった。彼女はただじっと、アシュラフが戻ってくるのを待っていたのだ。そして今、彼が寝室に入ってきたとたん、フランチェスカは腰を下ろしていたベッドから身を起こし、彼に駆け寄っていた。そのまますがりつく。

「……！」

　フランチェスカが自分から、そんなことをしたのは初めてだった。アシュラフは一瞬、目を見張った。だがすぐ彼女を抱きしめ返してきた。

「アシュラフ。お怪我は……？　足もくじいておいででしたでしょう」

「大したことはない。お前の止血が早かったおかげだ、と館付きの侍医が話していたぞ。足も固定させたので動くことも出来る」

　事もなげに言われ、フランチェスカは思わずほっとため息を漏らした。だがアシュラフにすがりつく手がどうしても離せなかった。アシュラフは微かに笑みを浮かべ、フランチェスカを見おろした。

「何だ、誘っているつもりか？」

　口調はからかうようなものだった。けれどその黒い瞳は真剣で、食い入るようにフランチェスカを見つめている。フランチェスカも、そんな彼から目が離せなかった。視線が絡み合い、二人はごく自然に、お互いに吸い寄せられるように唇を合わせていた。同時に、アシュラフの舌がフランチェスカの口中に侵入してくる。

「んッ……」

　その感触と温もりとに、フランチェスカが真っ先に感じたのは、安堵だった。全身が弛緩していくのがわかる。彼の傷に巻かれた包帯が、肌に触れた。

　フランチェスカがアシュラフに聞きたいこと、確かめなければならないことは沢山あった。彼が戻った時に尋ねるつもりでもあった。だが今、アシュラフの姿を見たとたん、フランチェスカはその全てを後回しにして、ただ彼に触れたいと望んでいた。

　今日、アシュラフは何度も命の危険にさらされた。火事に遭い、さらに爆発に巻き込まれてしまいそうになった。なのに、そんな中でもフランチェスカの母の形見の刺繍を持ち出してくれ、さらに自分を庇ってくれたのだ。その為に彼は負傷してしまった……。

　──あの時、私は、貴方を失うのではないかと思った……──

　その時の恐怖がよみがえり、フランチェスカは思わず身を震わせ、無意識のうちに彼を求め、舌を自ら彼のそれに絡ませていた。今はどうしても、彼の温もりや熱さを感じていたかった。

　──そして、アシュラフもまた、さらに深く舌を絡め、フランチェスカを求めてきた。舌を激しく吸われる。その感触にフランチェスカはうっとりとなった。背骨の付け根のあたりから快感がこみ上げてきて、全身がぞくぞくと震えた。胸の突起が固くなり、下半身の、蜜壺を隠した臍の下の三角の膨らみが火照り、花びらに包まれた花芯がひそやかに反応していく。思わずアシュラフに身をすり寄せると、アシュラフは彼女の膝を自身の膝で割り、腰と足で挟みつけるようにして、フランチェスカを一層強く抱きしめてきた。

「ンンッ……。う……」

　舌と舌が一層深く合い、絡まる。感じている胸の突起や、臍の下の膨らみを強く擦られて快感がこみ上げ、フランチェスカは喉の奥で小さく呻き、身をしならせた。それでアシュラフにさらに身を寄せる形になり、彼の股間に腿の辺りが強く触れた。

「……！」

　フランチェスカが、アシュラフの雄根の怒張と脈打ちに気付いたのと、彼が低く呻いたのは同時だった。彼はいきなり唇を引き抜くと、フランチェスカをじっと見つめた。口づけの濃厚さを示すかのように、二人を一瞬、細い銀の糸が繋ぐ。それを惜しむようにすすり上げながらも、彼は視線を逸らさなかった。そしてフランチェスカも、彼をずっと見つめていた。

「お前を抱く。いいな」

　アシュラフが言い、フランチェスカはすぐに頷いた。彼に直に触れられ、安堵したけれど、だからこそだろうか、一層、彼を求める想いは強くなっていた。

　──もっと、強く触れたい。身体の一番深いところで貴方と繋がって、その温もりや熱さを、貴方の生きている証を、感じたい……！──

　その時、再度、さらにもっと強く抱きしめられ、フランチェスカは息が止まりそうになった。
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「あ、あッ……。アシュ、ラフ。そんな、あァ……！」

　思わず上げた声が、はっきりと歓びの喘ぎに変わり、フランチェスカは真っ赤になった。今、アシュラフの頭は、フランチェスカの股間に埋められている。

　フランチェスカはベッドに仰向けに横たわり、両膝が胸につくまで折り曲げさせた状態で、アシュラフの手で足を大きく開かせられていた。その姿勢にさせたまま、アシュラフはためらうことなくフランチェスカの花びらを口中に含んでいた。花びらと花芯を舌で愛撫し、花芯の奥まで探ってくる。その度にジンジンと、激しく痺れるような快感が沸き起こる。自分の格好と、自然に唇から漏れてしまうあられもない声にフランチェスカは真っ赤になった。唇に手をあてがおうとしたが、とたんに新たな刺激を与えられ、また切なく声を上げてしまう。

「んあッ、あぁンッ……」

「感じて、いるか。フランチェスカ……」

　その時、アシュラフがそう、問いかけてきた。フランチェスカは驚いてわずかに顔を上げ、彼を見やった。アシュラフは一旦唇を放し、こちらをじっと凝視していた。

「もっと、感じろ。俺に感じているお前が、見たい……！」

「え、あ、あッ……！」

　言うなり再びさらに花びらと花芯を全て唇に含み、さらに奥まで舌を這わせてくる。フランチェスカは新たにこみ上げてきた強い快感に耐えきれず、大きく背をしならせた。太腿が震え、蜜壺が熱く火照り、淫らな蜜がそこから止めどなく溢れ出してくる。

　もしかして、アシュラフも同じ想いなのだろうか、とふとその時思った。

　──彼も、私の生きている証を感じたいの……？──

「ひぁッ！　だ、駄目ッ……。も、うッ……」

　その時、アシュラフが舌を細く尖らせ、花芯のさらに奥の、茎の中まで差し込んできた。肉襞まで触れられて、心地よさと焦れったいような感覚が、全身を駆け巡る。フランチェスカはもう耐えきれず、自分でも気付かないまま、ねだるように腰を動かしていた。

「……！」

　すると、アシュラフが顔を上げた。彼はいきなり、フランチェスカの足をさらに大きく広げると、そのまま再び、ぐい、と彼女にのしかかってきた。

「身体の力を、抜け……」

　のぞき込まれて低く囁かれ、フランチェスカは目を見張って彼を見つめ返し、小さく頷いた。次の瞬間、

「あう、ッ……！」

　アシュラフの精悍に怒張した、熱い男の証がフランチェスカの花びらをかき分け、花芯に突き立てられてきた。そのまま、ゆっくりと身を進めてくる。

　だが毎日抱かれ続け、さらに今、十分に感じさせられ、自身の蜜と彼の唾液とでたっぷりと潤っていたフランチェスカの身体は、すぐに、歓びに満ちてそれを受け入れた。無数の濡れた肉襞が開き、アシュラフの雄根に、絡みつき、吸い付く。どくん、と、彼の雄根がさらに怒張し、固くなるのがわかる。肉襞が激しく擦りあげられる。

　──あぁ……熱い。そしてこの、脈打ち……──

　フランチェスカは身を震わせた。それは彼の生きている証だった。それを今自分は、身体の一番深いところで彼と触れあい、はっきりと感じている。

　その時感じたのは、強い快感と、深い安堵だった。それはえも言われぬ心地よさだった。これまでの行為で、最も気持ちよかったかもしれない。

「あ、もっ、と……」

　フランチェスカは無意識のうちに身体を波打たせていた。もっと深く、彼を受け入れたい。

「く、……！」

　アシュラフが呻いた。そしてさらに身を進めてくる。最初より激しく、性急な仕草だった。彼も感じている。それがわかって、フランチェスカは嬉しかった。

「アシュ、ラフ、ッ……！」

　激しく擦りあげられ、喘ぎながらフランチェスカは彼にすがりついた。アシュラフがさらに強く、フランチェスカを抱き返してくる。その動きの為だろうか、最も深いところにアシュラフの雄根が触れ、激しく穿った。

「あぅッ……」

「う、ッ……」

　フランチェスカは思わず目を閉じた。その目の奥が真っ白に焼けるのと、アシュラフがそのまま、自分の唇を再び求めてくるのを感じながら、彼女は意識を手放した。





　　　　◇◇◇






「あ、っ……」

　それから、どれくらい経ったのだろうか。

　不意に、フランチェスカは目を覚ました。まだ、夜が深かった。

　そして、自分がアシュラフの腕の中で意識を失っていたのだと知る。アシュラフも今は深い眠りについているようだった。

　頬が濡れていることに気付き、はっとなる。眠りながら泣いていた。夢を見ていたからだ。父が、亡くなった時の夢を。

　あんなに心地よく、彼に抱かれていたのに、何故そんな夢を見たのか。

　けれどフランチェスカには、その理由がわかっていた。今日、あの炎の傍でアシュラフが傷付いたのを見たからだ。彼の流した血が、父の亡骸にまみれていた血と重なり、思わず身震いした。そして再び、彼の温もりに包まれていることに安堵する。

「……」

　そっと涙を拭いながら、フランチェスカはアシュラフを起こさないようにそろそろと顔を動かし、彼を見つめた。窓からの月明かりと、夜中灯されているろうそくの光とで、アシュラフの顔がよく見える。

　──こんな風に、彼の寝顔を見るのは初めてかもしれない……──

　ふと気付いた。毎晩、アシュラフに抱かれていたから、フランチェスカは彼の腕の中で意識を失うようにして眠りにつくのが常だった。頬を染めながら彼を見つめる。目を閉じている為か、彼は普段より幼く──というか、年相応の青年に見えた。カリムが彼の生い立ちについて、話してくれたことを思い出す。

　──ああ、そうか……──

　その寝顔を見つめているうちに、不意にフランチェスカは自覚した。

　──私、この人を愛しているんだ……──

　今日、彼はあの炎の中で、フランチェスカを庇って傷付いた。その時、フランチェスカは血も凍るような恐怖を感じたのだ。それは、彼を失うかもしれない、という恐ろしさだった。父を亡くした時も、フランチェスカはそれを感じたが、もしかしたら、彼が傷付く瞬間を実際に見てしまった分、さらに強かったかもしれない。それは、愛する者が失われるかもしれない、という恐怖だった。

「……！」

　その時の記憶がよみがえり、フランチェスカは激しく身を震わせた。怖い。本当に怖い。自分が傷つけられるよりも、余程。そしてそれはアシュラフを愛しているからこその思いだった。

　──どうしよう。最も愛してはいけない人を愛してしまった……！──

　自身の想いを自覚して、フランチェスカは泣きそうになった。どうすればいいのだ。どう考えても、この恋愛は成就しない。だって自分は性奴隷ではないか。アシュラフはタルスクという大国の絶対的な支配者で、そして自分は彼に差し出された奴隷なのだ。立場があまりに違いすぎる。

　アシュラフは今、このドマーニャの産業に興味を持ってくれ、協力してくれている。奴隷として、自分のことをある程度気に入ってもくれているだろう。でもそれも、彼の気が変わったら、全て無くなるのだ。全ては彼の気分次第なのだ。

　──そんな……──

　胸が締め付けられるような想いでかぶりを振ったフランチェスカは、次の瞬間ドキリとした。いつの間にかアシュラフが目を覚まし、こちらを見ていたからだ。

「あ、っ……」

「──目が覚めたのか」

「は、はい……！」

　一瞬、頭が真っ白になり、とっさに返事をしてから急いで気を取り直す。絶対に彼にこの想いを悟られてはならないと思い、半身を起こした。

「あの、お礼をいうのが後になってしまって申し訳ございません、アシュラフ。今日の火事のこと、本当にありがとうございました。私を庇って下さったし、母の刺繍のことも、……！」

　急いで言う。彼が寝室に戻ってきた際に、礼すら言わずにすがりついてしまったのだと思うと今さらながらに恥ずかしかった。だがその途中で、アシュラフも半身を起こすと、フランチェスカを抱き寄せ、その精悍な胸板に身をもたれさせた。

「その火事の件で話しておきたいことがある。──お前も察している様子だが、あれはお前を狙って起こされたものだ」

　言われてフランチェスカは目を見張ったが、頷いた。それは彼女も気付いていたことだった。

「本来なら、あの工房への視察は、私が行く筈、でしたものね」

　そうなった原因を思い出して頬を染める。アシュラフは頷いた。

「そうだ。工房側に俺が行くと知らせが届いたのは、到着する直前だった。火薬を仕掛けた男は捕らえて、今、追求している。金で雇われただけのようだが、雇い先を辿れば命令した者にたどり着く。必ず突き止める」

「はい。でも、どうして私を……」

　さすがに不安になって呟くフランチェスカを、アシュラフは強く引き寄せた。

「お前は守る。俺が不在の際は、警備の兵士たちを専属で付ける。これからは、決して一人で行動するな」

「はい。でも、アシュラフ。どうか貴方もお気を付けて下さい……！」

　懸命に言う。傷付いたアシュラフを実際に見、さらに自身の想いも自覚した今、絶対に彼を失いたくなかった。声に必死さが溢れていたのか、アシュラフはわずかに目を見張り微笑した。

「何だ？　俺のことが心配なのか」

　からかうような口調だった。フランチェスカは少しむっとし、それから再度、想いを気付かれてはならないと考え、言った。

「それは……貴方様は、今、ドマーニャに、絶対になくてはならない方ですもの。──それに、貴方がお命を狙われたら、カリムさんやゼイドさんなど、貴方の臣下たちは大層心を痛めるでしょう。だって貴方は、長くお仕えしているあの方たちを、父王様から庇うほど、本当の家族のように思っていらっしゃるのでしょう？」

「……何故、そんなことを知っているのだ」

　笑みを消して、アシュラフが尋ねてきた。フランチェスカは思わず口を押さえた。

「誰かが余計なことを話したようだな。……おそらく、カリムの奴か。あいつは当初、俺の視察には付いてこなかった。それに、お前の事を随分と気遣っているようだったからな」

「あの、私が教えて、と言ったのです、アシュラフ。カリムさんを怒らないで下さい……！」

　慌ててフランチェスカは言った。アシュラフの話をしてきたのはカリムからだったが、主人思いの彼が、その為にアシュラフに叱責されるのは忍びなかったのだ。アシュラフは今度は、唇を歪めて笑った。

「カリムといい、ゼイドといい、皆、お前の味方ばかりのようだな。余程お前にたぶらかされているとみえる」

「カリムさんやゼイドさんは、そんな方じゃありません！　それにたぶらかすなんて、私……」

　フランチェスカは懸命に言った。彼女をじっと見つめ、やがてアシュラフはかぶりを振った。

「もういい。別にカリムを責めたりはしないから安心しろ。──それにお前にはまだ、聞きたいことがある。お前の父親のことだ」

「え……」

　急に言われ、驚くフランチェスカに、アシュラフは尋ねた。

「お前の父親──ドマーニャ侯爵は、亡くなる前に何か、お前に預けたものはなかったか。例えば手紙などだ」

　言われてフランチェスカは、慌てて記憶を辿った。

「……いいえ。申し訳ございません、アシュラフ。今の時点で思い当たることは特にないです」

　懸命に考えた挙句、そう答え、さらに尋ねた。

「あの、貴方はもしや、父のことで何か、調べておいでなのですか？」

　そういえば、彼はドマーニャに来てから、本当に多忙そうだったと思い当たる。父の文書を熱心に読んでいたのも、その為だろうか。

　──でも、どうして父に、アシュラフが興味を持つのかしら……？──

「ああ。だがまだ、確証がない。何か、どんな小さな事でもいい。この後でも、何か思い出すことがあったら言うんだ。いいな？」

「はい。あの、アシュラフ、私は、父は大逆罪など犯していないと信じています……！」

　フランチェスカはまた、懸命に言った。アシュラフが父のことを考えてくれていたことが、嬉しい驚きだった。

「父はイリリアの先の国王様に、随分政治について助言し、耳痛いことも奏そう上じょうしていました。それでうるさがられ、時に疎まれていたことは確かです。ですが決して、先王を憎んだり、恨んだりはしていなかった筈です……！」

　間近で頬を上気させ、懸命に言う彼女を、アシュラフは見つめ返した。そしてまた、微かに笑みを浮かべた。

「お前の考えはわかった。お前は、父と仲が良かったのだな」

　言われて頷く。また、カリムの話を思い出していた。アシュラフと父王とは、決して良い関係ではなかったということを。

「──それにもう一つ、お前に確かめたいことがある」

　その時、アシュラフがふいに呟いたので、フランチェスカははっとした。

「え、なんでしょうか」

　急いでもう一度、彼を見る。と、彼のこちらを見返す眼差しが、酷く真剣なものになっていたのでどきりとした。そのままでじっと、凝視してくる。

「……いや、いい」

　だが、アシュラフは不意に目をそらすとそう言った。思わず気になって、その顔をのぞき込もうとする。と、アシュラフは不意に、その腕を掴んでさらに引き寄せた。

「え、アシュラフ……？」

「お前はいつから、俺をそんな風に呼ぶようになった？」

　言われてフランチェスカははっとし、思わずまた、唇を押さえた。

「も、申し訳ございません！　私、いつの間に、お名前で、しかもそのまま……」

　彼の名をそのまま、何の敬称もつけずに呼んでいたことにようやく気付く。いつからそんな不躾なことをしていたのだろう。

　──まるで、恋人に呼びかけるみたいじゃないの……！──

　そう思い、また真っ赤になる。が、アシュラフは無造作にかぶりを振った。

「別に良い。二人の時はそう呼べ」

「えっ!?　は、はい。……きゃ！」

　意外な言葉に、また、慌てて頷く。と、アシュラフは今度はフランチェスカの両肩を掴み、いきなり、自分の身体の下に敷き込んだ。フランチェスカを組み敷き、不敵に笑う。

「ただし、そう呼ぶ代償はこれから払って貰うぞ。そら、もう一度だ」

「え、で、でも、──あッ……！」

　言いながら、すぐさまフランチェスカの首筋や胸に、口づけの雨を降らせてくる。その心地よさに、フランチェスカは声を上げてしまいながら、懸命に言った。

「アシュラフ、貴方、お身体は大丈夫なのですか。お怪我をされて、あ、あンッ……」

　気遣う言葉は、胸の突起を強く吸われて途切れてしまった。

「見くびられたものだな。覚悟しろ」

　再び傲慢な笑みを向けると、アシュラフは感じて震え始めたフランチェスカの身体に、さらに唇を這わせていった。

　フランチェスカはまだそんな彼を気遣いながらも、その愛撫に素直に身を委ねていった。──自分の立場も、父の死も、この時だけは彼女の心から遠ざかっていた。
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「──あの……フランチェスカ様。ちょっとよろしいでしょうか……」

　さらにそれから、二日が過ぎた日のこと。昼食の後、館の厨房で、皆と一緒に薬草を煮ていたフランチェスカは、声を掛けられ振り返った。

「サリナ、どうしたの？」

　振り向いて微笑む。タルスクの王宮でフランチェスカに仕え、その後、アシュラフに命じられ、彼女に従ってイリリアまで供をしてくれた侍女のサリナがすぐ傍に立っていた。

　タルスクの王宮で、フランチェスカがソラーヤに嫌がらせをされた時、機転を利かせてゼイドに知らせてくれたのは彼女だった。さらにゼイドが連絡して、アシュラフが来てくれたのだ。それ以来、フランチェスカは彼女を信頼して傍に置いていた。年もサリナの方が一つ上と近い。

　サリナは今、何か、ひどくせわしなく周囲を伺ってから、そっとフランチェスカを、厨房の片隅に導いた。お互いにだけ聞こえる声で囁く。随分と急いでいるようだった。

「その、申し訳ございません。陛下が、フランチェスカ様に、これから折り入ってお話しがあるとのことでございます……」

「え、ア……陛下が？」

「はい。何でも、フランチェスカ様のお父様が亡くなられた件のことで、先程、判明したことがあったと……」

　聞いたとたんドキリとした。数日前、火事が起きた日の、寝室でのやり取りが思い出される。アシュラフは父の死について、何か詳しく調べている様子だった。

　──そういえば、今日は何か、新たにわかったことがあると話していたけれど……。そのことかしら──

　早朝、朝食も取らずに彼が、数名の臣下とともに出ていったことを思い出す。

「……それで、陛下はフランチェスカ様にお一人で、お越し頂きたいと仰っておいでなのです。あの、庭園の東屋に……」

　フランチェスカは目を見張った。ドマーニャの館には、ささやかだが庭園や池があり、東屋もその一角にある。その奥には森が広がっているのだ。

　フランチェスカが幼い頃、気候の良い時などに祖母と父母、それに彼女とでそこでピクニックをしたり、夕暮れに演奏会を開いたりしていた。最近は殆ど使われていなかったが、今回の火事のあと、フランチェスカたちが森から薬草を取ってきたので、そこにまとめて保管庫のようにしている。

「そちらに？　でも陛下は、一人で行動するなと仰って……」

「それをご承知の上で、来て貰いたい、とのことです。何かとても大事なお話のようで。その……館は今、人目が多すぎるので、なるべく他人のいないところでお話がしたいと……」

　せわしなく言われ、フランチェスカは思わず頷いていた。確かに、思い当たる節があった。今日、午前中に随分たくさんの手紙が届いたのだ。中には随分と厚いものもあった。アシュラフはそれを彼女には見せず、内容に全て目を通すと、ゼイドたちとともにその分析に追われている様子だった。そして、フランチェスカには先に食事をするように言ったが、自身やゼイドたちの食事は執務室に運ばせ、食べながら政務を続けているらしい。

　──もしかして、お父様のことについて何か調査の進展があったとか……？──

　だとしたら内密に、そして急いで話したい、ということはあるだろう。

　それにもう一つ事情があった。今、フランチェスカの館には、この間の暴動や火事で家を失い、避難してきた村人が大勢滞在しているのだ。その中には命に別状はないものの、怪我や火傷を負った者もかなりいて、フランチェスカや乳母や侍女も今、その為の薬づくりに追われている最中だったのだ。確かにこれでは、内密にしたくとも誰の耳に入ってしまうかわからない。

「わかったわ。すぐに参ります」

　フランチェスカは頷いて、かけていたエプロンを外した。そして乳母のホアナに一言断ろうとしたが、彼女が侍女たちに指示を出していて忙しそうな様子なのと、サリナが急かす様子なのでそのまま、そっと厨房から出た。薬が出来上がったら皆のもとに持っていく手筈は出来ている。

「こちらでございます」

　サリナの後に続いて廊下を急ぎながら、フランチェスカはふと、彼女の顔色があまり良くないことに気付いた。

「サリナ、貴女はこちらの暮らしにもう慣れた？」

　館の裏木戸から、番兵に合図して外に出る。そうしながらそっと声を掛けた。サリナは弾かれたように頷いた。外は昼にも関わらず、どんよりと曇っていた。季節は春だったが、肌寒い。

「え!?　は、はい……」

「そう？　こちらは男性にも接する機会が多いから大変でしょう。何かあったら言ってね。私、こちらに帰ってきてからは忙しくて、貴女のこととか全然気に掛ける事が出来なくて……」

「い、いえ。勿体ないことでございます……」

　サリナは顔を背け、お急ぎを、と促すように足を速めた。館の庭園はこの数カ月の間、騒動が続いていたために手入れが行き届かず、草木が生い茂って荒れていた。その東屋に向かう遊歩道の、木立ちの中に二人が入ったその時、

「……！」

　フランチェスカは息を呑んだ。たった今通り過ぎた、生い茂った藪やぶと木の影から、いきなり男が二人、姿を現したのだ。職人のような格好で、どちらも屈強な男だった。そのうちの一人がフランチェスカを後ろから捕らえ、声を出す間もなく羽交い締めにした。その細い首に男の腕が後ろから巻き付き、締め付けられる。

「な、何をっ……。サリナ、逃げて、……！」

　急に呼吸が出来なくなり、フランチェスカは慌ててサリナに声を掛けようとした。だが次の瞬間、もう一人の男に、口元にひどく嫌な匂いのする布をあてがわれ、彼女はそのまま、意識を失い、その場に倒れ込んでしまった。

「良くやったな、サリナ」

　意識を失う直前に、低く下卑た笑い声とともに、そんな囁きが聞こえた。





　　　　◇◇◇






　──何かが、喉に流し込まれた。

「う、んっ……？」

　酸味と同時にひどく苦い、質の悪いワインのようなものが二口ほど、喉を滑り落ちていく感覚に、フランチェスカは目を覚ました。誰かが唇に陶製の器をあてがっている。

　──私、倒れたの？　体調を崩してしまったのかしら……？──

　記憶が混乱し、身体がひどくだるかった。それに確かに酷い頭痛がするし、寒い。誰かに薬を飲まされているのだろうか。

　その時、薬、という言葉にはっとした。思わず目を開け周囲を見回す。とたんに男たちの顔が飛び込んできた。

「……！」

　フランチェスカは息を呑んだ。男たちは三人いた。皆、薄ら笑いを浮かべてこちらを見ている。

　いきなり現実に引き戻された。意識を失う直前の出来事が、一気によみがえってくる。

　今、彼女がいるのは、見慣れた東屋ではなかった。その更に向こうの、森の奥にある小屋のようだ。子供の頃、気候の良い時に領地の見回りをする父に連れられ、馬に乗って数回だが、ここで休憩をとったことがある。森を管理する者たちが時々寝泊まりする為、かまどと、藁わら布団を敷いた簡易なベッドがある。フランチェスカはその上に寝かされていた。彼女一人で、一緒にいたサリナの姿は何処にもない。

　そして、目の前の男たちには漠然と見覚えがあった。館に避難してきた領民の中にいた者たちだ。そのうち二人は、先程藪の中で、フランチェスカを捕らえた男たちだった。職人のような出で立ちで、不潔ではないが、どこか荒んだ様子である。アシュラフよりやや年配で、体つきは皆、屈強だった。彼らは全員、妙に酔ったような、ギラギラした目でフランチェスカを見ていた。一人が薄笑いを浮かべて彼女を見た。

「おっと、お姫さんが目を覚ましたぜ」

「あなた達、どうしてこんなことを……サリナを、何処へやったの！」

　恐怖を感じながらも、必死に気を取り直して尋ねる。まさか、殺されてしまったのでは、と心配になったのだが、聞いたとたん男たちは下卑た笑い声を上げた。

「さすがに世間知らずなお姫さんだな、この期に及んで、他人の心配か」

「そのサリナが、あんたをここまで誘い出したんだぜ」

「え……!?」

　到底信じられない言葉に、フランチェスカは呆然とし、それからくらりと目眩を感じた。ひどく気分も悪い。それに構わず、リーダー格らしい髭面の男が顎をしゃくった。

「おい、全部呑ませちまえ」

　頷いて別の男が、フランチェスカの口に再び器を押しつける。

「いやッ！　あうっ……」

　嫌な予感がして、それを振り払おうとした。だがさらに強い力で押さえつけられ、髪をつかまれて顔を上げさせられ、傾けた器から強引に喉奥に流し込まれる。最初よりずいぶんと量が多かった。何かを酒に混ぜ込んでいるらしく、ひどく苦い。その酒自体が粗悪なものらしく、やたらに強くてきつい。必死に吐き出そうとしたが口を抑えられて出来ず、結局全て呑まされ、フランチェスカは激しくむせ込んだ。

「……！」

　だがすぐに、全身がカッと熱くなり、くらくらと目眩のする感覚に驚いて顔を上げた。だがその視界は霞み、頭もぼんやりとしてくる。酒のせいにしてもその変化は急速すぎた。

「な、何、これ……」

　問いただそうとして、はっとした。酸味の中にある苦さ。この味には覚えがあった。以前、タルスクの王宮で、アシュラフに口移しで飲まされた酒だ。だがそれよりもずっと苦さが強く、濃縮されているようだった。

「あ、ッ……。まさ、か……」

　自分で身体を支えることが出来ず、フランチェスカは思わず手を突いた。呑み込むのと同時に吸収されたのか、それとも酒の為か、全身があっという間に熱くなった。そして特に、胸の突起や下半身の秘められた部分など感じやすい部分が強く反応するのがはっきりとわかった。突起が尖り、臍の下の、蜜壺の辺りがカッと火照り、花芯と花びらが蜜に濡れていく。

「知ってるのか。そのまさかさ、お姫さん。淫らな薬さ。それに、タルスクで採れるちょっとした草を加えてある。こいつを呑まされるともう、あっちのことしか考えられなくなって、女はただひたすら、男が欲しくて足を広げてねだるようになるんだ」

　髭男がニヤニヤ笑い、愕然とするフランチェスカの顔をのぞき込んだ。

「はっはあ。やっぱり薬に慣れていない奴は効き目が早いな。たっぷり仕込んだし、酒も強いやつにしたからな！」

　言いながら、恐ろしい力でフランチェスカのドレスに手をかけ、シュミーズもろとも、力一杯引き裂いた。たちまち白く滑らかな肌が露わになる。

「いや！　──あ、ンッ……」

　悲鳴を上げてその手を払い除けようとした時、男が荒々しく胸をまさぐった。ひどく荒れた手が、その胸の膨らみや突起に触れたとたん、全身にジンと心地よい感覚が走り抜け、淫らな声が漏れる。

　──そんな……！──

　自分の反応に、愕然と目を見開く。こんな男たちに触れられて感じてしまうなんて。

　だが、髭男はそんなフランチェスカをせせら笑い、ドレスとシュミーズをあっという間にはぎ取ってしまった。別の男がペチコートをまくり上げ、ドロワーズを引き下ろす。露わにされた、ほっそりと白い足の内側に、舌なめずりしながら軽く舌を這わせた。

「あ、あンッ……」

　とたんに痺れるような感覚が走り、また声が上がってしまう。フランチェスカは思わず口を押さえた。

　──どうして？　アシュラフ以外に、触れられるのは絶対に嫌なのに、身体がこんなに感じてしまうなんて……──

　薬のせいにしても、好きでもない男たちに、しかもこんな触れられ方で感じてしまうのは、自分は幾らなんでもおかしいのではないかと思う。

　だが、その思考すら、おぼつかなくなっていた。高熱を出した時のように頭がぼうっと霞んで、ただ身体の脈打ちだけがドクン、ドクン、と伝わってくる。その状態で身体に触れられると、ひどく強い快感がこみ上げ、あっという間に全身に行き渡ってしまうのだ。

「へっへ、いい声を出しやがる。こりゃあ、極上の女だぜ……」

「随分と、可愛がられていたみたいだな。反応がやたらにいい」

「おい、ぐずぐずするな。ナイフをよこせ。こいつを切っちまうぞ」

　髭男が三人目の、やや鈍そうな男に声を掛け、ナイフを受け取る。コルセットの紐が切られ、取り去られて、フランチェスカは一糸まとわぬ裸にされてしまった。

「……！　いやぁッ……！」

　とたんに、同じ格好でアシュラフの前に性奴隷として引き出された記憶がよみがえって来てしまい、フランチェスカは思わず悲鳴を上げ、身をよじっていた。アシュラフ以外の男に、こんな姿を見られるのは死んでも嫌だった。だがそれは、男たちを一層煽ったようだった。

「なんだ、まだ抵抗しやがるのか、生意気な。おい、もっと足を広げろよ！」

「何だよ。俺のが先だろう！」

「うるせえな。お前は口にでも突っ込めば良いだろ！」

　口々に、聞くに堪えない言葉を吐きながら、男たちは荒い息づかいでズボンを下ろし、フランチェスカにのしかかっていった。男の舌が胸の突起を舐め上げ、もう片方の胸を揉んだ。そして別の男が足首を掴んで大きく広げさせる。濡れた花びらが露わになってしまう。それらの感触が、強いられた、けれど恐ろしく強い快感となってフランチェスカを襲った。さらに、もがいたために酒や薬が恐ろしく速く身体にまわり、意識がもうろうとしてきた。

「あ、あァンッ、もう……」

　思わずその唇から、また淫らな声が溢れた。頭がぼんやりしているためか、さっきよりも大きな声になってしまう。

　──その時、

「うぐっ……」

　フランチェスカに最も接近し、のしかかっていた髭男が、急に喉を詰まらすような声を上げた。

　一瞬、何が起こったのかそこにいる誰もがわからなかった。背後から長剣が伸び、彼の背に振り下ろされたのだ。やや弧を描いた、刃の幅広い中東風のその剣は、まるで紙でも切るように、やすやすと男の背中を切り裂いた。

「ギャッ！」

　次の瞬間、男は背を斜めに大きく切り裂かれ、血を流しながら悲鳴を上げてその場に倒れ込んだ。

「ひ、ひえっ……」

「アシュラフだ。なんでここに……！」

　悲鳴を上げたのは男たちの方だった。アシュラフが小屋の入り口に立っていた。いつもの黒い衣装姿で、カフィーヤは付けていない。その右手には長剣が握られている。だが彼らを怯えさせたのは、彼の氷の刃を思わせる、恐ろしく冷ややかな眼差しそのものだった。

「ひいっ！」

「ぎゃああっ！」

　再びアシュラフの剣が閃き、一瞬後には男たちは胸や腕、肩を切り裂かれ、悲鳴とともにバタバタと倒れていった。

「陛下、こちらにおいでですか！」

「フランチェスカ様は、ご無事、……！」

　その頃になってようやく、馬の蹄の音とともに、ゼイドやカリムなど、彼の臣下たちが追いついてきた。アシュラフはフランチェスカの姿が見えないと報告を受けると、すぐに、彼らを置き去りにする勢いで館の周辺を探索し、ここにたどり着いたのだった。フランチェスカと行為が出来ると夢中だった男たちは、アシュラフが入ってきたことに気付かなかったのだ。

　──アシュラフは、やってきた臣下たちを振り向きもせず、床で呻く男たちを足で押しのけると、フランチェスカに大股で歩み寄った。その顔には何の表情も浮かんでいない。その様子に、臣下たちも思わず息を呑み、身動きできなくなってしまった。

「アシュ、ラフ……？」

　そして既に、フランチェスカは呑まされた薬と酒の為、まともにものが考えられなくなっていた。彼の姿を認め、ただ嬉しくて、子供のように手を伸ばしていた。全裸の、足を広げたあられもない格好だというのにも気付かない。唇から自然と声が漏れた。

「アシュラフ、来て……」

「……！」

　アシュラフはふいに、一瞬顔をしかめると、彼女の方を向いたまま剣を無造作にカリムに渡し、荒々しい仕草で着ていた上衣を脱いだ。そして彼女の身体を包むと、そのまま、手荒くその身体を抱き上げる。

「あンッ！　あ……」

　彼に触れられ、フランチェスカは彼の腕の中で素直に歓びの声を上げていた。その身体をしっかりと抱え込むと、アシュラフは踵を返し、早足で小屋を出て行った。ローブの裾がはためく。

「へ、陛下……」

　カリムが恐る恐る声を掛ける。アシュラフはやはり振り返りもせず、無造作に命じた。

「男どもを捕らえろ。何故こんなことをしたか、どのような手段を使ってでも自白させろ。自白するまでは決して殺すな。小屋の中と外を隈無く探索しろ。それと、姿を消した侍女も探せ」

「はっ！　──あの、フランチェスカ様は……」

　カリムもゼイドも、必死に尋ねたが、アシュラフは応えなかった。まずフランチェスカを馬に乗せ、その身体を支えながらさっと跨がり、彼女を膝の上に落ち着かせると、すぐさま馬に鞭を一打ちし、走らせる。

　──アシュラフ……──

　その間、フランチェスカは彼の温もりと香りとに包まれ、ただうっとりと、そして朦朧としていた。何も考えられない。ただ彼の感触が信じられないほど心地よく、ずっと身をすり寄せ、彼にすがりついていた。

「手紙の、通りだというのか……」

　その時、アシュラフが低く呟くのが聞こえた。フランチェスカは一瞬、え？　と思い、顔をわずかに上げたが、どうしても考えがまとまらず、すぐにまた彼の胸に身をもたせかけた。

「陛下っ！」

「陛下、どうかフランチェスカ様に、ご無体なことは……」

　臣下たちが必死に追いすがって叫ぶのにも、アシュラフは全く応じず、そのまま館に向かい、ほぼ早駈けのスピードで、馬を走らせていった。馬も漆黒のため、鉛色に曇った空の下、黒ずくめの彼が疾走させている姿は、まるで魔王か何かのように見えた。





　　　　◇◇◇






　──そして、数十分後。

「えっ、アシュラフ……？」

　館に戻り、寝室のベッドの上に無造作に下ろされたその瞬間、フランチェスカははっとなった。

　それまで熱のある夢の中に居たような状態だったのが、その震動で、ふいに正気に押し戻されたような感覚だった。もしかしたら毎晩、アシュラフと過ごしている寝室の空気に触れた為もあったかもしれない。

　アシュラフは、まっしぐらに館に戻った後、この寝室に彼女を連れて直行したのだ。心配して駆け寄ってきた臣下や乳母のホアナ、フランチェスカの祖母にさえ何一つ返答しなかった。

「俺がいいというまで、誰も、一切近づくな」

　皆に短く命じると、そのまま彼女を抱え、寝室に籠ったのだ。扉はむろん閉ざし、施錠している。

「……！」

　今、寝室に二人きりになって、フランチェスカは息を呑んだ。睫毛が触れあうほど間近に、アシュラフの瞳があった。その漆黒の瞳は、明らかに怒りと、何か別の熱さでギラギラと光っていた。彼のその怒りの表情が、何が起こったかを一気に思い起こさせた。

「あ、っ……！」

　──私、たった今まで、とんでもないことを……！──

　粗暴な男たちに、足を広げさせられ、淫らなポーズを取らされていたこと、そして自分もそうされてあられもない嬌声を上げていたこと。それらの記憶が、凄まじい勢いでフランチェスカの脳裏によみがえった。

　だが、彼女の反応をよそに、アシュラフは彼女をくるんでいた自身の上衣をさっと取り去った。そして全裸の彼女の姿に顔をしかめる。その足首や肩、そして胸の突起に、男たちに触れられた痕が残っていた。アシュラフはそれらを射抜くような眼差しで見据えた。

　フランチェスカはそれに気づき、急いで身体を隠そうとした。だがその時、アシュラフの強い視線を受けているだけで、身体がぞくぞくと反応してしまうのを、はっきりと感じた。

　──そんな……！──

　自分の反応に愕然とする。心は正気を取り戻したが、身体はまだ淫らな薬の虜になっていた。そのことを彼に告げようにも、息がひどく荒く、声もうまく出せない。男たちに呑まされた薬の副作用なのか、それとももともと、そういう効き方をする薬だったのだろうか。酷く喉が掠れて、上手く口がきけなかった。なのに感じる声だけは漏れてしまう。小さく掠れた声しか出ないので、却ってそれが随分と感じているように響いてしまう。

　そんなフランチェスカの葛藤とは裏腹に、胸の突起は彼の視線を受けると、とたんにはっきりとわかるほどにピンと尖り、花芯と、それを包む花びらが新たな蜜に溢れ、たちまちのうちにぐっしょりと濡れていく。むしろ男たちでなく、アシュラフが傍にいることで、一層激しく反応していた。

「そんなに、男が欲しいのか。やはりお前は、送られてきたあの幾つもの手紙の通り、淫らなのか。誰にも馴れ馴れしく、身体を開くのか……！」

　そんなフランチェスカを凝視し、視線をそのままにアシュラフが呟いた。彼女は愕然とした。確か、彼に助けられた時にも、そんな言葉を耳にした気がする。アシュラフは何か、誤解しているのだろうか。だからこんなに怒っているのか。

　──手紙って、何？　そんなこと、私はしていない……！──

「ち、違……」

　必死になって弁明しようとするが、その時フランチェスカは、はっとなった。

　──でも、確かに私はあの時、本当に淫らな格好を男たちの目の前に晒していたわ……──

　薬のせいとは言え、それは紛れもない事実だった。だとしたら自分は彼に、それは誤解だと弁明できるのだろうか。現に今も、自分の身体はひたすら淫らに、彼の視線を受けるだけで反応しているのだ。それがたまらなく恥ずかしく、そして彼に対して申し訳なかった。

　フランチェスカは、ただ彼を見つめ、力なくかぶりを振ることしか出来なかった。とたん、アシュラフは苛立たしげに顔をしかめると、無造作に自分の着ていたローブを脱ぎ捨てた。同時に穿いていたズボンも下着もろとも蹴り脱ぎ、全裸になる。

「……！」

　その強靱な筋肉に覆われた、精悍な身体が目の前で露わになり、こんな時なのに、フランチェスカは思わず胸をときめかせ、その姿に引き寄せられていた。そして彼女の身体は、またも反応してしまう。

　と、アシュラフは手を伸ばし、彼女の片方の足首を掴んで思い切り開かせると、その間に覆い被さった。

「あァンッ、う……！」

　とたんに胸の突起や、臍の下の柔らかな膨らみ、そして花びらや花芯までもが強くアシュラフの身体に擦られ、フランチェスカは思わず歓びの声を上げていた。それに応じるように、アシュラフは、フランチェスカの唇、そして喉、胸の膨らみに、口づけと舌の雨を降らせていた。

「え……」

　はっとした。そこは男たちがフランチェスカに触れていた部分だった。

「あ、アシュ、ラフ。だ、駄目ッ……！」

　思わず声を絞り出していた。触れたら汚ない、と思ったのだ。そんな男たちと、さらにその彼らに触れられて感じた自分の身体など、とてもアシュラフに触れさせられない。アシュラフを汚したくなかった。

　だが聞いたとたん、アシュラフが顔をしかめ、フランチェスカを睨んだ。

「何故、拒否するのだ」

　その声が明らかに怒りに満ちていた。そしてフランチェスカが慌ててかぶりを振るのに構わず、彼はさらに執拗に、フランチェスカのそれらの部分を吸い、舐め、唇と舌を這わせてきた。とたんに、フランチェスカの全身を身震いするほどの心地よさが走り抜ける。

「あぁッ……。あンッ……」

　掠れた声が漏れる。その声に耳を澄ませるかのように、アシュラフがまた顔を寄せてきた。覆い被さった姿勢の為、ごく間近で、睫毛が触れあいそうだった。フランチェスカは頬を染め、泣きそうになってまた首を振りかけた。が、とたんにアシュラフが彼女の胸を掴み、もう片方の手で荒々しく花びらをかき分けてきた。

「あッ、あぅンッ……」

　フランチェスカは思わず弾かれたように身を波打たせ、声を上げてしまった。その声は明らかに歓びが滲んでいた。触れられたどちらの部分からも、強い快感がぞくぞくっとこみ上げてきてしまう。尖った胸の突起がアシュラフの手の平を突き、花芯から溢れる蜜は、その指をぐっしょりと濡らした。

「心地よいのか……」

「……！」

　恥ずかしくてたまらず顔を背けようとするのを、アシュラフは許さず、胸から手を離して今度は顎を捕らえ、固定させた。アシュラフから目がそらせなくなった。そうしながら彼のもう片方の手は、花芯をさらに奥まで、そして執拗にまさぐっている。

「感じているな、フランチェスカ……」

　そうしながらアシュラフは囁きかけてきた。表情は変えず、ただこちらを食い入るように見つめ、そう問いかけてくる。

　以前、執務室で抱かれた時も、こう言われたことを思い出した。あの時と同じように彼は囁いている。だが今の方が遙かに余裕なく、そして怒りに満ちているのがわかる。表情を変えていなくても、フランチェスカにはわかった。その黒い瞳が、熱く燻くすぶっているからだ。そして、感じさせられている快感も、あの時とは比べものにならない程に、強い……。

「あ、ッ……！」

　フランチェスカは懸命に彼の言葉に応えようとして、またびくんと身をしならせた。アシュラフの指が濡れそぼった花芯をつつき、指先で翻弄するように愛撫してくる。と、花芯はまるで彼の行為を待っていたかのように開き、アシュラフの指を迎え入れて吸い付いた。その指を、アシュラフはさらに奥まで、茎の中へと押し入れてきた。

「ひぁッ……！」

　衝撃と、そして内部の肉襞を強く擦られた為に新たな強い快感とがわき起こり、フランチェスカは切なく声を上げた。だがアシュラフは手を休めなかった。さらに激しく執拗に、茎の内部の、ぐっしょりと濡れた肉襞をえぐるように擦りあげ、爪も使って刺激してくる。

　そのたびに新たに刺激が沸き起こり、頭の天辺からつま先までジンジンと、痺れるような快感が走り抜けた。茎の内部の肉襞は、彼の荒々しい動きに応えて強くその指に絡みつき、すがりついてくる。

　──そう、もっと責めて。もっと酷く、苛さいなんで。だって私は、あんな淫らなことをしてしまったのだから……──

　気がつくと、そんなことを確かに頭の中で繰り返している自分に気付き、思わず真っ赤になった。男たちに痴態を晒してしまった罪悪感から、フランチェスカはそんなことを求めていたのだった。

　──なんて事を！　私、自分を罰するつもりで、快感を感じている……！──

　そして実際、彼女は今、このアシュラフに与えられている刺激が余りに心地よく、白いつま先をひくつかせ、身をよじって悶えているのだった。身体の内部の、肉襞一つ一つまで、彼に支配され尽くしていると今さらながらに思い知らされる。

「あ、そ、そんな……奥、までッ……。あ、あンッ……」

　哀願する声は淫らに乱れ、掠れ、嬌声が混じってしまう。頬が染まるがどうすることも出来なかった。

「そうだ、もっと感じろ……」

　その時、アシュラフが低くそう言った。フランチェスカは思わず彼を見つめた。黒曜石と、エメラルドの瞳とが見つめ合い、視線が絡み合う。そのままでアシュラフは言った。

「お前が今、感じているのは、俺だ。他の誰でもない。お前に触れて良いのは、俺だけだ……！」

　言うなりアシュラフはフランチェスカの内部から、いきなり指を引き抜いた。

「あぅッ……！」

　いきなり肉襞を逆向きに擦られ、フランチェスカは小さく悲鳴を上げた。アシュラフの指は、蜜でぐっしょりと濡れそぼち、指の抜けた花芯からは、新たに蜜が止めどなく溢れ出してくる。

「……！」

　弱々しく身悶えるフランチェスカに構わず、アシュラフはさらに彼女の足を大きく、あられもなく開かせた。そして、既に半ば開いていた花びらを押し分け、ひくひくと震えている花芯に、ぐいと己の雄根を突き立てた。

「ッ……！」

　再度漏れた悲鳴は、もう言葉にならなかった。それまでに見せていた無表情な顔と声とは裏腹に、彼の雄根は既に限界まで怒張し、鋼鉄のように固く、精悍だった。先程挿入された指とは比べものにならない。それがフランチェスカの花芯を押し分けてくる。

　これまでさんざんに攻められ、嬲られていたフランチェスカの花芯は、むしろ歓喜の声を上げてその雄根を受け入れた。アシュラフはフランチェスカの背に自分の手を回し、さらに深く身を沈めた。

　いつもなら、挿入する際には、アシュラフはゆっくりと、フランチェスカの反応を楽しむかのように身を進めてくる。だがこの時、アシュラフは容赦なくぐいぐいと彼女の内部に押し入り、その狭い茎を荒々しく押し広げていった。今までの行為で、どれ程アシュラフが加減していたか、フランチェスカはその身にはっきりと思い知らされた。

「……！　……！」

　フランチェスカは声にならない悲鳴を上げ続けた。いやそれは歓びの声だったかもしれない。茎の内部の肉襞はぐっしょりと濡れていて、震えながらも滑らかにアシュラフを受け入れていた。そして、これまでになく強く擦りあげられ、熱をおびて、彼の雄根にすがりつく。そこから目眩がするほど心地よい快感が溢れ出し、フランチェスカの全身を駆け巡っていく。彼女の蜜壺が火照り、新たな蜜が溢れ出し、肉襞を通じてアシュラフの雄根をさらに濡らした。そうして彼を、いともたやすくフランチェスカの最奥へと導く。

「あぅッ……」

　アシュラフがフランチェスカにさらに覆い被さった。フランチェスカも震えながら、彼の背に手を回した。最奥まで一気に深々と貫かれ、花芯も茎もアシュラフの雄根で一杯に満たされて、フランチェスカは思わず目を閉じた。そのまま、どくん、と大きな鼓動が身体の奥底から沸き起こり、アシュラフが再び腰を動かす。最奥を強く穿たれ、フランチェスカはもう、耐えきれなかった。閉じた瞼の裏側が、白く灼けた。

「……！」

「く、ッ……」

　フランチェスカは声にならないあえぎ声を漏らし、アシュラフは低く呻いた。二人が頂点に達したのはほぼ同時だった。体内に、彼が放出した情熱の証が一杯に熱く広がるのを感じた。

　──あ、ッ……──

　頭の中が真っ白になり、フランチェスカはそのまま、アシュラフの腕の中で意識を失いそうになった。だがその時、

「──ッ……！」

　はっと目を開けた。アシュラフがさらに彼女を強く引き寄せてきたのだ。その状態でさらに荒々しく、また穿ってくる。アシュラフの雄根は、一度達した後も怒張したまま全く変わらず、鋼鉄のように固く、精悍に、フランチェスカを一杯に支配していた。今までの行為で、体内に吐き出された液体のため、フランチェスカの身体は速やかにその行為も受け入れてしまった。

　身体を、壊れた人形のようにがくがくと揺さぶられ、フランチェスカは思わずアシュラフに強くすがりついた。その荒々しさに不安を感じたが、薬のせいなのか、またも快感を感じ、新たに蜜が溢れてきてしまう。それも、ますますアシュラフの行為を容易にさせた。

　その上で彼にさらに強く抱き寄せられたので、身体が激しく密着し、さらに深く抉られてしまい、思わず身を竦めて掠れた悲鳴を上げかける。だがそれに覆い被せるように、アシュラフは耳元で囁いてきた。

「まだ、だ……」

　その言葉に目を見張り、アシュラフを見つめた。アシュラフはフランチェスカをその黒い瞳で見つめ返し、さらに容赦なく腰を動かしてくる。

「お前は、俺のものだ。フランチェスカ……」

「……！」

　その言葉に、フランチェスカはもう一度彼を見つめたが、同時に腰を強く打ち付けられて、津波のように大きな快感が一度に押し寄せてきた。声にならない悲鳴が唇から漏れる。フランチェスカはそれを懸命にこらえ、必死に掠れた声を絞り出した。

「アシュ、ラフ。そん、な……」

　──そんなことはわかっています。私は貴方の性奴隷なのですから……──

　そう言いたかった。だが言葉が途中で切れてしまった為か、アシュラフは誤解したらしい。とたんに強い怒りと苛立ちをはっきりと浮かべ、さらに囁いてきた。

「否定、するのか。それでも、構わぬ。それなら、ずっと、こうしてやる……！」

「……！　アシュ、ラフッ……！」

　次の瞬間、与えられた衝撃にフランチェスカは耐えきれず、息を詰まらせるようにして声を上げた。アシュラフがフランチェスカの身体を強く抱きかかえ、雄根を挿入したまま身を起こしたからだ。横たわったフランチェスカにのしかかっていた状態から、身を起こしてベッドに座り、フランチェスカと向き合った形で、彼女を膝の上に乗せた体勢になる。

「あぅッ、ひッ……！」

　フランチェスカは彼の腕の中で激しく喘ぎ、その細い身体を若木のようにしならせた。体勢が変わったことで、体内に挿入されたままのアシュラフの雄根が大きく動き、内部の肉襞をこれまでと違った角度で強く擦る。その動きでフランチェスカは、一瞬、茎や蜜壺を突き破られてしまいそうな錯覚に囚われた。そして今、彼を再び、最奥まで迎え入れることになった。

「うぅッ、あぁッ……」

　フランチェスカは、この体勢をとらされたのは初めてだった。アシュラフの膝の上に座った姿勢の為、自らの体重を全てかける形で、彼の雄根を迎え入れることになる。だから先程よりさらに深く、彼の雄根が挿入されてくることになった。

　一気に貫かれる感覚に、フランチェスカは思わず白い顎を反らせ、背を大きくしならせていた。

　その為に自分の身体を支えることが出来ず、アシュラフの雄根を挿入されたまま、彼にしっかりと抱きしめられ、支えられた格好になる。

　──私、串刺しにされているみたい……──

　彼に抱きしめられ、深々と一杯に貫かれながら、フランチェスカはぼんやりと思った。姿勢の為か、秘部だけでなく、全身を貫かれているような感覚だった。最奥のさらに先まで穿たれている感覚と、彼に絡みついている全ての肉襞から伝わってくる脈打ちと快感。そして彼の身体から伝わってくる熱さ。それだけが彼女の感覚全てを支配していた。

　だがそれは不快ではなかった。薬のせいというより、何よりも、アシュラフとの行為だからだろうか。痛みはなかった。さらに、貫かれる感覚が強いためなのか、尚更彼をはっきりと感じ、肉襞がその雄根に絡み、すがりついて、目も眩むほどの快感を感じてしまっていた。

「く、ッ……。フラン、チェスカ……」

　それは、彼女を抱くアシュラフも同じだったらしい。彼もまた囁くように彼女の名を呼び、ゆっくりと腰を使っていた。フランチェスカの狭く細い、そして心地よい感触の茎を彼の精悍な雄根で押し広げ、穿ち、その衝撃と、肉襞を強く擦りあげる快感が、彼女の蜜壺まで伝わり、新たに蜜を溢れさせる。それは、アシュラフの吐き出した熱情の証と相まって、二人の深い部分をぐっしょりと濡らし、一層、繋がりを滑らかにさせていた。

「ア、シュラ、フ……」

　耳元で名を呼ばれ、フランチェスカも目を開け、荒い息をしながら囁き返す。半身を起こし、繋がったままの状態で見つめ合っているので、睫毛が触れあい、二人の姿がお互いの目に映り込んでいる。繋がっているためか、お互いの言葉が震動になって伝わり、新たな心地よさにフランチェスカは身を震わせた。再び心と身体が、歓喜の声を上げてくる。

「あ、もぅ……。アシュ、ラフ……」

　声が切なく、自然に、ねだるような声になった。次々と沸き起こる快感と、突き上げられる衝撃に、フランチェスカの息はひどく荒く、浅くなり、意識が途切れそうになっていた。その中で、アシュラフの瞳だけがはっきり見えた。すると、その声が引き金になったかのように、アシュラフも顔をしかめ、それから低く呻いた。

「う、ッ……」

　挿入したままで、二人は二度目の頂点に達した。フランチェスカは今度こそ耐えきれず、半身を起こしたまま、ふっと意識を手放していた。だが、アシュラフはさすがに息を乱しながらも、フランチェスカの身体を抱きしめたまま、決して彼女を放そうとはしなかった。





　　　　◇◇◇






「──ッ……」

　それから、どれ程の時が過ぎたのだろうか。

　ふいに、アシュラフの手が肌に触れるのを感じ、フランチェスカははっと我に返った。

　全身がひどく気だるく、疲労が鉛のようにまとわりついていた。特に下半身は、だるさのあまり、殆ど動かすことが出来ない。行為の為だとすぐにわかった。

　だが、ずっと朦朧としていた意識は晴れていた。薬の効き目が切れたのだろうか。部屋の中は薄暗く、かすかに、栗の花のような香りを感じた。彼の体液の香りだった。

　行為の名残りに、自分のそれまでの、あまりに淫らな振る舞いが思い出され、頬が染まる。

　──私、一体、どれ程長い間、彼に抱かれていたのかしら……──

　この部屋に連れてこられてから、もうどれくらい経っているのかわからない。そして何度彼に抱かれ、いかされたのかも覚えていない。何度か意識を失いかけ、その都度、それ以上の快感を与えられて意識を引き戻された。けれどそれを繰り返していくうちに、フランチェスカは息も絶え絶えになり、泥のような眠りに引き込まれてしまった。

　そして今、目覚めると、アシュラフが自分をじっと見つめていた。その顔には、疲労の色は全くなかった。まだ熱く、燻るような眼差しでこちらを凝視してくる。

　彼の背後に、窓外の空が見えた。もう夜ではなかった。うっすらと明るい。夜が明けようとしているらしい。記憶は曖昧だが、彼に、この寝室に連れてこられた時には、既に日が暮れていたと思う。それなら自分は、夜の間ずっと彼に抱かれ続けていたのだろうか……。

「アシュ、ラフ……」

　フランチェスカはアシュラフを見つめ返し、その名を呼んだ。だが声が掠れて全く出ず、唇の動きだけになった。薬のせいか、それともあられもない声を上げ続けていたからだろうか。

　けれど、アシュラフの耳には彼女の声が届いたようだった。その、漆黒の瞳が大きく見開かれ、彼女をもう一度、見つめ返してきた。フランチェスカも吸い寄せられるように彼を見つめたままだった。

　──その時、アシュラフの両手が伸びてきて、フランチェスカの白く細い首に掛かった。

「……！」

　思わず目を見張った。アシュラフはフランチェスカを凝視したまま、ゆっくりとその両手に体重をかけ、のしかかってくる。たちまち呼吸が出来なくなった。殺されるのだ、と思った。

　──ああ、そうね……──

　当然だ、とフランチェスカは思った。自分は性奴隷なのだから。そして、男たちに触れられて、絶対の主人であるアシュラフを裏切ったのだから。しかも自分は、あの時、淫らな声さえ上げていた。絶対的な王者であるアシュラフにとっては、それは許しがたいことだろう。

　何故か、恐ろしいとは思わなかった。彼にこうして見つめられて死ねるならいい、と思った。

　自分は、アシュラフを、絶対君主である彼を、心から愛してしまったのだから。そして、彼を裏切るようなこともしてしまったのだから。

「──ッ……」

　喉にかかる力がさらに強くなり、フランチェスカは呼吸が出来ずに思わず喘ぎ、ぼんやりとアシュラフを見つめた。黒曜石の瞳が、自分を呑み込むかのように見えた。息が苦しくなったためだろうか。他の何も、目に入らなくなった。彼の瞳に取り込まれたような錯覚を感じ、世界がその瞳の中だけになってしまったような気がした。再び、思考することが出来なくなり、ただ一つの想いだけがはっきりと脳裏に浮かんできた。

　──愛しています、アシュラフ……──

　その想いを込めて、じっとアシュラフを見つめる。どうしようもないほど彼が愛しかった。彼に殺されるのならいい、と思った。唇に自然と、淡く笑みが浮かんだ。

「くっ……！」

　その時、不意にアシュラフが、顔をくしゃくしゃにした。同時に息苦しさがなくなる。彼が手を放したのだ、と気付いたのは、一瞬の後、喉に空気が一気に流れ込んできた時だった。

「駄目だ。俺は、お前を失いたくない……！」

「え？　……！」

　彼の呟きが、フランチェスカには聞こえなかった。反動で激しく咳き込んでしまったからだ。声が掠れきっていたので、酷く苦しかった。うつむき、何とか呼吸を整えようとする。

　──アシュラフ、今、なんて言ったの？　それに、どうして……──

　フランチェスカは、安堵より、何故彼が手を緩めたのか、いぶかしむ思いの方が強かった。まだ咳き込み、喘ぎながら顔を上げる。とたん、もう一度強く抱きしめられた。アシュラフの力強い腕が彼女を抱きしめ、その背を、彼の大きな手が撫でる。

「お前は、男どもを誘惑するような女じゃない。いや、たとえそうだとしても、俺は、お前を絶対に、失いたくない。俺は、お前を……！」

「アシュ、ラフ……？」

　フランチェスカは愕然とした。最後の、囁くような言葉が自分のあえぎ声で上手く聞き取れず、もう一度その言葉の意味を聞き直そうとした。その時、

「──陛下！　陛下、申し訳ございません……！」

　強いノックの音とともに、カリムの声が響き、フランチェスカはアシュラフの腕の中で飛び上がりそうになった。

「誰も近づくなと言ったはずだ、カリム」

　アシュラフが半身を起こし、鞭のような声で応じる。だがカリムは必死に続けた。

「申し訳ございません！　ですが一大事でございます。イリリアの新国王、マルコ一世陛下が、たった今ドマーニャの港に入港し、陛下にお目にかかりたいとお申し出でございます！」

　一気にそこまで叫ぶ。そして、フランチェスカが驚くのをよそにさらに続けた。

「さらに、船には、イリリアのゴッダート公爵も同行しておいでです。マルコ国王は、その公爵やフランチェスカ侯爵令嬢を、不当に監禁した件について問いただしたい、とも……」

「何……!?」

　アシュラフが眉をしかめ、フランチェスカはさらに呆然とした。ゴッダード公爵はアシュラフの命令により、タルスクでとらわれの身になっていた筈なのに。

　──なのにどうして、マルコ陛下とともに、このドマーニャに……!?──

　──だが次の瞬間、アシュラフはあっさりと応じた。

「わかった、すぐに会おう」

　フランチェスカは再び呆然とした。窓の外はようやく、朝の光が差し込みはじめてきたところだった。





第８章




「──マルコ一世陛下。お目にかかるのは初めてだったか」

　それから、数時間後。

　朝の光がさんさんと差し込む館の大広間で、アシュラフはマルコ一世と初めて対面していた。

　フランチェスカは、その場にいなかった。彼女は、アシュラフと一緒に、マルコ国王に会う、と懸命に主張した。けれど彼女は、それまでアシュラフに無体に抱かれていたのと、薬の効き目がまだ残っていて、ベッドから身を起こすのも辛そうだった。そんな彼女に、アシュラフは『休んでいろ、お前は何も心配しなくていい』と告げ、乳母のホアナに彼女を託し、一人でマルコとゴッダートに会う手筈を整えさせたのだった。

　マルコ一世は、ほんの一カ月前、父が不慮の死を遂げたために急遽、即位したばかりの、十五歳の少年王である。旅装の為、簡素な白のチュニックと黒のズボン姿だったが、その上からイリリアの王族の印である青のビロードに、王家の紋章である翼を広げた鷲を金糸で刺繍したマントを羽織っている。

　金髪に青い瞳の彼の容姿に、その身なりは良く似合っていたが、細身でやや小柄な為か、アシュラフと向き合うと随分と幼く見えた。さらにその顔は緊張で強ばっている。アシュラフの態度が丁寧なので、むしろ驚いた様子だったが、緊張しているのに変わりはない。

　マルコが人払いを願い出たので、今、大広間の中は彼とアシュラフ、そしてゴッダート公爵しかいなかった。供や警備の兵士たちは皆、控えの間や、複数ある扉の前で待機している。

　マルコは、フランチェスカがこの場にいないことを確かめるように周囲を見回すと、姿勢を正し、真っ直ぐに顔を上げ、アシュラフを見つめ返した。

「はい。お初にお目にかかります、アシュラフ陛下」

　言った声は、少し震えていたが毅然としていた。

　タルスクとイリリアは、現実の国力ではタルスクが大きく上だが、それぞれ先代から続く外交上では、対等の同盟を結んでいる。その為、二人の国王は互いに丁寧に一礼した後、アシュラフは領主の席の位置に立っているがその席には座らず、マルコも跪くことはなく、そのままで、お互い立って向き合った形での対面となった。

　幾ら国力が比べものにならないとはいえ、マルコは王太子という正当な身分を経て国王となったイリリアの君主であり、それは他国も認めるところだった。その彼がイリリア国王の名の下にアシュラフに抗議をしてくれば、他の、イリリアの同盟国もそれに連動することも考えられ、それなりの脅威となり得るのである。だからこそゴッダート公爵は、マルコ国王とともにこのドマーニャにやって来たのだ。

　そしてマルコの背後では、タルスクで監禁されていた筈の、そのゴッダート公爵が、アシュラフを睨みつけている。どこで手配したのか、きらびやかな、刺繍と宝石だらけの衣装をまとっているが、間に合わせのものらしく、肥満した身体には窮屈そうで、ひどくみっともなかった。

　だがアシュラフは、ゴッダートの視線は悠然と無視し、マルコにのみ微笑を浮かべて頷き返した。彼はいつもの黒一色の姿だが、カフィーヤをかぶり、そのカフィーヤの縁と、上衣の前合わせや襟元、裾には金糸で縁取りの刺繍が施されていた。ドマーニャに来てから、作らせたものだった。それは彼に良く似合い、いかにも王者らしい落ち着きを見せていた。

　マルコはそんなアシュラフを見、さらに緊張した面持ちになったが、きっぱりとこう、口を切った。

「時が惜しいので単刀直入に申します、陛下。私は、貴方様が我が臣下、亡きドマーニャ侯爵の息女、フランチェスカ姫を我がものとし、監禁されているという証言を、このゴッダート公爵から聞きました。また、ゴッダート公爵はそのことを陛下に問いただそうとしたところ、タルスクで不当に監禁されたとも話しています。貴方が母国を離れたので監視がやや緩み、何とか脱出出来たと。さらには、このドマーニャ地方にタルスク軍を派遣し、事実上支配している。それは、イリリアを侵略する、貴方の意思を示していると……。現に暴動や、爆発事件などが繰り返し起きたという報告が先日届き、それらのことを事実か確認したく、こうしてやって来た次第です」

　そこまで聞いて、アシュラフは顔をしかめた。マルコがどれ程、現状から遠ざけられていたか不明だが、ゴッダートは己の罪を、全てアシュラフのせいにするつもりのようだった。

　──やはり、ドマーニャ侯爵の死の件か。真相が明らかになるのを恐れてゴッダートは危機を感じ、俺に全ての罪をなすりつけるつもりで、イリリアの国王を動かしたのか。おそらく、それにはソラーヤとアリも加わっているのだろう……──

　素早く思いを巡らせる。だが、アシュラフの反応をどう取ったのか、マルコは顔を紅潮させ、さらに緊張した面持ちで続けた。

「陛下、まずお伺いいたします。フランチェスカ姫は、今、いずこに居られますか。私は、彼女の無事を確かめたいのです。姫は、私の父の側近、故ドマーニャ侯爵の息女であり、私とも親しく接していただいたことが何度もありました。私は母に早世されたこともあり、優しく美しいフランチェスカ姫を姉のように思い、慕っておりました。彼女の身が危険ならば、何としても救いたいのです。……た、たとえ、貴方がイリリアに対して侵略の意思を持っていて、その為に敵対することになっても……！」

「……」

　アシュラフは無言で、彼の言葉に口を挟まず聞いていた。そして口を開く。

「私からも話をさせていただきたい、マルコ国王。まず、私は、イリリアに侵略の野心など全く持っていない。私が軍を連れてこのドマーニャに来たのは、そのフランチェスカ姫に依頼された為だ」

「えっ……」

　マルコは明らかに驚いた様子だった。とたん、背後でゴッダート公爵がわめいた。アシュラフは恐ろしいらしく、マルコを盾にしている状態である。

「陛下！　こんな侵略者、それも異教徒の言うことなど聞いてはなりません！　奴は領主が亡くなったのをいいことにフランチェスカ姫を監禁して性奴隷にし、さらにはドマーニャを支配しようと目論んでいるのですぞ！　軍を従え、この館の領主然として陛下を迎え、何よりフランチェスカ姫がこの場にいないのが何よりの証拠……」

「ゴッダート公爵。待ってほしい。私は今、アシュラフ陛下の話を聞いているのだ。貴方の話は、既にもう聞いた」

　と、意外なことに、アシュラフよりも早く、マルコが振り向いてそう言った。ゴッダートはむっとした顔をしたが、アシュラフが視線を向けるとうつむいてしまった。アシュラフはさらに続けた。

「マルコ国王。失礼だが、貴方は先代の父国王が亡くなられた際に、どうしておられた？」

「はい。お恥ずかしい話ですが、私はその時、この国から離れておりました。王太子としての挨拶と、見聞を広めるためにクールランドを訪れていたのです。クールランドは北の国ゆえ、まだ雪が降る季節で、猛吹雪に見舞われ、知らせも遅れたのです。可能な限り急いで戻りましたが、その頃にはフランチェスカ姫の行方がわからなくなっていまして、さらに、その父であるドマーニャ侯爵が、父である前国王を殺し、自身も自害したと聞かされ、ただ呆然としておりました。その直後にゴッダート公爵がタルスクから戻ってきたのです。私は、ともかくフランチェスカ姫を見つけ出し、彼女から話を聞きたいと思い、まず、このドマーニャに来た次第です」

「なるほど、それでは、真相を知らなくとも無理は無い」

　アシュラフは頷き、真っ直ぐにマルコを見た。

「マルコ国王。ゴッダート公爵の申すことは全て嘘だ。この男こそがフランチェスカ姫をタルスクに拉致し、私に性奴隷として差し出した張本人なのだから。彼こそが、ドマーニャ侯爵の死に便乗し、その領地を乗っ取ろうとした。彼の罪は、他にも多数ある」

「何ですって、それは……」

　聞いたとたん、マルコは愕然とし、ゴッダートは蛸のように真っ赤になって何か言いかけた。しかしアシュラフは、それを無造作にさえぎって続けた。

「だが、フランチェスカ姫はその屈辱に耐え、私に毅然と、故郷であるドマーニャを救ってほしい、この地方の優れた産業である織物や刺繍を見てほしいと主張された。それで私は、彼女とともにドマーニャに赴いた。兵を伴ったのは、ゴッダート公爵の私兵たちが、既に主人のいないドマーニャで狼藉をしていると聞いたからだ」

「嘘だ！　全て嘘だ！　それなら何故、お前にそこまでのことを頼んだフランチェスカ姫がこの場にいないのだ！」

　とたん、ゴッダート公爵がわめいた。

「マルコ陛下、この男に騙されてはいけません！　彼は異教のいかがわしい手段で、フランチェスカ姫をたぶらかし、このドマーニャを足がかりに、イリリアを侵略するつもりなのですぞ！　それが違うというなら、フランチェスカをすぐにこの場に呼んでみせろ！」

　その言葉を聞いたとたん、アシュラフは強い怒りを感じた。フランチェスカを侮辱するのは許せなかった。

　アシュラフはカフィーヤをひるがえし、真っ向からゴッダートを睨み付けた。ゴッダートは明らかに恐れを表情に浮かべながらも、必死にこちらを見返してきた。

　ちょうど良い、とアシュラフはその時思った。

　──イリリアの国王がここにいるなら、いっそずっと考えていたことを告げてやる！──

　アシュラフはゆっくりと息を吸い込み、再度口を開いた。冷静な、だが刃のような声で続ける。

「フランチェスカを侮辱するな。ゴッダート。彼女は今、体調が優れず、休ませてある。それに繰り返して言うが、私はドマーニャ地方も、イリリアも侵略するつもりはない。何よりイリリア国王に聞いてほしい。私は、彼女に……」

「──両陛下、私はここにおります」

　その時、大広間の扉の開く音とともに、凜とした声が響いた。

「……！」

　アシュラフを含め、そこにいた全員が一瞬、呆然とした。その間に、声の主が──フランチェスカが中に入ってきた。金髪をきちんととかして結い上げ、淡いバラ色に、銀糸で刺繍を施したハイネックのドレスをまとっている。

　彼女は、それまで付き従っていたらしい乳母のホアナに頷きかけると、彼女を扉の向こうの、控えの間に待機させた。そして一度、扉の前で足を止め、ドレスの裾を摘まんで、いかにも貴族の息女らしく優雅に一礼すると、笑みさえ浮かべて皆に歩み寄ってきた。その仕草の何処にも、ほんの数時間前まで、アシュラフに抱かれ尽くして、ぐったりと横たわっていた時の名残はなかった。

「フランチェスカ、何故……。起きて良いのか」

「はい。ありがとうございます、アシュラフ陛下」

　最初に声を掛けたのはアシュラフだった。生まれて初めて、彼の当惑する声を聞いたわ、と、こんな時なのに、フランチェスカは少しおかしく思い、笑顔で頷いた。マルコはただ呆然とし、ゴッダートは今度は蒼白になって、それぞれ彼女を見据えている。どうやらゴッダートは、彼女がこうして、堂々と出てきて証言するとは思ってもいなかったようだった。

　だが彼女はうろたえることはなかった。礼儀正しく、アシュラフとも、他の二人の男とも適切な距離を置いて彼らに明瞭な声で、こう言った。

「申し訳ございません、皆様。私が参れば、アシュラフ陛下のことについて直にお話し出来るのではないかと思い、身勝手ではございますが、こちらに参上させていただきました」

　それは事実だった。夜が明ける頃、アシュラフが、お前は何も心配するな、休んでいろ、と言い置いて出ていったのだが、フランチェスカはやはり彼のことが気がかりでならなかった。それで、乳母のホアナに頼んで手当てと身支度を手伝ってもらい、控えの間からそっと様子をうかがっていたのだった。

　ホアナはフランチェスカを随分と心配したが、アシュラフを案じる気持ちも同時にわかってくれ、疲労の際に良く効くという、いくつかの薬草を煎じた彼女特製の薬を飲ませてくれた。その為か身体が幾分楽になったのだ。そして、アシュラフがマルコとゴッダートに、特に後者に糾弾されているのを聞き、すぐに決断して、皆の前に出て行ったのだった。

　──アシュラフが、私のことについて、何か言いたげだったけれど……。誇り高い彼が、あんな風に糾弾されているのを放ってはおけなかったわ……──

　そのことについては、後で謝ろう。そうフランチェスカは思った。彼が何を言うつもりだったか、見当もつかないけれど。

「フランチェスカ。君は……アシュラフ陛下に監禁されていたのではないのか」

　マルコが、ようやくそう尋ねてきた。フランチェスカは笑顔でかぶりを振った。

「いいえ、そんなことはございません。マルコ国王陛下。アシュラフ陛下は私を尊重して下さり、この領地で私は、自由に出歩いております。ですが……」

　フランチェスカはゴッダートに視線を向けた。まっすぐに公爵を見据えて言う。

「アシュラフ陛下の仰る通り、私はマルコ陛下のご不在中に、タルスクに性奴隷として送り込まれるところでした。それをしたのは、ゴッダート公爵でございます」

「何……！」

　毅然とした彼女の言葉に、マルコは目を見張り、ゴッダートは顔を醜く歪ませた。

「な、何を言うのだ、小娘が……！　き、き、貴様、アシュラフにすっかりたぶらかされて、口裏を合わせておるな！　い、異教徒の国王の情人となり、売国奴になりさがったか……！」

　フランチェスカに飛びかかりそうな勢いで、そう叫ぶ。とたん、アシュラフが無言で進み出て、フランチェスカの前に立って庇い、マルコも急いでゴッダート公爵を制した。だがアシュラフを侮辱され、フランチェスカはカッとなった。むろん、アシュラフはフランチェスカに、何か証言しろなどとは全く言っていなかった。

「そんなことはございません！　私は完全に自分の意思で、これを申しております……！」

　フランチェスカの毅然とした声に、ゴッダート公爵はさらに怒りに駆られた様子で、フランチェスカに飛びかかりそうになった。だがアシュラフがそうはさせなかった。野良犬でも追い払うようにゴッダート公爵を払い除けると、警備兵を呼んだ。すぐさま、カリムと数名の兵士たちが駆け込んでくる。アシュラフは彼らに、ゴッダートを抑えているよう命じ、さらにフランチェスカを守ってその前に立ちはだかり、言った。

「マルコ陛下。その、売国に等しい行為について、私からもお伝えしたいことがある」

　その言葉に、皆が再びアシュラフに注目した。彼はそのまま、ゴッダートをにらみ据えると、無造作にこう言った。

「一つは、我が国で見つかった、ケシなどからとれる違法の薬物についての取引を、このゴッダート公爵が我が国の大臣、アリとその娘、ソラーヤと組んで行っていること。そしてもう一つは、同じくそのゴッダート公爵が、貴方の父君、イリリア前国王パウロと、フランチェスカの父君、ヨハネス・ドマーニャ侯爵とにそのことを知られ、二人を暗殺したことだ」

「何っ……!?」

「アシュラフ、それは、本当ですか……!?」

　再びマルコが驚愕して声を上げ、フランチェスカも呆然としていた。ゴッダートは蒼白な顔で固まっている。アシュラフはフランチェスカに向き直った。

「フランチェスカ。お前も言っていただろう。自分の父は、前国王を殺してなどいないと」

「ええ、それは……。でも何故、私の父のことを、貴方が？　ドマーニャに来られた後、大変お忙しそうだったのは、そのことを調べておいでだったからですか……？」

　すると、アシュラフは微かに笑った。

「ドマーニャ侯爵……お前の父上が、亡くなる直前、俺に内密に手紙を寄越したからだ」

「貴方に……!?　どういうことですか！」

　するとアシュラフは、懐から一通の封筒を取り出した。フランチェスカは息を呑んだ。既に開封されたものだが、ドマーニャ家の紋章が押された封蝋が確かに押してある。ドマーニャの領主しか使えないものだ。

「これがそれだ。読むがいい」

　フランチェスカは呆然としながらも、手渡された手紙を広げた。マルコものぞき込む。間違いなく懐かしい父の字に、一瞬涙が出そうになったが、すぐに書かれている内容を理解して、息を呑む。

「そんな！　父は、こんなことを調べていたのですか。ゴッダート公爵が、タルスクの大臣、アリと、その娘ソラーヤと組んで、人の心と身体をむしばむ薬物を売りさばいている、と……!?　それをイリリアの前国王陛下にも報告すると……」

　フランチェスカの言葉に、アシュラフも頷いた。マルコも呆然としている。

「その通りだ。お前も覚えがあるだろう。ドマーニャを占領していた、ゴッダート公爵の私兵たちは、ひどく凶暴で残酷だった。挙句暴動まで起こしていた。だが私たちが彼らを鎮圧に乗り出すと、いきなり気力を失い、逆にまるで、廃人のようになってしまったな？」

「はい。仰る通りです……！」

「何!?　では、暴動を起こしたのは、ゴッダートの私兵たちだったのですか！」

「そうだ。この薬物は、燃やしてその煙を吸い込んだり、酒と一緒に呑むと、大変に心が高揚し、行動が活発に……いやそれ以上に、乱暴になる。五感が異常に鋭くなって快感も強く感じるようになり、逆に疲れを感じなくなるのだ。兵士にはまさに、うってつけの薬だろう。ゴッダートはそれを自分の私兵たちに与え、支配していた。だが、薬の力を借りて無理矢理そうなっているので、効き目が切れると、一気に身体も気力も萎えきってしまう。さらにこの薬には習慣性があり、呑んだ時の快感が忘れられず、何度も飲むうちに薬無しではいられなくなる。そうして繰り返していくうちに、心も身体もどんどん蝕まれていく。ゴッダートの私兵たちは、まさにそれだった。私が公爵本人をタルスクの王宮に監禁した為、新たな薬物を手に入れられず、薬効が切れて自滅した、というわけだ」

「う、嘘だ！　私はそんなことはしていない……！」

　カリムたちに押さえつけられながら、ゴッダートが叫んだ。だがアシュラフはそれを冷ややかにさえぎった。

「見苦しいぞ！　カリム、奴らをここに連れてこい！」

「は」

　カリムは恭しく一礼すると、ゴッダートの拘束を部下に任せ、すぐに数名の男たちを連れてきた。腰に縄をかけられ、前で両手を縛られている。ゴッダートの私兵の、リーダー格の者、それに、ボロボロだが職人の身なりをした男が一人いた。皆、疲れ果てた様子で足を引きずっている。過酷な尋問を受けた後らしい。

　彼らを見て、ゴッダートの顔色が変わった。連行されてきた男たちは、憎しみを込めてかつての雇い主を見返した。アシュラフは冷ややかに続けた。

「お前の雇った私兵たちと、工房に火薬を仕掛けた男だ。皆、お前やソラーヤたちのしたことを白状した。その男は、ゴッダート公爵が、私が真相に近づくのを恐れた為、脅しもあって工房に火をかけさせたと証言したぞ」

「え、脅しって……？　それに、ゴッダートはどうやってそんな命令を下したのですか!?　その時彼はまだタルスクに監禁、……！　まさか……」

　言いながら、途中で思い当たって、フランチェスカは青ざめた。アシュラフは顔をしかめ、頷いた。

「残念ながら、お前の想像の通りだ。侍女のサリナを使って、命じていたらしい。彼女は火薬を使う方法に長けた、地方の豪族の出身だ。その、火薬を仕掛けた男は彼女の遠縁だ。面識はないそうだがな」

「そんな。どうしてサリナが……。彼女は今、どうしているのですか!?」

　はっとする。サリナに連れられて森に行き、男たちにさらわれてから彼女の姿を見ていないことに気づき、フランチェスカは慌てて尋ねた。アシュラフは顔をしかめたまま頷いた。

「私の元で保護している。彼女の出自を知って、ソラーヤが監禁される直前に、無理矢理手下に引きずり込んだのだ。実家が火薬の入手のために膨大な借金を背負っていると知って、それを肩代わりするからと。断れば家族を傷つけるとも言われ、断れなかったと証言している。さらに、ソラーヤの計略を強制され、お前を誹ひ謗ぼうする手紙を俺の元に匿名で届け、さらに男どもの元に、誘い出すこともさせられたと……。そいつらは、別途に雇われていた者どもだったらしいが」

「……！」

　フランチェスカは呆然とした。マルコ国王も、息を呑んで耳を傾けている。

　あの、悪夢のような出来事は、確かにサリナに誘い出されたことが発端だった。それが、ソラーヤの計略だったなんて。さらに、アシュラフは続けた。

「だが、その後、手筈通り逃亡しようとして、もう耐えきれなくなったそうだ。逃げようとしていた時、お前が男たちに、サリナは無事かと聞いているのを耳にして、こんな優しい方を裏切ることは出来ないと……。それで俺が、マルコ国王の元に赴く直前に自分から出頭してきた。フランチェスカを陥れ、薬を盛る手助けまでしてしまった、とな」

　フランチェスカはしばらく、言葉も出なかった。だがすぐに思い当たって、アシュラフを見る。

「あの……。出来ればサリナを、罰さないでほしいです。侍女として、タルスクの王宮からずっと、誠実に私に仕えてくれたし、それに彼女のご家族は、大丈夫なのですか……？」

　とたん、アシュラフは目を見張ってフランチェスカを見、それから苦笑して肩を竦めた。

「最初に、それを言うか。全く、お前は……」

　その言葉に、頬を染めて慌ててまた何か言いかけたフランチェスカをさえぎり、アシュラフは続けた。

「わかっている。家族に関しては私から手配した。彼女はお前に合わせる顔がないというので、兵士の見張りを念のために付け、お前の乳母の実家に預けた。そこで証言が取れたら、タルスクの王宮に返すことになる」

「そうですか、良かった……。ありがとうございます」

　ほっとして礼を言う彼女に、アシュラフはまた何か言いたげな様子だったが、気を取り直したように続けた。

「ドマーニャ侯爵に話を戻すが、彼は、イリリアの王宮や、自分の領地でさえ、奇妙な振る舞いをする者が増えたのを見て、調べていくうちに、薬物が原因であることに気付いた。さらにその薬物を追っていくうちに、ゴッダートの私兵の様子が異様なことに気付き、彼と、アリやソラーヤが結託して、薬物を密輸していることに気付いたと書いてある。私の父も、私も、そうした薬物の勝手な取引は禁じ、強く規制していたから、侯爵は私の力も借りて、ゴッダート公爵に対抗しようとした。それにむろん、イリリアの前国王、マルコ国王の父王にもそのことを告げた。だが……」

「どちらも発覚を恐れたゴッダートに殺されてしまった、のですね……」

「そうだ。そしてさらに、ドマーニャ家の断絶と、自分の悪事を払拭させる為に、侯爵の一人娘であるお前を、奴隷として私の元に連行した。だがお前は、ゴッダート達の予測より遙かに聡明で、意思が強かった。私を説き伏せて、ドマーニャに連れてくるほどに、な」

　アシュラフは苦笑し、フランチェスカは憎悪と、嫌悪とを瞳に一杯に浮かべてゴッダートを見た。彼は石のように身体を硬直させていた。彼女の視線にも反応しない。アシュラフがさらに続けた。

「ドマーニャでは以前から、草木や鉱物から染料を取っている。その領主である父上は、薬物の知識もあったのだろう」

「ええ。父はもともと学者肌で、職人たちとともに、染料の研究を進めていました。だから草木や鉱物については、かなり詳しかったはずです。……私もその手伝いをして、そうしたことに興味は持っていましたのに……」

　フランチェスカはうつむいた。痛恨の思いだった。父がそんな恐ろしい事を見いだしていたというのに、どうして自分はそれに気付いてやれなかったのか。だが、アシュラフは言った。

「父上は娘のお前を、危険に巻き込みたくなかったのだろう。そして、これはイリリア国内でおさまる問題ではない、と考えたのだろうな。それで私の力も借りようとした。だがまずいことに、私は即位した直後で、私に反発する一派が反乱を起こしたことなどがあり、その手紙を読むのが遅れたのだ。読んだのは、フランチェスカがゴッダートに捕らえられ、タルスクに連行される直前……。つまり、手紙を送った当人のドマーニャ侯爵が、イリリアの前国王とともに死んだ、という報告を聞かされた直後だった。それに、それらのことを裏付ける物的証拠がまだ無かった為、俺はすぐに手紙を信じず、ゴッダート公爵や、アリやソラーヤの出方を見ていた。それで、お前にも随分と負担をかけることになった。やっと彼らを裁くことが可能になったが……すまなかった。フランチェスカ」

「え、いいえ！　……では、貴方がドマーニャにおいでになったのは、父の報告を裏付ける為だったのですか？　織物のことではなくて……」

　彼に謝られて驚いたが、ともかく気になっていたことを尋ねる。アシュラフがタルスクの王宮で、あれほど積極的にドマーニャに行く、と言ったのはその為だったのか、と思う。

「それもある。だがお前が生き生きと語る織物や、刺繍について強い興味を覚えたのも事実だ。それに、何より俺はお前に……」

　アシュラフが少し口ごもったその時、だった。ずっとうつむき、石のように押し黙っていたゴッダート公爵が、いきなり叫んだ。

「ソラーヤ！　他の者たちも来い！　こいつらを殺せ！」

　──とたんに、別の扉が大きく開いた。そこには、マルコ国王の供をしていた兵士たちが待機しているはずだった。だが、そこから現われ、どっと中に押し入ってきたのは、ソラーヤ本人と、タルスクの兵士、それに、ゴッダートの私兵たちだった。イリリアの兵士の印のマントをはぎ取り、剣を抜く。直ちに、アシュラフの兵士たちが応戦し、さらに警備していたドマーニャの兵士たちも中に駆けつけ、大広間は大混乱に陥った。

「お前たち……！　私の護衛の中に、紛れていたのか!?」

「おのれ……小娘！」

　マルコが驚きの声を上げる。それに構わず、ソラーヤが叫んだ。アシュラフでなく、フランチェスカに、憎しみの声を叩きつける。潜伏していたためか、いつものきらびやかな衣装ではなく、簡素なローブ姿だった。

「男たちに弄ばれて、その罪でアシュラフに処刑されたと思っていたのに。アシュラフはお前を捨てなかった。よくもお前、のうのうと……！」

「やはりお前の仕組んだことだったか。お前らしい陰険な手段だ」

　アシュラフが冷ややかに言う。だがソラーヤは聞いていなかった。

「父のアリも見捨てて、ただお前を滅ぼすために、ドマーニャにやって来たのに……！　死ね、この売女！」

　言いながら、恐ろしい勢いで隠し持っていた細身の長剣を振りかぶり、フランチェスカに襲いかかってくる。彼女しか目に入らない様子だった。

　だが、アシュラフがそうはさせなかった。ためらうことなくフランチェスカの前に立ちはだかると、強い怒りをその黒い瞳にたたえ、無造作に突進してきたソラーヤの腕を掴み、ぐいとひねり上げた。嫌な音がして、悲鳴を上げて彼女が剣を取り落とした。その身体を無造作にカリムの方に押しやると、下げていた剣を抜いて襲いかかってきたゴッダートに向き直り、恐ろしい早さで切り伏せた。

「ギャッ……！」

　手首を押さえ、浅く切られた胸から血を流し、ソラーヤとゴッダートは並んで倒れ込んだ。アシュラフはそれでも足りぬと、二人の頭上に剣を振り下ろそうとした。二人が悲鳴を上げた。が、

「やめて下さい、アシュラフ……！」

　フランチェスカの叫びに、はっと我に返った。彼女はドレスの裾をひるがえし、アシュラフにすがりついた。

「止めるな！　こいつらはお前の名誉を汚させ、何度も殺そうとしたのだぞ！」

　だがフランチェスカは、激しくかぶりを振り、アシュラフの手を抑えた。

「だからこそ、殺さないで下さい。こんな人たちの血で、貴方の名誉まで汚したくありません！　それに、彼らには生きて、薬物についての罪を明らかにし、さらに私の父の汚名をそそいでもらわなければならないのですから……！」

　アシュラフはフランチェスカを見つめた。フランチェスカも見つめ返す。二人の視線が絡み合った。もう、何度もこんなことがあった、とフランチェスカは思った。

「……！」

　と、アシュラフが、いきなり顔をくしゃくしゃにしたかと思うと、剣を捨てた。そして兵士たちを振り返る。

「こいつらを捕らえろ。牢に繋ぎ、全てを自白するまで決して死なせるな。証人たちも監視しろ」

「──はっ！」

　カリムやゼイドが、ほっと安堵した様子で二人を立ち上がらせた。既に暴れていた彼らの手下も皆、捕らえられていた。兵士たちが直ちに彼らを連行していく。

「フランチェスカ……！」

「姫様……！」

「お祖母様、ホアナ！」

　危険が去ったと見て、祖母のマリアや乳母のホアナたちが急いで中に入ってきた。フランチェスカは嬉しさに声を上げた。

　──その時、アシュラフが声を上げた。

「フランチェスカ。今、お前に告げたいことがある。良いか。出来れば、イリリアの国王陛下も、フランチェスカの祖母君も聞いていただきたい」

「は、はい……？」

　そうして彼女に向き直る。フランチェスカは慌てて頷いた。皆もどうしたのかと緊張した面持ちになった。

　その、フランチェスカのエメラルドグリーンの瞳を真っ直ぐに見つめる、アシュラフはすっと、その前に跪いた。

「愛している、フランチェスカ。どうか俺と結婚してほしい」

「えっ……!?」

　一瞬、フランチェスカは頭が真っ白になった。マルコ国王も、兵士や侍女たちも目を見張っている。だがカリムとゼイド、それに祖母のマリアとホアナは、既にわかっていたことのように微笑していた。

「で、でも、アシュラフ。こんなところで……。それに私は異教徒です……！」

　必死に声を絞り出す。アシュラフは跪いた姿勢のまま、もどかしげにかぶりを振った。

「だからこそ、言ったのだ。俺はそもそも、マルコ国王が来たと聞いた時から、お前との結婚を告げ、認めて貰うつもりでいた。もう二度もお前を危険にさらしたのだ。これ以上、想いを隠してなどいられない！」

「え、ええっ。本当に……？」

　愕然とする。自分が大広間に入ってきたあの時、アシュラフが何か言いかけていたのはこのことだったのか。だがフランチェスカはもう一度、かぶりを振った。

「でも、アシュラフ。私は貴方にとって異教徒です。貴方と、その、あることで、どうしても考え方が違うと思うのです……！」

「何だ、言ってくれ。お前がどんな神を信じていようと、俺はお前がいい」

「で、でも、私……」

　フランチェスカは耳まで真っ赤になって言った。

「私、耐えきれないのです。貴方が、別の妻を持つということに。貴方の御国では、貴方のような君主は、沢山の奥様を持つのでしょう？　私は、貴方の、ただ一人の妻になりたいのです。それに耐えることが出来ません……！」

　とたんに、アシュラフは真摯な瞳で、

「私は、生涯、お前だけを愛する。他に妻を持つつもりは全く無い」

「えっ……!?」

「妻を迎えるのなら、私は最初から、そうするつもりだった。だが、そんな想いになるほどの女性はいないと思っていた。だがお前に出会って、自分の考えがどんなに甘かったか思い知らされた。もう、何度でも言う。俺はお前を愛している。結婚してほしい」

　アシュラフは呆然とするフランチェスカに、続けた。

「さあ、言ってくれ。俺の思いを、お前は受け入れてくれるか」

　その時、フランチェスカの瞳から涙がこぼれた。

「愛しています。私も、貴方を……」

　エメラルドグリーンの瞳で、アシュラフを見つめる。

「私こそ、初めてお目にかかった時から、貴方に心惹かれていました。貴方のご求婚、心から喜んでお受けいたします。私は、貴方のものです……！」

　──とたんに、アシュラフは身を起こし、フランチェスカを力一杯抱きしめていた。
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「──それでは、貴方のもとに何度か、手紙が来ていたのですか。その、私が、ええと……男性と、軽はずみな行動をとっている、と。それは、サリナを通じて、ソラーヤが書かせていたのですね。貴方が疑いの心を持つように仕向けるために……」

　フランチェスカの言葉に、アシュラフは頷いた。酷く済まなそうな様子である。

　二人にとって、嵐のような一日が、ようやく終わろうとしていた。

　アシュラフはゴッダート公爵やソラーヤ、その一味の拘束と尋問を行い、フランチェスカはそれを助けるため、ゼイドたちとともに証人たちの証言をまとめ、マルコ国王への報告を行った。

　その一方で、想いを通じ合わせることが出来た二人には、臣下や領民たちから祝いの言葉が殺到し、その対応にも追われることになった。そうして目まぐるしい時間があっという間に過ぎていき、アシュラフとフランチェスカは、真夜中過ぎになって、ようやく寝室で二人きりになれたのだ。既にどちらも湯浴みを済ませていて、アシュラフは簡素なローブとズボン、フランチェスカも柔らかなレースの部屋着姿である。

　そして今、二人は顔を合わせ、二人きりでなければ出来ない会話をしていた。アシュラフは続けた。

「俺たちの国では、神の教えもあって、女性が男たちと親しく口をきくことに慣れていないからな。俺は、母を見ていたため尚更、そうしたことが気になる方だった。……そもそも、皆の前で意見をはっきり言う女性もあまりいない。だから俺は、お前がとても新鮮に思えた。そして誰にも、男たちにも、身分の離れた者たちにも分け隔てなく笑顔で話しかけるお前を見て驚いたのだ。そしてとても、やきもきした。ソラーヤはそれを知って利用したのだろうが……」

　アシュラフは酷く心苦しげに顔を歪めた。

「だが、俺はそれで、確かにお前を疑ってしまった。男たちとお前が一緒にいるのを見ただけで、あれほど無体なことをしてしまったのだ！　あいつらはお前に無理矢理薬を飲ませていて、お前はなんの落ち度もなかったというのに。俺は、本当に自分が許せん……！」

　ベッドに座り、頭を抱え込んで強くかぶりを振る。そんな彼を見て、何故かフランチェスカは、またおかしいような、微笑ましいような気持ちになった。

　──どうしてこの人のことを、恐ろしい、とか、無表情で何を考えているのかわからない、とか思ったのかしら。こんなに表情豊かで、優しい人なのに……──

　もしかしたら、そうした外見でアシュラフは自分を守っていたのかもしれない、とフランチェスカは思った。そんな彼が、愛おしかった。

「ね、アシュラフ。もう、いいのです。私……」

　アシュラフの隣に座り、そっと手を伸ばして彼の身体を抱きしめる。アシュラフは顔を上げた。

「もう誤解は解けたし、何より、貴方の気持ちがわかって嬉しいです。まさか、貴方が私を愛してくれるとは思いませんでしたから……いつから、そんなふうに想って下さったのですか」

「多分、初めて会った時からだと思う。だが、それをはっきりと自覚したのは、あの工房の火事の時だな」

　アシュラフの答えは、明瞭だった。

「お前が、あの炎の中、俺の名を呼びながら近づいてきて、爆発が起こった時は血が凍るかと思った。俺の身体の下で、お前が俺の名を呼んだ時は、本当に心から安堵した。そして、お前を失うことがどれ程恐ろしいかわかり、その時、自分の気持ちに気付いた」

「え、そ、それじゃ……私も同じ、です」

　フランチェスカは頬を染めた。アシュラフが驚いたように彼女を見た。

「だって貴方、私を庇って下さって、それで怪我をされたでしょう！　恐ろしかったのは、私の方です。もし、私を助けたせいで貴方を失うことになったら……と思い、本当に怖かった。それで気がついたのです。貴方を、どんなに愛しているか……！」

　とたん、アシュラフはフランチェスカをまた、強く抱きしめた。フランチェスカもアシュラフの背に手を強く回した。

「愛している。フランチェスカ」

「私もです。愛しているのは、世界でただ一人、あなただけです……」

　二人は見つめ合い、ごく自然に、口づけを交わした。舌をゆっくりと絡め、深い、お互いを味わうような口づけになった。

「──さ、もう休め。フランチェスカ」

　やがて、酷く惜しそうに唇を放した後で、アシュラフはじっと彼女を見つめ、言った。

「えっ……!?」

　フランチェスカは思わず声を上げ、それから頬を染めた。さらに耳まで真っ赤になって、言う。

「あの、私、貴方に、抱かれたい、です……」

「何を言っているんだ」

　とたんに、アシュラフは酷くうろたえた顔になった。

「いや、ですか……？」

「いやなわけがあるか！」

　言下にそう告げてから、アシュラフは続けた。

「だが、俺がお前に、散々無体なことをした直後なのだぞ。なのにお前は、こんなに遅くまで、俺の手伝いで奔走してくれていた。随分疲れているはずだ」

「いいえ、大丈夫です」

　フランチェスカは、まだ顔を真っ赤にしたまま、それでもきっぱりと言った。

「私、貴方に今、触れたいのです。今日、やっと想いが通じたから。そして、その、想いが通じて、こうするのって、初めてだから……」

　聞くなり、アシュラフは再び、フランチェスカを抱きしめていた。





　　　　◇◇◇






「そのまま、力を抜いていろ、フランチェスカ……」

「ええ、アシュ、ラフ……」

　荒い息の中、囁かれてフランチェスカは頷いた。月明かりの下、二人は、生まれたままの姿になって、シーツの上で絡み合っていた。

　フランチェスカの身体は、淡くバラ色に上気し、その肌は、頬も、首筋も、そして胸や鳩尾も、既にもう、数え切れないほどのキスでしっとりと濡れていた。そして開かされた足の中心の花芯も、指先で繰り返し愛撫され、すっかりほぐれている。

　アシュラフは丹念にフランチェスカに何度も口づけし、決して無理強いはせず、彼女の身体が十分熱くなるまで愛撫を繰り返した。そして今、フランチェスカの花芯は蜜を溢れさせ、口を開いて、アシュラフを求めてひくひくと息づいていた。

「あ、あッ……」

「く、ッ……」

　固く怒張したアシュラフの雄根が、そこに押し当てられた時、待ち焦がれていたかのようにフランチェスカの花芯はそれを受け入れた。ゆっくりと熱く、痺れるように心地よい感覚が、擦られる肉襞から伝わってくる。

　──ああ、すごく、気持ちいい……──

　うっとりと、フランチェスカは思った。愛する人と、想いが通じ合って抱き合う、というのは、信じられないほど心地よい行為だった。

「うぁッ……」

　それは、アシュラフも同じだったらしい。彼は低く、快感の呻きを漏らすと、ゆっくりと、だが有無を言わせぬ動きで、フランチェスカの内部を押し広げていった。そして、消えない証を打ち込むように、フランチェスカの最奥を穿つ。

「あ、あッ……。アシュ、ラフッ……」

　フランチェスカは、思わずアシュラフにすがりついた。アシュラフも、より強い力で抱きしめ返す。再び二人は、深く唇を合わせ、舌と舌を強く絡ませ、吸い上げた。

　お互いに、身体一杯に繋がった恋人を感じ、身体も唇も強く密着させて、二人はこの上ない歓喜を味わっていた。細胞の一つ一つで、愛する人を心から感じていると思った。

「あ、あぁンッ……」

「うッ……」

　全身でお互いを感じながら、二人は同時に達した。それは、信じられないような心地よさだった。その後も、お互い身を離すのが忍びなく、そのまま繋がり、抱き合っていた。

「愛している……フランチェスカ」

　アシュラフが、微かに荒い息をつき、言いながらこちらをのぞき込んでくる。繋がっているため、言葉が震動になって直に伝わってくる。それが、身体に刻みつけられるようで嬉しかった。

「ええ、愛しています。私も。永遠に……」

　フランチェスカも微笑んで応じ、二人はまた唇を合わせた。軽いキスのつもりが、お互いを求める激しいものになった。

「すまない。もう一度、愛したい、フランチェスカ。いいか……」

「ええ、来て。何度でも……」

　長い口づけの後、アシュラフの問いかけに、フランチェスカも強く頷いた。中天の満月が、窓外から二人を見おろしている。

　初めて想いが通じ合った恋人たちの夜は、まだこれからだった。





　　　　◇◇◇






「あ、出てこられたぞ……！」

「アシュラフ様、フランチェスカ様、おめでとうございます！」

　そして、一カ月後。

　春の盛りの日差しの中、二人の婚礼は、まずドマーニャで行われた。

　相談の結果、司教と神官を説き伏せ、二人はどちらの国でも婚礼の式典をあげることにしたのだ。神に仕える人々は、最初驚いた様子だったが、二人の真摯な、愛し合う想いに心打たれ、それぞれの神の前で、式を執り行うことを認めてくれた。この後、タルスクでの婚礼も待っている。

　今、フランチェスカは純白の絹に、金糸と真珠で刺繍した婚礼の衣装をまとい、レースの、長く裾を引くベールを被っていた。アシュラフも白ずくめの、ローブとカフィーヤ、それにゆったりとした上衣という姿だった。カフィーヤや上衣には、やはり凝った、金糸の刺繍がほどこされている。これは、タルスクでの婚礼の衣装だった。ドマーニャの職人たちが大急ぎで、しかし心を込めて二人のためにあつらえたものだった。

「まあ……」

　その姿を初めて見たとき、フランチェスカは、ただ呆然とアシュラフを見つめていた。

「何だ、どこかおかしいか。白は、あまり着たことがないから……」

「いいえ。とても素敵です。貴方は、本当にどんなお姿でも素敵……」

　うっとりと見とれながらそう言うフランチェスカを、アシュラフは抱きしめた。

「お前こそ、本当に綺麗だ。出来れば、誰にも見せたくないほどだ。このままさらって、地の果てに連れて行ってしまいたい……！」

　──そして今、二人はその姿で婚礼の誓いを済ませ、教会から出てきたところだった。

「アシュラフ様、フランチェスカ様、万歳……！」

「どうかお二人とも、末永くお幸せに……！」

　とたん、臣下や領民から、色とりどりの花が投げかけられる。暖かな春の日差しの下で、皆、笑顔だった。祖母のマリアや、乳母のホアナは既に感激の涙で、顔をくしゃくしゃにしている。

「フランチェスカ。お前を愛している。あの誓いの通り、永遠に」

　アシュラフはフランチェスカを見、囁いた。フランチェスカも微笑む。

「ええ、私もです。愛しています……！」

　光と花と、人々の笑顔が溢れるほどに降り注がれる中、二人は口づけを交わした。永遠の、愛の誓いのために。


ＥＮＤ　　　　
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あとがき




　トパーズノベルス様をご覧になって下さっている皆様、こんにちは。初めてご覧になって下さった方には初めまして。赤あか城ぎまやでございます。この度は私の作品『砂漠の王と淫らな拘束に溺れる人身御供の姫君』をご覧になって下さり、本当にありがとうございました！

　このお話は、以前トパーズ様で書かせていただいた三作とは異なり、砂漠の国の国王様がヒーローになっています。これは私の偏見なのですが、砂漠の国の王様は激しく、男性的で、傲慢、でも愛したらすごく一途、というイメージがあります。今回のヒーローアシュラフも、そんな感じで書かせていただきましたが、如何でしょうか。ヒロインのフランチェスカは、今回、相手がそういう王様なので、大変なことになったりしますが……。うちのヒロインは天然ボケなお嬢さんが多いのですが、逆境にも負けない、と思いますので、思いがけない二人の出会いから、どう、二人が愛を育んでいくのか、そして何度も現われる危機をどう乗り越えていくのか、私自身もドキドキしながら書かせていただきました。どうか皆様も、楽しんでいただければ嬉しいです。

　さてここでお知らせを。赤城まやは他に、「早はや瀬せ響きょう子こ」というペンネームでＢＬも、今回のような男女もののお話も書いております。また同人誌活動も、自作の番外編中心に活動しています。主に夏冬のコミケットや五月のスパコミ等参加しております。どうぞ皆様遊びにいらしてくださいませ。ジャンルは創作JUNEで「RISKY LOVE」と申します。それらのイベントで自作の後日談、主にラブラブのお話を書かせて頂いております。もしご興味のある方はご覧下さいませ♪

　またサイトも二つ持っております。男女ものはブログで「月光庭園」といい、アドレスはこちら→http://hayase-k.cocolog-nifty.com/gekkouteien/　ＢＬはサークルと同じく「RISKY LOVE」といい、アドレスはこちらです→http://hayase-homepage.my.coocan.jp/　サイトではお仕事情報、イベント参加や同人誌活動のお知らせ等書かせていただいております。どうかご覧下さい。

　それではここからはお礼を。編集様のＦ様、もう、何度も何度もお約束を違えてしまい、お詫びするのも申し訳ないくらいになってしまいました。原稿をまたしても、随分とお待たせしてしまい……本当に申し訳ございませんでした。なのにいつも、辛抱強く、そして優しい励ましのお言葉をかけて下さり、さらに申し訳ございません。でも、本当に嬉しく心強かったです。ありがとうございました。

　そして今回、素敵なイラストを描いて下さった小路こうじ龍たつ流る先生、本当にありがとうございます！　とにかく私がお待たせしまくりで、ご迷惑をおかけして本当に申し訳ございませんでした……。なのに、本当に素敵なイラストにして下さってありがとうございます。今回、ヒーローもヒロインもどちらも本当にイメージが合っていて嬉しかったです。アシュラフが異国情緒たっぷりで嬉しいです！　すごくドキドキしてしまいました。ラブシーンも沢山で、すごく嬉しいです。

　そして私の作品をご覧になって下さった読者様。心からありがとうございます。どうかまた次回作で皆様にお会いできますように。本当に、ありがとうございました。




二〇一九年五月吉日


赤城まや　拝♪








トパーズノベルス

同時配信二〇一九年六月二八日配信予定
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国盗り譚～若き獅子王との結婚～


【書下ろし・イラスト七枚入り】







　著作：ひなた翠

　イラスト：夜咲こん







　「俺のが入るまでに、ジョーンは何回イクんだろうな」







　　生まれたときからずっと塔の中で生活してきたジョーン。アルバ王国との同盟のため、ジョーンはアルバ王の息子であるウエールズ国の王カイトⅣ世との結婚を決意する。無知なジョーンにカイトはどんな些細なことも優しく教えてくれた。結婚はブルタニア王となった兄を思っての行動だったのだが、その兄から戦の宣戦布告を受けて……。
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狼王子と生贄の身代わり花嫁


【書下ろし・イラスト八枚入り】







　著作：御子柴くれは

　イラスト：花綵いおり







　狼王子に囚われ快楽に堕とされるリリー。三角関係勃発？　やがてくる究極の選択とは？







　　リリーは国で忌み嫌われる双子として生まれたが、幼馴染みとの結婚が決まっていた。しかし姉のローズが王家に入ることを拒否したため、陰で「狼王子」と揶揄されるフィリップの元に生贄として嫁ぐことになり……!?








トパーズノベルス

近日配信二〇一九年七月二六日配信予定







元カレ社長と秘密の契約結婚（仮）


【書下ろし・イラスト七枚入り】




　著作：沙布らぶ　　イラスト：夜咲こん







　再会初日に契約結婚!?　元カレは、大企業の社長になっていて──







　　　ある事情で会社を辞めた満みつ井い杏きょう香かは、再会した元カレの時任ときとう貴たか順のぶと「結婚」をすることになった。だが、その結婚はワケありで、実は籍も入れていない。ストーカーに追われる杏香に手を差し伸べてくれた貴順は、絶えず杏香に愛を囁くが……。








ヤンデレ夫の献身愛（仮）


【書下ろし・イラスト五枚入り】




　著作：如月一花　　イラスト：蘭　蒼史







　「気持ちよくなってるんだ。もっと素直になれよ。俺だと素直になれないのか？」




　　　毎日のように夫の神じん宮ぐう寺じ吉き良らと、朝も夜も求め合う関係に満足する明日香あすかは、その裏で彼が行う日々の撮影や録音に辟易していた。五年前の事故をきっかけに極まる愛情行動は、いずれ周囲への嫉妬や束縛へ変化して……!?







トパーズノベルス
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